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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　満月が皓こう々こうと輝かがやいていた。

　月明かりに、木々の影が黒々と浮かび上がっている。深い森の中だろうか。

　その森の一角、やや開けた草地に、四人の青年と白い小こ猿ざるの姿があった。

　一人の青年を中心に、彼を背にかばうようにして他ほかの三人が囲っている。

　中心の青年は地面に結けつ跏か趺ふ坐ざしていた。顎あごの線は丸く、目も鼻も口もこぢんまりとして、優やさしげな印象の青年である。白い小猿は彼の肩かたに乗っていた。

「オン、アナレー、ヴイシャダ、ヴァイラ、ヴァジュラダレー、バンダバンダニ──」

　彼は、真言を唱えながら、左の手の平を前に向け、右手の指先で地面に触ふれていた。降ごう魔ま印いんである。修しゆ行ぎようを積んだ僧そうの所作だが、剃てい髪はつはしていない。長い髪かみを首の後ろでくくっている。

「囲まれちまったぜ。めんどくせえ、つーか腹減った」

　有う髪はつ僧そうの正面を守る長身の青年が、眉み間けんに皺しわを寄せ、吐はき捨てるように言った。手入れのされていない短たん髪ぱつを風になぶられるまま、黒い単衣ひとえに黒くろ鉄がねの帯を締しめ、大おお振ぶりの太刀たちを構えている。両りよう腕うでには黒鉄の籠こ手てをはめ、黒い下した衣ぎの裾すそからも、黒鉄の脛すね当あてがのぞいていた。

「どうどう。ここを片づけたら、青せい蓮れんがおいしい夕ご飯を作ってくれるよ。ホント、餓うえた狼おおかみって凶暴で困るね」

　有髪僧の右後方を守る青年がクスクスと笑う。彼は、赤い髪を頭頂近くで無造作にくくり、手には、金属の棒を鎖くさりでつなげた多た節せつ鞭べんを握にぎっていた。丸まる襟えりの袍ほうの上には、甲よろいを着けている。甲の紋もん様ようは皇こう帝ていの親衛隊、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんのものである。

　有髪僧の左後方を守っている青年も、同じく飛龍禁軍の甲を着けていた。きっちりと髪を結ゆい、袍にも下衣にも皺一つない。

「おみくじによると、本日は、魚を食べれば吉きち、とのことだ。夕食は魚料理にしてもらおう」

　怜れい悧りな眼まな差ざしを前に向けたまま、真ま面じ目めそうなその武官は淡たん々たんとした調子で言った。

「てめぇのおみくじなんか当たるか。魚より肉だ」

　前方に目を据えたまま、黒ずくめの青年が不ふ機き嫌げんそうな声で応じる。

「あ、あの……。今日は魚も肉も手に入らなくて、山菜の揚あげ物にしようかと……」

　有髪僧が真言を止め、おずおずとした様子で言った。

「何だと!?　青蓮、あれほど──」

　振ふり返って怒ど鳴なりかける黒ずくめに、白い小猿が「ギーッ」と歯を剝むいた。彼はサッと腕うでで顔をかばう。

　その時、ザワリと木々の梢こずえが鳴った。森のあちこちには、おびただしい数の灰色の人ひと影かげがあった。だらりと下げた手には剣けんや矛ほこを握り、ゆらゆらと頭を揺ゆらしながら、足を引きずるようにして四人と一いつ匹ぴきに近づいて行く。

「青蓮、準備はいいか」

　真面目武官が、すっと長ちよう剣けんを抜ぬいた。

「はい」

　有髪僧はうなずき、定印を結んで目を閉じる。

「あまねくこの世を照らす毘び盧る遮しや那な仏ぶつに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。光をもたらしたまえ」

　彼はあらためて真言を唱え始めた。先刻の頼たよりなさそうな風ふ情ぜいから一転し、声こわ音ねは朗々として力強い響ひびきを持っていた。

　同時に、ザザザッと下生えを鳴らして、灰色の影が一いつ斉せいに四人と一匹に襲おそいかかった。




　水鏡に映っていた四人と一匹の姿はそこで消えた。

　代わりに、微かすかに揺れる水面には、微笑ほほえめば百の媚び態たいを生むと謳うたわれるおのれの顔が映り、楊よう貴き妃ひは目を細めた。口元に苦い笑えみが浮く。

「玉ぎよく環かん、何をしておる」

　名を呼ばれ、楊貴妃は振り返った。皇帝が、豪ごう奢しやな天てん蓋がいつきの寝しん台だいに身を横たえたまま、生気のない目でこちらを見ていた。

「お目覚めでございましたか」

　楊貴妃は裳も裾すそをひるがえし、寝台の傍かたわらにひざまずく。

「羅ら睺ご星せいが近づいておりまするゆえ、国の行く末を占うらなっておりました」

「羅睺星は凶きよう星せいであったな……。して、我が大だい唐とう帝てい国こくの命運は？」

　弱々しい声で、皇帝は問うた。古来、天が君主の徳を是ぜ非ひし、国が盛せい衰すいすることを彼は知っていた。

「わかりませぬ」

　楊貴妃は静かに頭かぶりを振った。わからないのは本当だった。水鏡には円い月が映っていたが、あのできごとが次の満月に起こるのか、何年も先の未来なのかもわからない。

「ただ、水鏡に四人の青年が映りました。二人は陛下の衛え士じ、一人は無ぶ頼らいの者、そしてもう一人は、かの三さん蔵ぞう法ほう師しの弟子でございました」

「三蔵法師の弟子……」

　皇帝は、寵ちよう姫きの言葉を嚙かみしめるように繰くり返す。

「国の命運は、彼らの手に委ゆだねられることとなりましょう」

　人は老いて死ぬ。当たり前のことだ。それがたとえ比類なき権力を持つ大唐帝国の皇帝であろうとも、人である限り──。

　しかし、天意がいかにあれ、人の世を変えるのは人に他ならないことも真実だ。

　今は、三蔵法師の弟子と、彼を支える三人をしばし見守っているのも一興と、楊貴妃は艶えん麗れいな微び笑しようを浮かべた。
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　天宝十二年十二月末日──。

「同じ三蔵なのに……」

　玉ぎよく華か寺じの講堂で、青せい蓮れんは、壁かべにかかった玄げん奘じよう三さん蔵ぞう法ほう師しの肖しよう像ぞう画がを見上げて溜ため息をついた。

　玄奘は、九十年ほど前に、この玉華寺で入にゆう寂じやくした高こう僧そうである。

　彼は、三人の勇者をお伴ともに、経きようを求めて天てん竺じくへ旅をした。鳥も飛ばぬ砂さ漠ばくを渡わたり、極ごく寒かんの山脈を越こえ、妖よう怪かいと戦ったと伝えられている。妖怪退治の真しん偽ぎはともかくも、訳やつ経きよう僧そうや取しゆ経きよう僧そうにとっては伝説の英えい雄ゆうであり、憧しよう憬けいの的だ。もちろん、僧を目指している青蓮も同様である。

　──長身で、眉び目もくは清すが々すがしく、端たん整せいにして威い厳げんがあり、絵から抜け出してきたかと思われるほど美び麗れい。

　玄奘の弟子であった慧え立りゆうは、彼をそう評したという。肖像画の玄奘は、その言葉通りの美び丈じよう夫ふだった。

　再び溜め息をつくと、肩に乗っている白い小猿が「キ〜」と同じように溜め息をついた。

「青蓮、何を切なげな顔で、玄奘三蔵法師の絵姿など眺ながめておるのじゃ」

　呼びかけられ、青蓮は振り返った。玉華寺の上座である墨ぼく立りゆうが、白い髭ひげを撫なでながらこちらへ歩いてくる。

「その……。同じ三蔵法師でも、天と地ほどの差があるな〜と」

「ううむ。まったくじゃ。そなたを得とく度どさせたくとも、三蔵法師があれではのう」

　墨立は自分の頭をつるりと撫でた。得度とは剃てい髪はつして仏門に入ることである。

「明日の年始の折には、そなたの得度の件、三蔵法師に話してみようと思うとるが、そなたの代わりに、あの三蔵様のお世話ができる者となると、なかなか見つからぬでな」

「でしょうね……」

　青蓮は、玄奘三蔵の肖像画を見上げて、三度目の溜め息をついた。







　玉華寺は、長ちよう安あんの北およそ二百里に位置する玉ぎよく華か山ざんの山中にある。かつては皇帝の避ひ暑しよ地ちで、玉ぎよく華か宮きゆうという離り宮きゆうであったという。玄奘の帰国後、訳やつ経きよう場ばとして皇帝が玄奘に賜たまわったそうだ。

　その敷しき地ちは広大で、宮きゆう殿でんを改装した堂は九つあり、大小合わせて三十を超こす僧そう坊ぼうや庵いおりが、山の中に点在していた。その最さい奥おうに、青蓮が世話をしている三蔵はひっそりと隠かくれ住んでいる。

　その日も、青蓮は三蔵の庵を訪おとずれると、いつものように厨くりやで食事の支し度たくをした。

　夕食ができたことを報しらせに三蔵の居室へ行くと、彼は布ふ団とんの上に手足を投げ出し、うつ伏ぶせになって眠ねむっていた。横になって書物を読んでいるうちに、うっかり眠ってしまったというような姿勢だ。

「三蔵様、起きてください。非ひ時じ食じきが調ととのいましたよ」

　青蓮は三蔵の肩を揺り動かした。

「飯か……わかった。起きる……」

　青蓮の声に、三蔵は目を閉じたままそう答え、寝ね返がえりをうった。そしてまたすーっと寝ね息いきを立て始める。

「顔の作りだけなら、玄奘三蔵法師の絵姿に負けないんだけどな」

　彼の寝ね顔がおを見て、青蓮は独りごちた。

　この三蔵も美男だ。青蓮は師し匠しようとしてだけでなく、三蔵を父とも兄とも感じて慕したっているので、ひいき目で見ているにしても、彼は美しい男だ。しかし──。

　三蔵の髪かみは二寸ほど伸のびていた。顎あごの辺りにもうっすらと無ぶ精しよう髭ひげが生えている。額には赤く枕まくらのあとがついていた。身に着けているのは、夕べから着たままの寝ね間ま着きだ。それも片方の襟えりがずれて、胸が半分見えている。美麗ではあるが、威厳は皆かい無むだ。

　枕まくら元もとには、巻物や折り本が散乱していた。それら書物に交じって、空の湯飲みや、食べかけの煎せん餅べいが転がっている。

（お昼ご飯を作りに来た時、きっちり片づけたはずなんだけど……）

　たった半日で、どうしてここまで散らかってしまうのだろう、というか、なぜこの無精者が、三蔵の称しよう号ごうを持つのだろうか。

「ホント、玄奘三蔵法師とは大おお違ちがい。やっぱり、ぐうたら三蔵か、お寝ね坊ぼう三蔵なんだろうな」

　彼の法名を青蓮は知らない。三蔵とは、経、律、論に精通した高僧の敬けい称しようであることを知った時に、青蓮は彼に名を尋たずねたのだが、「かっこ悪い名だから」と、教えてもらえなかった。

　法名はどうあれ、三蔵の称号を持つ僧そうならば、講堂で修しゆ行ぎよう僧そうに教授するはずだが、彼は青蓮と墨立以外には会わず、ひっそりと暮らしている。その理由もわからない。

　青蓮が玉華寺に引き取られて十年経たつが、その間に青蓮は背も伸び、一応は少年から青年へと変へん貌ぼうを遂とげた。墨立も年老いた。けれど、不思議なことに、三蔵だけは出会った時と変わらず、若く美しいままだ。

　さらに、三蔵が飼っている雌めすの小こ猿ざるは雪のように白いのに、なぜか名は「茶ちや々ちや」。これも謎なぞだ。

　それはともかく、もう一度片づけるにしても、三蔵を起こさなくてはならない。

「三蔵様、起きてください。三蔵様」

　青蓮は三蔵の肩かたを根気よく揺ゆさぶる。しかし彼はなかなか目を開けない。

「キキッ」

　茶々が三蔵の胸の上に乗り、彼の鼻をつまんだ。

　三蔵の寝息が止まった。青蓮は彼の顔をのぞき込み、しばらく見守る。やがて──。

「ぶはっ！」

　口と目が同時に開き、三蔵はガバッと飛び起きた。茶々がサッと跳とび退すさる。

「──びっくりした。砂漠で生き埋うめになる夢を見てしまったよ」

　ボリボリと鎖さ骨こつの辺りを搔かきながら、三蔵は渋じゆう面めんを作った。

「三蔵様、今日中にお髪ぐしとお髭をあたっておいてくださいって言ったのに、剃そらなかったのですね」

　青蓮は、散らかった書物をてきぱきと片づけながら言った。茶々も心得たもので、器用に巻物を巻いて所定の場所に戻もどす。

「誰だれにも会わないんだから、格好なんか構わなくてもいいだろう。顔はちゃんと洗ったぞ」

　布団の上にあぐらをかき、三蔵は無精髭の伸びた顎を撫でる。

「でも明日は、墨立様が年始の御ご挨あい拶さつにお見えになりますよ」

　青蓮は、ぬれ布ぶ巾きんで手早く卓たく子しを拭ふき、餃子ぎようざを盛った皿を置いた。三蔵も青蓮も肉食をしないので、具は野菜だけだ。他ほかにも、黒豆の煮に物ものや、葛くず粉こでとろみをつけたあつもの、茸きのこの揚あげ物、棗なつめで作った飴あめなどを並べる。

「そうか、今日は大おお晦日みそかだったな。戒かい律りつを破るのは、心が痛む」

　と言いながら、三蔵は、いつもよりもだいぶ豪ごう華かな食しよく卓たくにいそいそと着き、箸はしを取る。

　僧そう侶りよには実に数多くの戒律がある。非時食戒といって、本当は午後に食事をしてはいけない。

　しかし、一日中寝間着で過ごすとか、大切な経典を散らかすとか、昼ひる寝ねをするとか、日ひ頃ごろから僧侶にあるまじき生活態度なので、今さらという気もする。

「うまい」

　咀そ嚼しやくした餃子をごっくんと飲み込み、三蔵は言った。

「こういう時、君を弟子でしにしてよかったとしみじみ思うよ」

「ありがとうございます。けれど、これからも隠いん棲せいなさるおつもりなら、御ご自分でお粥かゆぐらいは作れるようになってください。それから、身の回りのことも、少しは御自分でなさってくださいね。これでは他の者に三蔵様のお世話を任せられません」

　青蓮の言葉に、三蔵は箸を止めて、目を瞬またたいた。

「青蓮。君は、私の世話が嫌いやになってしまったのか？」

「そうではありませんが、早く得度して、修行に打ち込みたいのです」

「君はもう、私が教えた経文を全部、諳そらんじることができるだろう？　そこそこ修ず法ほうも使えるし、何も今さら修行することはないじゃないか。得度は認めないぞ。君以外の者が作った食事なんか食べたくない」

「お願いですから、いい歳としをして、だだをこねないでください」

「いい歳とはなんだ。私はまだ二十八だ」

「十年前も、二十八だと仰おつしやっていたではありませんか。二十八でも三十八でもいいですが、むきにならないでください。大人なんですから。それに──」

　青蓮は箸を置き、軽く息をついて三蔵を正面から見つめた。

　無意識に右の前ぜん腕わんを押さえる。右手首から三寸ほどのその場所には、白い布が巻いてある。

「僕は学ぶだけではだめなのです。三蔵様、ご存じでしょう？」

　切実に、真しん摯しに訴うつたえたつもりだった。なのに──、

「青蓮、私は君がいないと生きていけない〜。見捨てないでくれ〜」

　三蔵はくしゃっと顔かおを崩くずした。

　茶々が『だめだわ、これは』とでも言うように、肩をすくめて首を振ふる。

「三蔵様──」

　言い募つのろうとした時、突とつ然ぜん、ゴーッと風が庵を揺らした。もう春は目の前だというのに、かなり強い北風だ。

「昼間はいい天気だったのに、いきなり変ですね」

　青蓮は、風の〈気〉を探さぐる。何者かが術を使って風を起こしているのではないかと思ったからだ。けれど〈識しき〉は読み取れない。

「南の方で、誰かが請しよう雨うを行っているのかもしれない」

「南の方──。では、長安？」

「今こ宵よいは、十年ぶりに羅ら睺ご星せいが日と重なる。術師がよからぬことを考えていなければいいが」

　煮に豆まめを口に運びながら、三蔵は端たん整せいな眉まゆを寄せて呟つぶやいた。
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　その夜、突とつ如じよとして長安の空は厚い雲に覆おおわれた。雲間に雷らい光こうが走る。

　雷かみなりに呼ばれるように、北風が吹ふき始めた。間もなく雪が舞まい始める。

　風と雪は次し第だいに強まり、横よこ殴なぐりの雪が、地面や家々の壁かべに叩たたきつけた。

　年とし越こしを祝っていた長安の民たみは、突然の吹雪ふぶきと雷らい鳴めいに、凶きよう兆ちようではないかとおののいた。

　吹雪と雷はさらに激しさを増していく。

　目を灼やく閃せん光こうが、十層の赤茶色の塔とうを照らし出した。かの玄げん奘じよう三さん蔵ぞうが、天てん竺じくから持ち帰った経きよう典てんや仏像を安置するために建てた大だい雁がん塔とうである。

　バリッ！　と大地を揺るがす轟ごう音おんとともに、最上階の屋根が砕くだけ散ったのはその直後だった。

　大雁塔を擁ようする大だい慈じ恩おん寺じは騒そう然ぜんとなった。三百余名の僧が僧そう坊ぼうから飛び出し、大雁塔へ駆かけつける。

「仏像と経典を守れ！」

「修法の壇だんを築け！　あれを外へ漏もらしてはならん！」

　その有様を、密ひそやかに見守る者があった。

　彼は、猛もう吹雪ふぶきの中、大慈恩寺仏ぶつ殿でんの屋根の上に立っていた。灰色の道服の上に、灰色の頭ず巾きんつきの外がい套とうを羽織っている。頭巾を目ま深ぶかに被かぶっているため、その相そう貌ぼうは判然としない。

　境けい内だいには、数多あまたの僧たちが慌あわただしく行き交かっていたが、その灰色の道士の存在に気づいた者はいなかった。
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　明けて天宝十三年正月一日。

「おお、奇き跡せきだ」

　夜具から起き上がった三さん蔵ぞうは、つるつるになった頭と顔を撫なでた。

「奇跡ではありません。三蔵様が眠ねむっていらっしゃる間に、僕が剃ったのです。三蔵様、夕べは結局、何もなさらずに寝ねてしまわれたでしょう？」

　青せい蓮れんは、三蔵の肩に貼はりついていた毛を払はらいながら言った。

　眉まゆ毛げもきれいに整えたので、いつにも増して男前に仕上がっている。講堂にかかっている玄奘三蔵法師の絵姿にも勝まさる美び僧そうぶりに、青蓮としては非常に満足していたのだが──。

「そうか。これ、楽でいいね。今度から、寝ている間に剃ってもらおう」

（しまった……）

　青蓮はとても後こう悔かいした。墨ぼく立りゆうが、年始の挨あい拶さつがてら、青蓮の得とく度どと新しい世話係について話をするはずだ。これ以上、三蔵のぐうたら度を上げてしまっては、世話係の来手がない。

　墨立がやって来たのは、朝の勤ごん行ぎようがすんで、間もなくだった。

　厨くりやでお茶の支し度たくをしながら、青蓮は三蔵と墨立の会話に耳を澄すます。二人は居間で、声を潜ひそめて、真しん剣けんに話し合っていた。「青蓮」「得度」という言葉に交じって、どういうわけか、「落らく雷らい」とか「大だい雁がん塔とう」などの言葉が漏れ聞こえてくる。内容は、はっきり聞き取れない。

　やがて「青蓮」と、三蔵の呼ぶ声がした。

「お呼びでしょうか」

　高鳴る心臓をなだめながら、青蓮は湯飲みを載のせた盆ぼんを手に、二人が待つ居間へ行った。

「そこへ座れ」

　いつになく三蔵は厳いかめしい表情で、正面の床ゆかを指さした。彼の隣となりで、墨立も神しん妙みような顔をしている。これは間ま違ちがいない。

　青蓮は、示された場所に端たん座ざし、盆を傍かたわらに置いて姿勢を正した。

「得度の件、墨立からも聞いた。今回は、私が折れよう」

「で、では──」

　青蓮は床に手をつき、身を乗り出す。

「無ぶ精しようとぐうたらをやめていただけるのですね？　新しい童子をこき使ったりしませんね？　僕を出家させてくださるのですね？」

「ただし、条件がある」

「条件？」

「長安の大だい慈じ恩おん寺じ、大だい雁がん塔とうに忍しのび込み、最上階に安置してある羅ら刹せつ天てん像ぞうと、一いつ緒しよに置いてある巻物を盗とってこい。それができたら得度を許す」

「は──？」

　青蓮は、パチパチと目を瞬かせた。聞き違ちがったのだろうか。

「すみません、もう一度仰ってください」

「長安、大慈恩寺、大雁塔。羅刹天の仏像と巻物だ」

「そこではなく、そのあと」

「盗ってこい」

「玉ぎよく華か寺じとして借りるのではなく？」

「盗ぬすみ出せと言っている。誰だれにも知られず、極ごく秘ひに──。それが得度の条件だ」

「えええー!?」

　青蓮は、まなじりが裂さけるほど目を見開いた。茶々もポカンと口を開けている。
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「すまぬ、青蓮」

　墨立が、拝むように片手を顔の前に上げた。




「可哀かわい想そうに、魂たましいが抜ぬけ出てしまったような顔をしておりましたな」

　庵いおりの表口で、三蔵とともに青蓮を見送っていた墨立が、ぼそっと呟いた。

　青蓮は、よろよろとおぼつかない足取りで、谷へ続く山道を下っていく。茶々が青蓮の足元を歩きながら、心配げに彼の顔を見上げていた。

「羅刹天像の奪だつ取しゆは致いたし方かたございませぬが、やはり、青蓮の得度とは切り離はなしてお考えいただくべきでございました」

　墨立の目が、三蔵に向く。

「あなた様は実のところ、青蓮が失敗すればいい、本格的な修しゆ行ぎようはさせたくない──と、思っていらっしゃるのでございましょう？」

「当たり前だ。あの子がこの寺へ来たばかりのころのことを忘れたのか」

　当時、青蓮は何度か自死を試みた。木に縄なわをかけて首を吊つろうとしたこともあるし、谷に身を投げようとしたことも一度や二度ではない。常に三蔵か墨立が付き添そっていたため、大事にはいたらなかったが──。

　仏道の修行とは、意識のさらにその奥に潜む煩ぼん悩のう、すなわちおのれの心の闇やみと向き合うことである。

「修行を積めば、十年前のあの夜、何があったのか思い出すかもしれないが、記き憶おくが戻もどれば楽になれるとは限らないだろう？」

　青蓮には、あの事件以前の記憶がない。罪の重さに耐たえきれず、おのれで記憶を封ふうじてしまったらしい。思い出せば、青蓮はまた死のうとするのではないか──三蔵はそれを恐おそれていた。

「青蓮は、三蔵法師が思っておいでになるほど、子どもではありませぬぞ。おのれの心に向き合わせ、償つぐなう場を設けておやりなされ。その方が青蓮のためになりまする」

「私は、あの子に甘いか？」

　三蔵は、剃そってもらったばかりの頭をボリボリと搔かく。

「過保護もいいとこ。しかも、弟子でし離ばなれできなくて、じたばたなさっておいでです」

　墨立は、白い髭ひげを撫でながら、フォッフォッと笑った。
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「ええと、大だい慈じ恩おん寺じ、大だい雁がん塔とう……」

　青せい蓮れんは地図を片手に、虚うつろな目で、周囲を見回した。

　はるばる玉ぎよく華か寺じから馬車で二日、禁きん苑えんを迂う回かいして長安の西門の一つ、延えん平ぺい門もんから都に入り、東に向かって、とぼとぼと歩く。馬車を出してくれた寺男とは、延平門で別れたので、お伴ともは茶々だけである。

（なぜ、盗まなければならないんだ？　何で極秘？　三蔵様は、羅ら刹せつ天てん像ぞうを手に入れて、いったい何をするつもり？）

　大慈恩寺は、かの玄げん奘じよう三さん蔵ぞう法ほう師しが天てん竺じくから帰国後、訳やつ経きようを行った寺であり、玉華寺はその玄奘が晩年を過ごした寺だ。縁えんは深く、百年経たった今も交流がある。請こえば仏像の一つや二つ借りられるはずだ。なのに盗み出すとは、いったいどういうことなのか。

　青蓮の頭の中は、疑問ばかりがぐるぐると渦うず巻まき、道中の景色はまったく目に入らず、どうやって長安の外城の門をくぐったのかも、ろくに憶おぼえていない。

（不ふ偸ちゆう盗とう戒かいを、僕に教え込んだのは三蔵様なのに）

　盗みを犯おかせば説戒──戒かい律りつに抵てい触しよくしたか否いなかの確かく認にん──の対象になる。悪くすれば破門だ。従って、正式に得度した僧に盗みをさせるわけにはいかないので、まだ出家していない青蓮に白羽の矢が立ったのだろうが──。

（僕の得とく度どと引き替かえなんて、あんまりじゃないか……）

　頭を抱かかえる青蓮の頰ほおを、肩かたに乗った茶ちや々ちやが『しっかりして』とでも言うようにペチペチとはたいた。

（そう、しっかりしなくては）

　青蓮は顔を上げた。ぼけっとしていては大雁塔へたどり着く前に遭そう難なんしかねない。

　それほどに長安は広かった。歩いても歩いても、賑にぎやかな街並みが果てしなく続いているのである。街の区画が碁ご盤ばんの目のように整然としていなければ、お上りさんの青蓮などは、とっくに迷っていただろう。

　そして、長安は人も多い。大路にも小路にも、ひっきりなしに人や馬車が往来している。

　しかも、行き交かう人々の約半数は女性だ。

（これが、女……）

　女によ人にん禁制の玉華寺からほとんど出たことのない青蓮は、女性を間近に見るのは初めてだった。

　一応は女性から生まれたのだろうが、玉華寺に引き取られる前の記憶がないので、母親というものも知らない。ちなみに、昨夜、泊とまったのも寺だったので、女性はいなかった。

　羅刹天像のことで頭が一いつ杯ぱいだった青蓮が、あえて女性に目を留めたのは、年とし頃ごろの青年らしい興味からではない。不ふ邪じや淫いん戒かいという女性と交わってはいけないという戒律を教え込まれた青蓮にとって、女性は煩悩をもたらす悪あしき存在だったからだ。

（僕に窃せつ盗とうが命じられたのは、これも理由の一つかも）

　集まっては女の話ばかりしている他ほかの寺てら男おとこや童どう子じを、華やかな長安には行かせられないと、墨ぼく立りゆうが判断したのかもしれない。

（僕も色話に加わっていればよかったかな……）

　などと思っているうちに、ものすごく広い通りに出た。人が多すぎて、通りの向こうは見えないが、五十丈じようぐらいは道みち幅はばがありそうだ。朱す雀ざく門もん街がいだろうか。

　行き交う人々が、妙みようにざわめいていた。

「黒くろ鉄がねの狼おおかみ──黒こく麒きが捕つかまったぞ」

　そんな声が聞こえた。人々の目は大路の南に向いている。その視線を追って、青蓮は大路の彼方かなたに目を凝こらした。

　人々が遠巻きに見守っているのは、一台の馬車だった。

　馬車の周囲を十名近くの甲かつ冑ちゆう兵が固めていた。戦いくさ帰りのような物々しさである。

　よく見れば、車箱が檻おりになっていた。罪人の護送車だ。

「あの黒麒が、とうとう捕まったか」

「ものすごい拳けん法ぽうの使い手で、金きん吾ご衛えいの衛え士じなんか、瞬しゆん殺さつしちまうって話だったが」

「黒鉄の狼も、さすがに飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こには敵かなわなかったらしいぞ」

　人々の会話を総合すると、黒麒とは、黒鉄の狼の異名を持つ凶きよう悪あくな犯罪者で、長安を警けい邏らする金吾衛では歯が立たず、禁軍兵が出動してようやく捕とらえた──ということらしい。

　護送車が近づいてきた。青蓮も人々に倣ならって、道の端はしへ寄る。

　檻の中には、一人の若者が、後ろ手に縛しばられ、あぐらをかいていた。

　彼は、あちこちが裂けた黒い単衣ひとえを黒い金属の帯で締しめていた。

　大きな男だった。座っていても、彼がかなりの長身であることがわかる。

　瘦やせているが、大きくはだけた衣ころもからのぞく胸と腹は、無む駄だのない筋肉に覆おおわれ、異名の通り、狼のような鋭するどさとしなやかさを備えている。

　髪かみは半はん端ぱな長さだった。三蔵が剃てい髪はつを怠おこたった時よりやや長めの、不ふ揃ぞろいな短たん髪ぱつだ。

　馬車が近づくにつれ、彼の相そう貌ぼうが明らかになってくる。

　肌はだは日に焼けて浅黒く、鼻は細く高く、唇くちびるは薄うすい。まなじりの少し吊り上がった鋭い目をしていた。獰どう猛もうな気配を隠かくそうともせず、彼は檻の中から、その鋭い目で群衆を睥へい睨げいしている。

　先刻まで、噂うわさ話ばなしに興じていた人々が気け圧おされて口をつぐむ。そのせいか、馬の蹄ひづめの音と、馬車の車輪の音、そして兵たちの足音と甲冑がこすれる音が、妙に耳に響ひびいた。

　馬車が青蓮の前を通り過ぎる。檻の中の彼と目が合った。

　黒鉄の狼の眉まゆが、ピクリと跳はねた。彼はわずかに瞠どう目もくして、青蓮を凝ぎよう視しする。

（え……？）

　彼にとって、青蓮は大勢の野や次じ馬うまの一人にすぎないはずだ。なのに、なぜ──？

　馬車が青蓮の前を通り過ぎても、彼は青蓮を見つめ続けていた。後ろ手に縛られ、あぐらをかいた姿勢のまま、首だけをこちらに向け、青蓮から視線を外さない。

　その目に囚とらわれ、青蓮もまた、彼から目を離はなすことができなかった。

　馬車が遠ざかり、息を詰つめて見守っていた人々が動き始めて、ようやく青蓮は視線の呪じゆ縛ばくから解き放たれた。

（何だったんだろう）

　顔に何かついているのかと、青蓮は手の平で顔を撫なでる。

「恐ろしかったなあ。見てるだけで、何だか背筋が寒かったよ」

　背後で、噂話が再開した。

「死罪になるんだろうが、あんなやつが殭キヨン屍シーになったらえらいことだ。死んでも牢に入れといてもらいてえ」

（殭キヨン屍シー？）

　青蓮は思わず振ふり返った。迷めい信しん深い地方ならともかく、花の都で死人の妖よう怪かいの話を聞くとは思わなかったからだ。

「まったく、死人が動き出すなんてことが、本当にあるとはな」

「大おお晦日みそかにはいきなり吹雪ふぶきだし、大雁塔に雷かみなりは落ちるし、殭キヨン屍シーは出るし、いったい最近の長安はどうなっちまったのかねえ」

「祟たたられてんじゃないのか？　大慈恩寺。あの辺りで死人が出ると、必ず殭キヨン屍シーになるって言うじゃないか。殭キヨン屍シーが出るようになったのも大雁塔に雷が落ちてからだし」

　数人の男たちが、そんな話をしながら、遠ざかって行く。

（こっちは吹雪だったのか……）

　そういえば、大雁塔に落らく雷らいがあったようなことを三蔵と墨立が話していたが──。

（それにしても、今時、殭キヨン屍シー？）

　青蓮は首を傾かしげた。







「大晦日は、羅ら睺ご星せいが日と重なっていて、術師がよからぬことを考えていなければいいと、三さん蔵ぞう様は心配していたけれど……。まさか殭キヨン屍シーとは関係ないよね」

　大だい慈じ恩おん寺じを囲む塀へいの外に立ち、青せい蓮れんは大だい雁がん塔とうを仰あおぎ見た。

「キー」

　肩に乗っている茶ちや々ちやは『どうかしら』とでも言うように、首を傾げている。

　煉れん瓦がで覆われた十層の塔とうは、天を突つき上げるようにそびえ立っていた。九階と十階の庇ひさしの間には櫓やぐらが組まれ、数名の人ひと影かげが見え隠れしている。落雷で壊こわれたという屋根を修理しているのだろうが、とにかく高い。

（羅ら刹せつ天てん像ぞうはあの中……）

　今夜、あそこへ忍しのび込まなくてはならないと思ったら目め眩まいがしてきた。

「明るいうちに、ちょっとだけでも中を見ておこうか」

　青蓮は正門に向かって歩き始めた。大慈恩寺と大雁塔の見取り図は頭に入れておいたが、それでも不安だ。

　朱す雀ざく門もん街がいにはあれだけ大勢の人がいたにもかかわらず、大慈恩寺の周囲は閑かん散さんとしていた。

　もともとそういう地域なのか、それとも祟りを信じて誰だれも近寄らないのだろうか。

　それでも正門前には、二人の若い男がいた。寺てら男おとこらしき者と何か話している。

「はい。お二人が、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こだとは存じておりますが──」

　最初に耳に飛び込んできたのは、寺男がそう言っている声だった。

（飛龍禁軍の豹虎？）

　青蓮は、正門へ向かう足を止めた。確か、黒くろ鉄がねの狼を捕らえたのが、飛龍禁軍の豹虎ではなかったか。

　二人組は、そろいの碧みどり色の袍ほうと黄銅の帯を着けていた。禁軍兵の制服なのだろう。

　一人は、髪をきちんと結ゆって冠かんむりをかぶっていた。制服にも皺しわ一つない。背筋がピンと伸のび、いかにも真ま面じ目めな武官という立ち姿だった。

　しかし、もう一人は腕うでを組み、斜しやに構えている。制服も何となく着き崩くずれた感じだ。外国人らしく髪が赤い。その赤髪も頭頂近くで無造作にくくっているだけだ。

「だからー、オレたちだって仕事で来てるの。ちょっと中を見せてもらうだけだって言ってるじゃない。坊ぼうさんたちの邪じや魔まはしないから」

　赤髪の男が一歩踏ふみ出した。意外に流りゆう暢ちような漢語だった。彼は片手を腰こしに当て、もう片方の手を閉じられている門もん扉ぴにかけた。ほとんど無法者の恫どう喝かつだ。

「ですが……、当寺はしばらくの間、立ち入りを御ご遠えん慮りよ願うことになっておりまして……」

　寺男は、怯おびえた様子で二人を交こう互ごに見ている。

（立ち入り禁止になっているんだ）

　青蓮は驚おどろいた。寺の境けい内だいは開放されていると聞いていたからだ。これも祟りと何か関係があるのだろうか。

「立ち入り禁止の理由は、大雁塔の修理だけか？」

　そう尋たずねたのは真面目武官だった。抑よく揚ようの少ない声こわ音ねには底冷えのするような迫はく力りよくがある。

「私はそう聞いております……」

　寺男はいっそう身を縮めた。

「そうか、では仕方がない。手間を取らせたな」

　真面目武官は、「朱しゆ虎こ、行くぞ」と赤髪を促うながし、踵きびすを返した。

　二人はこちらに向かって歩いてくる。

　青蓮は道を譲ゆずろうと塀の際に寄った。寺の生活しか知らない青蓮にとって、兵士は何となく怖こわい存在だった。できれば関かかわりたくない。ところが──。

「わ、黄こう豹ひよう、白い猿さるだよ。見て、すっごいかわいい！」

　朱虎と呼ばれていた赤髪の禁軍兵が、目を輝かがやかせて茶々を指さした。

　青蓮は思わず後ずさった。

「落ち着け、朱虎。飼い主が驚いている」

　真面目武官が相棒を制したが、朱虎は構わずタタタタッとこちらへ駆かけてきた。

　彼は少し腰をかがめ、「美人だねー」と茶々の顔をのぞき込んだ。

　どこの国の人なのか、朱虎は驚くほど肌が白く、彫ほりの深い端たん整せいな顔立ちをしていた。まなじりが少し下がり、瞳ひとみは淡あわい緑色だ。

「オレは朱虎。ね、君、何て名前？」

「あ、僕は青蓮と──」

「違ちがう違う、この小こ猿ざるちゃんの名前」

「……茶々です」

「白いのに茶々？　ま、かわいいからいいけど。ね、茶々。おいで」

　朱虎が両手を差し伸べた。まんざらでもないと思ったのか、茶々は朱虎の腕に移る。

「ふわふわ〜。幸せ〜」

　彼は茶々を抱だき寄せ、愛いとしげに頰ほおずりした。寺男と接した時の、無法者のような気配はどこへいったのか。

　呆あつ気けにとられてその様子を見ていると、「青蓮──だったな」と、真面目武官に声をかけられた。口元も眼まな差ざしも冴さえ冴ざえとし、顔だけなら武官というより学者に見える。

「私は飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの校尉で、黄豹という。すまない、あれはもはや小動物熱愛症ともいうべき病気なのだ。発ほつ作さが治まるまで、待っていてくれないか」

　彼は、朱虎にチラと目を向ける。

「……はい。どうぞ、心ゆくまで……」

「君は寺の童子だろう？」

「あ、あの……どうして……？」
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　青蓮はうろたえた。玉華寺の者だと知られてはならないと、三蔵から厳しく言われていたからだ。だから、服装も寺の作業衣ではなく、ごく一いつ般ぱん的な袷あわせを着てきた。

「今朝、おみくじを引いたところ、有う徳とくの名めい僧そうに会うと出たのだ」

「おみくじ……？」

　青蓮は目を瞬またたいた。初めて聞く言葉だ。

「最近、流行はやり始めた占うらないだ。八はつ卦けや奇き門もん遁とん甲こうよりも当たる」

　黄豹は「手作りだが」と言って、剣帯から小さな竹たけ筒づつを外した。胴どうに、「おみくじ、黄豹」と流りゆう麗れいな筆ひつ致ちで記名してある。彼は竹筒の蓋ふたを開け、上下にシャカシャカと振ふった。竹筒の中には、何十本もの細い棒が入っていて、振しん動どうでそれらの棒がせり上がってくる。

「これがおみくじだ」

　黄豹は、最も飛び出た棒を竹筒から抜ぬいて青蓮に見せた。棒には極小の文字が書かれていた。彼は、大真面目にその文字を読み上げた。「夕食は、麵めんを食べるが吉きち」と──。

「君からは微かすかに、仏前に供える香こう木ぼく──樒しきみの匂においがする。また、青蓮という名は、仏の目にたとえられる青しよう蓮れん華げから取った法名なのだろう。だが、君は有う髪はつだ。従ってこれから剃てい髪はつ得とく度どする予定の童子だ。違うか？」

（すごい……）

　それだけの洞どう察さつ力を持っていながら、なぜ、おみくじなのか。しかも手作り。

「どこの寺だ？」

「その……」

　童子であるとはっきり答えたつもりはないが、彼は童子だと決めてかかっている。そう訊きかれたら、不ふ妄もう語ご戒かい──噓うそをついてはいけないという戒かい律りつが骨の髄ずいまで染しみ込んでいる青蓮は、正直に答えるしかない。まして相手は、皇こう帝ていの近衛このえ兵である飛龍禁軍の校尉だ。

「ぎょ──うぷっ」

　覚かく悟ごを決めて言いかけた時、いきなり茶々が顔に飛びついてきた。

「キキキー」

　多分、『言ったらだめでしょ』だろう。

「茶々姫ひめ、つれないなー」

　朱虎が残念そうにポリポリと頭を搔かいた。

「時間を取らせて悪かったな。では、ここで失礼しよう」

　黄豹は軽く会え釈しやくし、

「楽しかった。茶々姫、また会いたいな」

　朱虎は、青蓮をまったく無視して茶々だけにそう語りかけ、二人は連れだって去って行った。

　青蓮も茶々を抱だき直し、二人に背を向けて歩き出した。

「変な人たちだったね」

　金きん吾ご衛えいの衛え士じも敵かなわなかった極ごく悪あく人にんを捕とらえたというから、ものすごく怖い人たちかと思ったが、一人は小動物熱愛症で、もう一人は占い愛好家だった。

（そういえば、あの二人は大慈恩寺に何の用だったのかな）

　彼らは仕事で来たと言っていた。中を見るだけだ、とも。しかし、何かの捜そう査さであれば、金吾衛や御ぎよ史し台だいなどがするのではないか。禁軍の校尉を門もん前ぜん払ばらいする寺側の対応も変だ。

　様々な疑問が脳のう裏りを駆け巡めぐったが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。

「僕は世間知らずだものね。考えてもしょうがない」

　青蓮には、自分の将来を決定する大仕事が控ひかえていた。







[image: 二章◆大雁塔潜入]

「茶ちや々ちや、頼たのむね」

　青せい蓮れんは大だい慈じ恩おん寺じの門を見上げた。茶々は青蓮の肩かたを踏ふみ台に、塀へいの頂に飛び移り、大慈恩寺の境内に消える。

　深夜だが、西の空には膨ふくらみ始めた月がかかり、視界に不自由はなかった。辺りに人ひと影かげはなく、夜の街はしんと静まり返っている。長安では夜間の外出を禁じているのだ。

（僕らを目もく撃げきするとしたら、殭キヨン屍シー……）

　そう考えた途と端たん、背筋に鳥とり肌はだが立った。

　飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こと別れた後、青蓮は大慈恩寺の近辺に留とどまり、目立たないように移動しながら夜を待ったのだが、道行く人々は、殭キヨン屍シーの話ばかりしていた。

　殭キヨン屍シーは夜にのみ動き、人を襲おそって血をすするという。

（いやいや、いない。そんなものはいない。ただの噂うわさ）

　青蓮は自分に言い聞かせながら、辺りの気配に耳を澄すます。

　間もなく、カタカタと茶々が潜くぐり戸の閂かんぬきを外す音がした。青蓮は潜り戸を開け、頭だけを入れて、大慈恩寺境内の左右をうかがう。

　右側には大きな池が広がり、左は、藤ふじや杏あんず、柿かきなどが植えられた庭だった。正面に、まっすぐに伸のびた石いし畳だたみの道が月明かりに白く照らされている。突つき当たりは仏堂や鐘しよう楼ろう、僧そう坊ぼうと思われる堂が何十も立ち並び、大だい雁がん塔とうはその奥だ。月を背に、黒々と浮うき上がって見える。

　今のところ辺りに人影は見えない。青蓮は、境けい内だいに足を踏み入れ、足音を忍しのばせて移動を開始する。

「キッ」

　突とつ然ぜん、茶々が小さな声を上げたのは、仏堂の陰かげから大雁塔前の広場へ出ようとした時だった。

　彼女は後ろ足で立ち上がり、周囲の気配に耳を澄ます。誰だれかいるらしい。

（寺の者が巡じゆん回かいでもしているのかな。それとも、まさか……殭キヨン屍シーとか……？）

　茶々が左後ろを指さした。青蓮は恐おそる恐る、そちらを振り向く。そこには牡ぼ丹たんの庭の向こうに、子院と思われる建物があった。しかし、人影は見えず物音も聞こえない。

（巡回の僧なら捕つかまえに来るはず……。ってことは……）

「ひ〜」

　青蓮は、弾はじかれたように仏堂の陰から飛び出した。もしも殭キヨン屍シーがうろうろしているなら、こんな所で襲われるのを待っているより、大雁塔の中へ逃にげ込んでしまった方がいい。

（頼むから、何も出て来ないで）

　青蓮は涙なみだ目めで、大雁塔前の広場を突っ切った。茶々は胡う乱ろんな視線を牡丹の庭に送り、青蓮のあとを追う。

　門をくぐり、さらに石段を上って石畳の回かい廊ろうに出る。正面の煉れん瓦がの壁かべが弓形に彫ほり抜かれ、その奥に木製の扉とびらがはめこまれてあった。塔とうの入り口だ。

　外観の威い容ように比べ、入り口は小さく、高さも幅はばも大人が一人通れる程度だった。両開きの扉の取っ手には鎖くさりが巻かれ、錠じよう前まえが下がっている。

　青蓮は、わたわたと背に負った袋ふくろの中から鍵かぎ束たばを取り出した。三蔵から渡わたされたものだ。なぜ、三蔵が大雁塔の合い鍵を持っているのか謎なぞだが、ともかくも、そのうちの一本を鍵かぎ穴あなに差し込む。カチリと硬かたい音を立てて錠前が開いた。鎖を解き、恐る恐る扉の取っ手を引く。蝶ちよう番つがいをきしませて、扉が開いた。

　内部は墨すみを刷はいたように真っ暗だった。

　火打金で火種を作って手て燭しよくに立てたろうそくに火を点ともし、内側から扉を閉じる。ろうそくを掲かかげると、整然と並べられた厨ず子しや石せき碑ひが浮かび上がった。壁には仏画が刻まれている。普ふ段だんの青蓮ならば、目を輝かがやかせて見入るのだが、今は、そんな心の余よ裕ゆうはない。

　青蓮は頭に叩たたき込んだ大雁塔の見取り図を思い起こしながら、茶々とともに奥へ進む。

　しばらく歩くと、小さな扉があった。扉にはやはり錠前がかかっていたが、その錠前も三蔵に持たされた鍵で開ける。

　扉を開けると、内部は吹ふき抜ぬけになっていて、壁に沿って、幅の狭せまい急な螺ら旋せん階段が設けられていた。上方は闇やみに吞のまれ、よく見えない。

（……誰も、ついてきてないよね……）

　青蓮は一度、背後を振ふり返った。何の気配もしないが、ろうそくの明かりが届かない闇の中に、何かが潜ひそんでいそうな気がして、急いで扉を閉める。

　青蓮は、茶々とともに長い螺旋階段を上り始めた。階段には敷しき物ものが敷しかれていたが、一足踏むごとにわずかにきしみ、それが反はん響きようして、ギィと不気味な音を立てた。次し第だいに息が上がってくる。その呼吸音もやけに耳に響ひびいた。

　三階まで上がった時、「キキ」と茶々が足元を指さした。かがんでろうそくを近づけてみると、そこには細い紐ひもが張ってある。紐は階段横の滑かつ車しやにかけられ、吹き抜けに下げられた小さな鐘かねにつながっていた。紐に足を引っかけると鐘が鳴る仕組みだ。

（危ない、危ない）

　青蓮は紐をまたいで、さらに階段を上る。

　十階の突き当たりは石を積み上げた壁だった。羅ら刹せつ天てん像ぞうが収められている石室だ。

　壁の下方に縦横とも三尺ぐらいの四角い穴があり、そこに岩がはめこまれている。岩の左右の壁には円えん環かん状の金具が打ち込まれ、金具には太い鎖が通されて錠前が下がっていた。

（なんで、羅刹天像だけ、こんな厳重に保管されているんだろう）

　三蔵から話だけは聞いていたが、あらためてそんな疑問がチラリと脳裏をよぎる。

　青蓮は手て燭しよくを茶々に渡し、錠前を開けて鎖を外すと、岩の左右のくぼみに指をかけた。

　通常は二人がかりの作業だが、左下に寄せるようにして引けば、一人でも何とか引き抜けると三蔵は言っていた。なぜ、百年前に造られた石室の開け方のコツを、玉ぎよく華か寺じに引きこもっている三蔵が知っているのか不思議だが、とにかく言われたように引いてみる。

「よい──しょっ」

　果たして三蔵の言う通り、三尺四方もの岩が、ごりごりと音を立ててずれた。青蓮は岩を引き抜くと、それを脇わきへ寄せる。

　湿しめった漆しつ喰くいの匂においや、抹まつ香こうの香かおりが漂ただよってきた。大おお晦日みそかの落らく雷らいで屋根が吹っ飛んだ時に、この石室も損傷を受け、修復して羅刹天像を祀まつり直したのだろうか。

　茶々が手燭を片手に石室に入った。青蓮も、背をかがめて彼女のあとに続く。

　中は、およそ一丈四方の四角い部屋だった。床ゆかも壁も天てん井じようも石で、隙間に漆喰が埋うめ込まれている。部屋の中央には、真新しい黒こく檀たんの厨子が据すえられていた。

　青蓮は厨子の前で合がつ掌しようして一礼し、扉を開いた。

　中にはおよそ一尺ほどの立像が安置されていた。甲かつ冑ちゆうを着け、右手に剣けんを掲げ、左手は剣印──人差し指と中指を立てる印いん契げい──を結んでいる。羅刹天像に間ま違ちがいない。

　像を取り出し、ろうそくの炎に照らされたその顔を見て、青蓮は目を瞠みはった。

（なんてきれいな……）

　通常、羅刹天は厳いかめしい男の姿で表されるが、この像の顔は、男にも女にも見える。

　頰ほおの線は柔やわらかく、鼻は高く通り、唇くちびるは微かすかな笑えみを浮かべている。切れ長の目は、軽く伏ふせられ、深い慈じ愛あいに満ちていた。しかも、黄金で鋳ちゆう造ぞうされている。

　大慈恩寺が厳重に保管するわけだ。三蔵が急に欲しがった理由はわからないが──。

　青蓮は、懐ふところから絹の白布を取り出し、羅刹天像の胴どうの部分をそっと包んで厨ず子しから出した。

　トプンと、中で液状の物が揺ゆれる感かん触しよくがした。

（変だな）

　中に水が入った仏像など、聞いたことがない。

「キキキッ」

　茶々が衣ころもの裾すそを引っ張り、ひどく焦あせった様子で階下を指さした。

「そうだね。急がなくちゃ──」

　青蓮は、羅刹天像を布で包み、袋に入れると、厨子の下段に置かれた古い巻物を手に取った。梵ぼん語ごで「羅刹天像縁えん起ぎ」と記されている。急いでその巻物も袋に入れたところで、突然、茶々が「ギーッ」と石室の入り口に向かって歯を剝むいた。燭しよく台だいを床に置いて戦せん闘とう態勢に移る。

「なな何かいるの……？」

　青蓮は、羅刹天像と巻物が入った袋を抱だきしめ、恐る恐る入り口を振り返った。今まで、足音も人の声もしなかったにもかかわらず、入り口に二人分の足の影かげが見える。

（まままさか、きょきょきょ殭キヨン屍シー？）

　青蓮は後ずさった。すぐに背中が、石の壁に突き当たる。入り口は一つだ。逃げ場はない。

　人ひと影かげの一つが、身をかがめて入り口をくぐった。ろうそくに照らされたその人影は、細身の黒くろ装しよう束ぞくをまとっていた。髪かみも鼻と口も黒い布で覆おおい、目だけを出している。続いて、燭台を手に入ってきた二人目も、同じ黒装束だった。

「その袋をこちらへ寄こせ」

　燭台を持っていない方の黒装束が、くぐもった声でそう言って近づいて来た。

　青蓮は声にならない悲鳴を上げながら、その黒装束を凝ぎよう視しし、「あれ？」と瞠どう目もくした。

　彫りの深い、やや下がり気味の緑の目は──。

「あなたは、小動物熱愛症の……」

「あらぁ、ばれた？」

　飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎この片割れ、朱しゆ虎こは「茶々姫ひめ、また会ったね」と、茶々に片手を挙げる。

　では、もう一人の黒装束はおみくじ愛好家の黄こう豹ひようだろうか。

「なぜ禁軍兵が、こんなことを……」

　呆ぼう然ぜんとして青蓮は尋たずねた。

「君だってお坊ぼうさんじゃない。ま、これだけの宝なら、有う徳とくの高こう僧そうでも欲しくなるの、無理ないよねー」

　有徳の高僧は、黄豹のおみくじによる青蓮の評価だ。朱虎の揶や揄ゆするような口調に、茶々が「キキキッ」と抗こう議ぎする。

「ごめんごめん、怒おこらないで。わかってるよ。有徳の高僧だからこそ、大慈恩寺が秘蔵しておくのはもったいない、世のため人のために使わなくちゃって考えたんだよね」

　朱虎は慌あわててとりなした。真しん剣けんに茶々の御ご機き嫌げんを取っている。

「おとなしくその袋を渡してほしい。有徳の高僧に手て荒あらな真ま似ねはしたくない」

　もう一人の黒装束──黄豹が一歩踏ふみ出した。厨ず子しを左に回り込んでくる。

　その時、茶々が「うふん」と朱虎に飛びつき、「わお」と彼は茶々を受け止めた。

「これには、僕の将来がかかってるんですっ！」

　その隙すきに青蓮はバッと駆かけ出し、厨子の右側──黄豹とは反対の方を回って、石室を飛び出した。

「茶々姫、色いろ仕じ掛かけなんてひど〜い」

　小こ柄がらな青蓮に比べて、だいぶ体格の立派な禁軍兵は、狭い出入り口をくぐるのに、やや手間取った。その間に、青蓮は袋を抱かかえて一気に螺旋階段を駆け下りる。

　朱虎が追って来た。足音はしないが、階上から照らされるろうそくの炎が、すさまじい速さで駆け下りてくる影を壁に映す。

「あ、そこ。気をつけて」

　背中で朱虎の声がした。彼の言葉の意味を知ったのは、その一いつ瞬しゆんあとだった。

「うわっ」

　階段に張られた紐に足を引っかけ、青蓮は派手に階段を転げ落ちた。同時に甲かん高だかい鐘の音が鳴り響く。

　青蓮は慌てて起き上がり、再び駆け出そうとしたが、その前に襟えり首くびをつかまれた。

「だから言ったのに──。鐘が鳴るのはオレたちとしてもまずいんだな」

　朱虎は軽い調子でそう言った。

「君が捕とらえられて、禁軍兵が羅刹天像を奪だつ取しゆしたことが大慈恩寺に知れると、大変な混乱を招く。ここは譲じよう歩ほして、私たちと一いつ緒しよに来てほしい」

　ろうそくを掲かかげ、黄豹が階段を下りてくる。

　その時、階下で「扉とびらが開いているぞ」という人の声がした。吹き抜けを伝って、大勢の足音が聞こえてくる。

「ほらー、面めん倒どうくさいことになっちゃったじゃない。螺旋階段をふさがれたら、逃にげるの大変なんだよ」

　朱虎はやれやれと肩かたをすくめた。

「不本意だが強きよう硬こう手段をとらせてもらおう」

　シュッと金属音が聞こえ、青蓮はギョッとして黄豹を振り仰あおいだ。彼の右手に、剣が握にぎられていた。左手に持ったろうそくの炎が、刃やいばにぎらぎらと照り返る。

　黄豹としては大慈恩寺の僧そうに備えての抜ばつ剣けんであり、朱虎もそれを承知していたのだが、青蓮も茶々も二人の真意を察することができなかった。

「キキッ！」

　茶々が黄豹に飛びかかり、その顔に貼はりついた。ほぼ同時に、青蓮は朱虎に体当たりして、彼の手から逃のがれる。通常ならば、体当たりぐらいではびくともしない朱虎だが、その時は、かわいい小こ猿ざるの暴挙に啞あ然ぜんとし、ぶつかってきた青蓮への対応が一いつ瞬しゆん遅おくれた。再び伸のばされた朱虎の手は、空をつかむ。

「あ、待って。今、そっちへ行ったら──」

　朱虎の制止は青蓮の耳に入らなかった。

　青蓮は転がるように螺ら旋せん階段を下り、茶々は手すりを蹴けって、青蓮の肩に乗る。

　一階では、十数名の僧が手て提さげ灯どう籠ろうを手に、螺旋階段の上り口に集まり始めていた。しかし、半ば恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた青蓮は、そんな状じよう況きようを予測できなかった。螺旋階段を下りきると、扉を蹴け倒たおすようにして一階へ飛び出す。

「誰だれか出てきたぞ！」

「捕つかまえろ！」

　飛び交かう僧たちの声が、青蓮の動どう揺ようをさらに煽あおった。

（わわわっ）

　青蓮は闇やみ雲くもに、手提げ灯籠の群れに突つっこむ。伸ばされる手をかいくぐり、何人かに体当たりして出口を目指したが、とうとうがっしりと腕うでをつかまれてしまった。もがくうちに、もう片方の腕もつかまれる。ポロリと、羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物の入った袋ふくろが落ちた。

　ボン！　と足元で何かが爆はぜる音がしたのはその時だった。シューッと白い煙けむりが噴ふん出しゆつする。

「な、何だ!?　何が起こった!?」

　僧たちは大混乱した。その間に煙は室内に広がり、視界をさえぎっていく。

　ひどく目と喉のどに染しみる煙だった。青蓮は涙なみだをこぼしながら咳せき込んだ。僧たちも同様だ。しかし、青蓮をつかんでいる手は離はなれない。

「私のおみくじは当たる。私たちは夕食に麵めんを食べた。君は麵を食べなかったな？」

　そう言う黄豹の声が、煙の奥へ遠ざかっていく。

（戒かい律りつで、午後は食事をしてはいけないことになっているんです……）

　青蓮はそう答えたかったが、涙は止めどなくこぼれ落ち、咳せきも止まらず、声が出せなかった。







「しばらくここで頭を冷やすがいい」

　乱暴に小こ突づかれ、青せい蓮れんは牢に放ほうり込まれた。入り口に大きな錠じよう前まえがかけられる。

　大だい理り寺じ獄ごくという、有罪判決がくだった官かん吏りや、金きん吾ご衛えいが逮たい捕ほした未決の犯罪者が入れられる拘こう置ち所しよである。青蓮が入れられたのは、およそ一丈じよう四方の小さな独どく房ぼうだった。

（やれやれ……）

　青蓮は床ゆかに座り直し、唇くちびるの端はしを指先で拭ぬぐった。役人に殴なぐられた時に切ったのである。すでに血は固まりかけていたが、脅おどされたり殴られたりしたのは初めてだったので、かなりこたえた。

　大慈恩寺で僧たちに捕まった後、青蓮は寺の上座やそれに準ずる役やく僧そうらしき老ろう僧そうたちの前に引き出された。僧たちは、煙の中で羅ら刹せつ天てん像ぞうを持ち去った人物を、共犯だと思ったらしく、羅刹天像のありかと、どこで羅刹天像の存在を知ったのかということを訊きかれた。

　青蓮は、一いつ切さい、何も答えなかった。自分の名前も名乗らなかったし、逃げた二人が飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こであることも言わなかった。

（あの様子じゃ、羅刹天像の存在を知っているのは、玄げん奘じよう三さん蔵ぞう法ほう師しゆかりの大だい慈じ恩おん寺じと玉ぎよく華か寺じだけなんだろうな）

　飛龍禁軍の豹虎がなぜ羅刹天像のことを知っていたのかわからないが、とにかく、あの二人の名を出せば、それが朝ちよう廷ていの命令であろうと、彼ら二人の私的な犯行であろうと大おお騒さわぎになる。大がかりな捜そう索さくが行われ、捜そう査さの手は玉華寺にも伸びるだろう。

　玉華寺に迷めい惑わくをかけることだけは避さけたかった。

　大慈恩寺には二日留め置かれた。寺内で何とか解決したかったらしい。しかし、青蓮が頑がんとして何も喋しやべらないので、大慈恩寺は青蓮を窃せつ盗とう犯として、長安の巡じゆん警けいを担当する金吾衛に引き渡わたした。

　金吾衛では、脅され、拷ごう問もんまがいのこともされたりした。

「何を盗ぬすんだのか、私だけに教えてくれ。そうしたら、減げん刑けいを取り計らってやる」

　とも言われた。大慈恩寺は、盗まれた物が、秘蔵の羅刹天像だということを金吾衛に打ち明けなかったようだ。

　もちろん、青蓮は何も喋らなかった。そして、この大理寺獄に移されたのである。

（これが牢ろう屋や……。一生の思い出になるかも。っていうか、ここで一生を終えるんだろうな）

　青蓮は、座ったまま首だけを動かして周囲を見回した。

　天てん井じようは板張りだが、床と三方の壁かべは突き固められた土で、廊ろう下かに面した方が太い木の格こう子しになっている。廊下と反対側の壁の天井近くに、明かり取りの窓が小さく切り取られているが、すでに外は夕ゆう闇やみが迫せまり、房ぼうの中は薄うす暗ぐらかった。

　ここへ入れられる時に、階段を下りたので、獄ごく舎しやは半地下に造られていると思われた。

　獄舎そのものは長方形で、中央に長い廊下があり、左右に房が並んでいる。それぞれの房の中にも人がいたようだが、よく見えなかった。みな、ひっそりと黙だまり込み、獄舎の中は鬱うつ々うつとした静けさが満ちていた。

（痛いな……）

　尋じん問もんから解放されたせいか、今ごろになってぶたれた場所が痛み始めた。

　袖そでをたくし上げると、腕や肩が紫むらさき色いろに腫はれ上がっている。この様子では、背中も似たようなものだろう。治ち癒ゆ力を高める修ず法ほうを使えば痛みを取ることはできるが、寺の者だということが他ほかの囚しゆう人じんたちに知れるのはまずい。

　右の前ぜん腕わんに巻いた布が緩ゆるんでいたので、縛しばり直していると、

「新入り。お前、名前は？」

　と、問う声が聞こえた。

　振ふり向くと、廊下を隔へだてた向かいの房に、大おお柄がらな男があぐらをかいてこちらを見ている。

　青蓮は格子に近づき、薄うす闇やみを透すかして彼の顔を見た。

　黒い単衣ひとえ、不ふ揃ぞろいな短たん髪ぱつ、まなじりの少し吊つり上がった鋭するどい目──。

　青蓮は、バッと後ずさり、反対側の壁に背を貼りつけた。

「く、黒くろ鉄がねの狼おおかみ……」

　四日前の昼、朱雀門街を護送されて行った若者だ。金吾衛の衛え士じでは敵かなわず、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こが出動したという凶暴凶悪な大罪人。

　青蓮自身も、あの二人のせいでこの大理寺獄へ放り込まれることになったのだ。

　真向かいの房とは、何かの縁えんなのか。全然嬉うれしくない。

「化け物を見るような面つらするんじゃねえ。安心しろ。いくら俺でもそっちへは行けねえよ」

　よく見れば、彼は後ろ手に縛られている。青蓮は独房に入れられる前に縄なわを解かれたが、彼が縛られたままなのは、それほど手に負えない乱暴者ということだ。

「俺は黒こく麒きだ。お前の名前は？」

　彼の周囲から、獰どう猛もうな気配が黒い陽炎かげろうのようにゆらゆらと立ち上って見えた。

「あ、あの……」

「名を言えと言ってるだろうが!!」

「せ、青蓮……」

　大慈恩寺でも金吾衛でも、黙もく秘ひで通してきたにもかかわらず、気け圧おされてうっかり答えてしまい、青蓮は（しまった）と口を押さえた。

「本名か？」

「……ええ……はい」
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　黄こう豹ひようがそうだったように、法名だと思う者は多いが、一応は本名だ。名づけたのは三蔵である。生まれた時につけられた名は知らない。

「歳としは？」

「十七……」

　本当はよくわからない。十六かもしれないし、十八かもしれない。十年前に三蔵に拾われた時に、前歯の乳歯が抜ぬけていたので、七歳ぐらいだろうと言われて、そういうことになった。

「そうか。俺も十七だ」

「同じ歳……」

　青蓮は絶句した。彼の方が、三つ四つは上だと思っていたのだ。体も大きいし雰ふん囲い気きも大人っぽい──というよりも、

（十七で、禁軍兵を出動させるかな、普ふ通つう……）

「俺は庭てい州しゆうの生まれだ。お前は？」

　黒麒は鋭い目で、まるで青蓮の表情を探さぐるように見つめた。根ね掘ほり葉は掘ほり何なんだと、だんだん腹が立ってきたが、逆らうのは怖こわい。

「僕は畿き内ないです……」

　玉華寺が畿内なのでそう答えた。生まれ育った里がどこなのか、青蓮は知らない。三蔵は知っているのだろうが、こちらから訊いたことはなく、三蔵も語ったことはない。

「その右みぎ腕うで、なぜ布を巻いている？」

　黒麒の問いに、青蓮はギョッとして右手を背に隠かくした。なんで彼はこんなことを訊くのか。

「ちょっと怪け我がをして……」

　不ふ妄もう語ご戒かい──噓うそをついてはいけないという戒いましめを破った。背中に冷たい汗あせが流れる。

「怪我か」

　黒麒はボソリとそう言って、ふっと短い吐と息いきをついた。獰猛そうな表情に、苦く渋じゆうの翳かげが微かすかによぎる。彼はそれきり沈ちん黙もくしたが、視線は青蓮から離れない。

（護送されていた時も、こっちを見ていたし、何なんだ。僕は君の餌えさじゃない）

　ずっと見られているのは、落ち着かない。まして彼は凶暴凶悪な狼だ。

（あの人と差し向かいで、ずっとここにいるのは嫌いやだな）

　青蓮は、房の隅すみに場所を移し、膝ひざを抱かかえて小さくなる。

（三蔵様も墨ぼく立りゆう様も、心配してるだろうな）

　思わず溜ため息が漏もれる。

　あの夜に羅ら刹せつ天てん像ぞうを手に入れていれば、とっくに玉華寺に帰り着いているはずだった。連れん絡らくを取りたいが、この牢からでは〈識しき〉を飛ばせない。

　おそらく、玉華寺には戻もどれないだろう。

　金吾衛の役人には、このまま青蓮が何も喋らなければ、死し刑けいになると脅された。喋っても死刑だろう。大慈恩寺は、皇こう帝ていの勅ちよく願がんによって造られた寺だ。そこで窃盗を働いたのだから。

（死罪……。これで楽になれるかな……なんてね）

　青蓮は、布が巻かれた右の前腕に目を落とした。

　脳のう裏りに、青白い鬼おに火びが映る。その業ごう火かの中で、のたうち回る大勢の人々──。

　それ以前の記き憶おくがないだけに、その青白い鬼火の光景は、今も鮮せん烈れつに青蓮の脳裏に焼きついている。

（僕には生きる資格がないのだもの。でも……）

　死ぬことは怖くなかった。死とは何か、十分に学んできた。いや、学ばされた。これまでに、何度も死のうとしたせいか、人はどう生きるべきか、またどう死ぬべきかなどを、三蔵や墨立に丁てい寧ねいに説かれたのだ。

　安易に死を選ぶのは、逃にげているだけだ。それでは犯おかした罪を償つぐなえない。僧そうになって、生きて償おうと思うようになった。

　死ななければならないとしたら、意味のある死に方をしたい。

（僕はまだ……何も償っていない）

　獄舎の入り口の方で「飯だ」という声がした。にわかに囚人たちの動く気配がし始める。

　顔を上げると、いつの間にか、房の中が暗くなっていた。明かり取りの窓の外には、蒼あおい闇やみが満ちている。

　やがて、大きな盆ぼんに燭しよく台だいといくつかの椀わんを載のせた老ろう獄ごく吏りが、青蓮の房の前にもやって来た。

　格子の隙すき間まから、椀が差し入れられる。

　青蓮が、房の隅で膝を抱えたまま動かずにいると、

「新入り。食しよく欲よくがないのはわかるが、ちゃんと食え。それが作ってくれた者への礼れい儀ぎだ」

　老獄吏は、きわめて正しいことを言った。

「……はい。いただきます」

　青蓮は立ち上がり、格こう子しの前に座り直した。椀には野菜入りの薄うす粥がゆが入っている。

　僧には、午後は食事をしてはならないという決まりがあるのだが、寺の者だと思われるのはまずい。青蓮は椀を手に取ってすすった。幸い、生なま臭ぐさ物ものは入っていないようだ。

　視線を感じて顔を上げると、後ろ手に縛られたまま、黒麒がまたこちらを見ていた。

（やだなあ）

　青蓮は、椀を持ったまま、壁かべに向かって座り直した。

　老獄吏は、他の房に食事を配り終えると、黒麒の房ぼうの前に戻ってきた。横目で様子をうかがっていると、老獄吏は盆を足元に置き、椀を持って格子の中なか程ほどから手を差し入れた。

　ジャラと音を立てて黒麒が立ち上がった。彼の両足にはそれぞれ金属の輪がはめられ、短い鎖でつながれている。猛もう獣じゆう並みの扱あつかいだ。

「ここにいるのも飽あきたぜ。死罪でも何でも、さっさとやってくれねえかな」

　黒麒は格子の前に座り直し、老獄吏が持っている椀に口をつける。

　嚙かみつくのではないかと、青蓮ははらはらした。

「まあ待て。お前が殭キヨン屍シーになったら、誰だれの手にも負えん。飛龍禁軍の豹虎にもな。そうなったら長安が壊かい滅めつする」

　椀を傾かたむけながら、老獄吏は可笑おかしそうに言った。

（殭キヨン屍シー……？）

　青蓮は、大雁塔に忍しのび込む前にも殭キヨン屍シーの噂うわさを聞いたことを思い出す。

　黒麒が粥かゆを嚥えん下かし、唇くちびるについた汁しるを舌先で舐なめ取る。

「斬ざん首しゆなら、生き返りはしねえだろうが」

「言い伝えならそうだがな。お前なら首がなくても生き返りそうだ」

「マジで訊きいてんだぜ。俺の処しよ刑けいはいつだ？」

　黒麒は忌いま々いましそうに眉み間けんに皺しわを寄せ、再び粥をすする。

「殭キヨン屍シー騒そう動どうが収まるまでは無理だろう。こないだ獄ごく死しした政治犯が生き返ってな。以来、刑けい部ぶや大だい理り寺じのお偉えらいさんは、殭キヨン屍シー対策で手て一いつ杯ぱいで、判決の審しん査さが滞とどこおってるって話だ」

「刑部や大理寺が、殭キヨン屍シー対策をしてんのか？」

「兵へい部ぶも戸こ部ぶも総動員。まずは実態調査ってところだろう。お役所仕事だから、手間のかかることかかること」

　老獄吏は、黒麒に粥をすすらせながら苦く笑しようした。

（殭キヨン屍シーが本当にいて、それを官かん吏りが調べてるなんて……）

　今まではただの噂だと思っていたが、今の話を聞いて、にわかに現実味が増してきた。啞あ然ぜんとして獄吏を見ていると、彼は視線に気づいて振ふり返った。

「そういうわけで、新入り、お前もいつ刑けいが執しつ行こうされるかわからん。減げん刑けいを図はかるとか冤えん罪ざいを証明したいなら今のうちに手を打っておけ。外と連絡を取りたいなら、手を貸してやるぞ」

　そう言って、老獄吏は空いている方の手の親指と人差し指で円を作った。便べん宜ぎを図ってほしかったら賄わい賂ろを寄こせの意だ。根はいい人なのだろうが、したたかさも備えている。

（世の中にはいろんな人がいるんだな）

　青蓮は、老獄吏に曖あい昧まいな笑えみを返した。

「おおっと、すっかり暗くなっちまった。黒麒、早く食っちまってくれ。最近じゃ、この辺りにも殭キヨン屍シーがうろつくって話なんだ」

　老獄吏は黒麒を急せかして、彼の口に粥を流し込むと、各房の椀を回収し、そそくさと獄ごく舎しやを出て行った。

　老獄吏は燭台を持って行ってしまったのだが、青蓮のいる房は東に面しているのか、明かり取りの窓から月の光が差していた。それがふっと翳かげる。

　窓を見上げて、青蓮は声を上げそうになり、慌あわてて口を押さえた。

　窓まど枠わくに手をかけて、茶ちや々ちやが顔をのぞかせていた。獄吏が去るのを待っていたのだろう。彼女は、小さな窓をくぐり抜ぬけて、房の床ゆかに飛び下りると、青蓮の首に飛びついた。

「無事だったんだね。心配していたんだ」

　青蓮は茶々を抱だきしめて、耳元で囁ささやく。茶々とは、大雁塔の煙けむりの中ではぐれて以来だった。

　茶々は、生きる力に関しては、青蓮の何倍もたくましいが、真っ白くてかわいいので、街中をうろうろしていれば、朱虎のような小動物熱愛症に捕とらえられるのではないかと、案じていたのである。

　茶々は、青蓮の膝の上に立ち、胸の前で右手を握にぎり、左手で剣けん印いんを結んだ。羅刹天像の姿勢だ。そして窓の方を指さす。『羅刹天像の行方ゆくえを突つき止めたわよ』と言っているのだろう。

「どこ？　皇こう宮ぐう？」

　青蓮はいっそう声を低くして尋たずねた。茶々は首を振り、ピッと姿勢を正した。大おお真ま面じ目めな顔で、片手をシャカシャカと上下に振る。

「おみくじ……。まだ、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こが持ってるの？」

　茶々はうんうんとうなずいた。

「お手て柄がら。でも……」

　脱だつ獄ごくは不可能だし、たとえ牢を出られたとしても、飛龍禁軍の豹虎から取り戻すのは無理だ。

　その時、「おい」と黒麒が声をかけてきた。

「な、何ですか？」

　青蓮は慌てて茶々を抱いて背を向ける。相手は獰どう猛もうな狼おおかみだ。茶々を喰くうかもしれない。

「その小こ猿ざるに、牢の鍵かぎを取りに行かせられねえか？」

　黒麒は声を潜ひそめてそう言った。他ほかの房の囚しゆう人じんがどよめき、彼は「うるせえ！」と一いつ喝かつする。

「静かにしてろ。見張りに気づかれるだろうが」

　黒麒は、囚人たちにそう前置いて、「できるか？」と青蓮に問い直す。

「えーと……でも……」

　茶々なら、指定された物を取りに行くぐらい朝飯前だが、脱獄は悪いことなのではないのか。

「牢の鍵は、この獄舎の隣となり、獄吏の当直室にあるはずだ」

　青蓮が返答に躊ちゆう躇ちよしていると、

「だめもとで試ためさせろ。お前だって、いつまでもこんな所で生殺しになっていたかねえだろ。失敗したってどうせ死罪だ。今と変わらねえ」

　黒麒は言い募つのる。

「そうだよ」

　と、口を挟はさんできたのは隣の房の囚人だった。

「あんた、脱獄に失敗して仕置きされるのが怖こわいなら、残ってりゃいい。俺も残るつもりだ。脱獄の機会があったのに、殊しゆ勝しようにも居残ったとなれば、減刑されるかもしれねえだろ。そのうち大たい赦しやがあるかもしれねえし」

「な、頼たのむよ。やるだけやってみてくれよ」

　他の房の囚人たちも、口々に言い出した。

（死罪になるはずの人たちが、生きて罪を償う機会が与あたえられるなら、もちろんその方がいいに決まってる。けど……）

　青蓮も牢を出て、羅ら刹せつ天てん像ぞうを取り戻もどし、玉華寺に帰って出家したい。けれど、黒麒のような凶暴凶悪な犯罪者を娑しや婆ばに出したら、殭キヨン屍シー以上の脅きよう威いだ。

「はっきりしねえやつだな。その猿さるにそんな芸当ができねえなら、できねえと言え」

　黒麒が苛いら立だたしげに言った。茶々が「ムッキー！」と手を振り上げて黒麒を威い嚇かくする。

「わかりました」

　青蓮は腹を決め、黒麒に向き直った。他の囚人の命を助け、青蓮の望みを叶かなえ、かつ黒くろ鉄がねの狼を野放しにしない方法が一つだけある。ものすごく嫌いやだが。

「その代わり、黒麒さんにお願いがあります」

「呼び捨てていいぜ。何だ？」

「僕に手を貸してください。ここを出たら、取り戻したい物があるのです」

「いくら出す？」

　彼は内容を知る前に、報ほう酬しゆうを訊いてきた。金でどんな仕事でも請うけ負う無ぶ頼らい者なのだろう。

「……今は持ち合わせがありませんが、家に戻れば少しなら……」

　青蓮は無一文だが、三蔵の蔵書をいくつか売れば、多少の金にはなるかもしれない。心は痛むが、背に腹は代えられない。

「少し、じゃ契けい約やくはできねえ。猿の手を借りる以上、ここを出るまではつき合ってやるが」

「最後までつき合ってください。僕だけでは絶対無理なんです。彼らに対たい抗こうできるのは、あなたしかいないんです」

「彼ら？」

「飛龍禁軍の豹虎」

　黒麒は一いつ瞬しゆん目を瞠みはり、続いて唇の端はしを吊つり上げて不敵な笑みを浮うかべた。

「その話、乗ってやる」

（やった）

　青蓮は拳こぶしを握った。

　脱獄は、それから二日後、あの老ろう獄ごく吏りが当直の日に行われることになった。







「茶ちや々ちや、よくやったね」

　彼女が大きな鍵束を手にして青せい蓮れんの所へ戻ってきたのは、決行当日の深夜だった。他の房ぼうから、小さな歓かん声せいが沸わく。獄吏が騒さわぐ声もしない。居い眠ねむりでもしているのだろう。

　月が中天にかかっているらしく、獄舎の中はひどく暗かった。青蓮は格こう子しの間から手を伸ばして、手て探さぐりで錠じよう前まえの鍵かぎ穴あなに鍵を差し込んだ。何本か試すうちに、カチリと音がして錠前が外れる。扉とびらを開けて房から出ると、青蓮は黒こく麒きの房の鍵を開けた。

　濃こい闇やみの中、黒麒の影かげは、まさにうずくまる狼のように見えた。

（本当に大だい丈じよう夫ぶかな……）

　縄なわを解いた途と端たんに、青蓮を殴なぐり倒たおして逃にげるのではないか、そんな恐きよう怖ふがあった。

　この二日、黒麒と他の囚人との会話を聞いていると、黒麒はその筋の者たちに一目も二目も置かれ、黒鉄の狼の名は、近きん隣りんの里ばかりか東都洛らく陽ようにまで響ひびき渡わたっているようだった。

「僕は、目的の物を取り戻すまで、家には帰れないんです。帰れなければ報酬が渡せません」

　青蓮は念を押しながら、黒麒の縄を解いた。

「心配するな。契約した以上、雇やとい主の指示には従う。それに、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎ことはもう一度やりたいと思っていたんだ」

　低い声だが、何だか嬉き々きとしていた。暴力で人をねじ伏ふせることに喜びを感じる、青蓮の最も苦手な種類の人間だ。しかし、彼がこういう性格だからこそ、青蓮の作戦が成り立つ。

　羅ら刹せつ天てん像ぞうを取り戻した後、黒麒と飛龍禁軍の豹虎を戦わせて、その隙すきに青蓮は逃げる。黒麒が負けてくれれば上々だ。もしも勝ってしまったら、報酬で釣つって玉ぎよく華か寺じまでおとなしく同行させ、三蔵の修ず法ほうで黒麒を捕つかまえてもらう。それが青蓮の立てた作戦である。

　卑ひ怯きようだとは思うが、狼を野に放つことはできない。

　上半身の縄が解かれると、黒麒は自分で足あし枷かせの鍵を開けた。

「生き返ったぜ」

　彼は立ち上がると大きく伸びをした。近くで見ると本当に大きい。青蓮よりは頭一つ背が高い。瘦やせているのに、まとっている気配が彼を大きく見せているのだろう。背をかがめて房の戸をくぐり、彼は音もなく歩き出した。その影は、しなやかで獰猛な狼を容易に連想させた。

　黒麒は囚人たちの房を次々に開けていく。

　脱獄する顔ぶれと方法は、この二日で打ち合わせてあった。ほとんどの者は獄舎に残るとのことで、脱獄するのは青蓮と黒麒の他は三人のみだった。その三人を解き放っていいものか、青蓮には測りかねるが、仏のお導きがあることを祈いのるしかない。

　黒麒は獄舎の出入り口で左右をうかがい、見張りがいないことを確かめると、隣りん接せつする建物へ向かった。青蓮と茶々も彼のあとに続く。

　当直室にはろうそくが点ともっていた。老獄吏は椅い子すに腰こしかけて居眠りをしている。

　黒麒は老獄吏の後ろに回り、片かた腕うでを彼の首に回した。

「起きろ」

　低く恫どう喝かつするような声に、老獄吏はハッと目を覚ました。彼が叫さけぶ前に、黒麒はすかさずその鼻と口を大きな手でふさぐ。

（慣れてる……）

　青蓮はぞっとした。こういう動作一つとっても、黒麒がどういう仕事をしているのかわかるというものだ。

「俺の持ち物はどこだ？」

　黒麒は老獄吏の耳元で尋たずねた。目を白黒させて、老獄吏は奥の木箱を指さす。青蓮は、彼が指さした木箱に走り寄り、蓋ふたを開けた。そこには、黒い沓くつと籠こ手て、脛すね当あてが一いつ対ついずつ入っていた。すべて、すごく大きい。

　籠手は手の甲こうと前ぜん腕わん、上じよう腕わんを覆おおう部分が黒鉄でできていて、手首や肘ひじが動くように革かわでつながれていた。脛当てはくるぶしから膝しつ下かまでを覆い、前面はやはり黒鉄だ。沓にも黒鉄が仕込まれているらしい。取りあえず脛当てを持とうとして、青蓮は顔をしかめた。

（重い──）

　こんな物を手足につけて、どうやって動くのだろうか。何とかひとまとめにして抱かかえたが、腰が痛い。

　黒麒は老獄吏の口をふさいだまま、獄ごく舎しやに戻った。青蓮はよろよろとその後をついていく。

「いいか。騒ぐのは、俺と新入りが出て行ってからだ」

　黒麒は、自分がいた独どく房ぼうに入ると、老獄吏の口をふさいだまま彼に言い聞かせる。

「牢の鍵かぎを盗ぬすんだのは新入りの飼い猿だ。お前は猿を追いかけ、果か敢かんに黒鉄の狼おおかみとも戦ったが、敵かなわず牢に閉じこめられた。だが、お前は他ほかの囚しゆう人じんを必死で説き伏せ、ほとんどの者はここに残った。残ったやつは、まともに生きたいと願っている善人だ。衛え士じが駆かけつけてきたらそう言え」

　老獄吏はコクコクと首を縦に振ふった。

　黒麒は、手を放すとボカッと彼の頰ほおを拳で殴った。大して力を入れた様子でもなかったが、老獄吏は吹ふっ飛んで床ゆかに突つっ伏ぷした。

「何をするんです！」

　青蓮は、抱えていた物を放ほうり出して老獄吏に駆け寄り、抱だき起こした。

「新入り、いいんだ」

　彼はニッと笑って、

「一発でのされたなんて思われたくないんだがな。せめて、三つ四つは痣あざがないと」

　頰をさすりながら黒麒に文句を垂れた。

「爺じいさんを一発でのせなかったと、俺が思われたくねえんだ。我が慢まんしろ」

　黒麒は脛当てを着けながら答える。

（なんて人……）

　青蓮は啞あ然ぜんとした。黒麒は芝しば居いをもっともらしく見せるために、あえて老いた獄吏を殴ったのだ。囚人が減げん刑けいされるように、また、脱だつ獄ごく者を出した獄吏が責任を問われないようにという、彼の計らいには賛同できる。しかし、年寄りをいきなり殴るとは、いったいどういう神経をしているのか。

「お前たちもだ。打ち合わせ通り、自分たちは黒麒に脱獄を勧すすめられたが断ったと言うんだ。うまくやれよ」

　籠手をはめると、黒麒は他の囚人たちにも声をかけた。房の中から「おう」とそれぞれ返事があった。

「世話になったな、爺さん。永えい陽よう房ぼうの俺の長屋の床ゆか下したに、少しだが蓄たくわえがある。すぐに金きん吾ご衛えいの手が回るだろうが、あんたなら近づけるだろう。今日の礼だ」

　黒くろ鉄がね入りの沓をはくと、黒麒は老獄吏に視線を戻もどした。

「…………すまない、恩に着るよ」

　彼は震ふるえる声でそう答え、はなをすすった。

（賄わい賂ろの後あと払ばらい？）

　それにしては、老獄吏の反応が大げさだと、青蓮は少し不思議に思った。




　獄舎を出ると、黒こく麒きは青せい蓮れんと三人の脱だつ獄ごく囚しゆうを連れて建物の裏を回り、月明かりの届かない軒のき下したに身を潜ひそめた。

　前方には、月を背に、物見のための高こう楼ろうがそびえている。それを囲むように数すう棟むねの半地下の獄舎が並び、右手には官かん衙がらしき大きな建物があった。それらを高い土ど塀べいが囲んでいる。

　高楼の物見台には二名の甲かつ冑ちゆうを着けた見張りが立っていた。獄舎の間を何名かの衛士が巡じゆん回かいしている。

「お前たちはここに隠かくれていろ。俺が合図するまで出てくるんじゃねえぞ」

　黒麒は一人、青蓮たちから離はなれ、獄舎の影に沿って高楼へ近づいて行った。

　飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こもそうだったが、彼もまったく足音を立てなかった。着ている単衣ひとえも、沓も籠手も脛当ても黒なので、影の中にいる分にはまったく目立たない。

　やがて黒麒は高楼の陰に消えた。中の構造がどうなっているのか、青蓮にはわからないが、間もなく彼は物見台の上に姿を現した。と思ったら、二名の見張りが声も立てずに倒れた。

　物見台には屋根がかぶっていて、暗かったせいもあるが、黒麒の動きは速すぎて、彼が何をしたのか青蓮にはまったく見えなかった。

　黒麒が物見台の上で軽く手を振った。

　巡回の衛士が獄舎の間に消えたところを見計らい、青蓮と茶々および三人の脱獄囚は、軒下から出て背をかがめ、塀へいに沿って右手の官衙へ走る。官衙の裏側へ回ったころに黒麒が追いついてきた。

　壁かべに背をつけて、青蓮たちは官衙の表口をうかがう。表口の真向かいに木製の堅けん牢ろうな門があった。大だい理り寺じ獄ごくを囲む土塀の門だ。門は閉じられ、門前には矛ほこを持った衛士が立っていた。

　黒麒は、官衙の陰かげからすっと飛び出した。音もなく門へ駆けて行く。月明かりの中に黒麒の姿が浮うかび上がると、衛士がハッと振り向いた。

「黒麒──」

　二人の衛士は瞠どう目もくして一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、すぐに矛を構え直した。その時にはすでに黒麒は衛士の目の前まで迫せまり、突き出された矛を左の籠手で弾はじき返すと、その腹に右の拳こぶしをめり込ませた。もう一人の衛士が矛を突いてきたが、頭を沈しずめてそれをかわし、起き上がりざまに右みぎ脚あしをはね上げて、黒鉄が仕込まれた沓で衛士のこめかみを打つ。

　ほんの瞬またたき二つ分ぐらいの間のできごとだった。二人の衛士が、どっとその場に倒たおれ伏す。

　青蓮は啞然として、しばらく声も出なかった。

　黒麒が手招き、脱獄囚の一人に、「行こうぜ、新入り」と背中を押される。

　青蓮は二人の衛士に駆け寄った。腹を殴なぐられた衛士は口から泡あわを吐はき、こめかみを打たれた衛士は鼻血を出していた。二人とも白目を剝むいている。

「……なんてひどい」

　青蓮は急いで二人の喉のどに手を当てた。息をしているように思えなかったからだ。

「殺しちゃいねえよ」

　黒麒はしれっとそう言って、門の閂かんぬきを外す。

「急げ。見回りの連中に気づかれる前に、できるだけここから離れろ」

　彼は扉とびらを開けて、三人の脱獄囚とともに、門の外へ飛び出して行った。青蓮も倒れた衛士を振り返りながら、彼らのあとを追う。

　門を出ると、東西に伸のびる広い通りに出た。左右には諸官庁らしき豪ごう壮そうな建物が並んでいる。

　三人の脱獄囚のうち、二人とそこで別れた。残る一人は、皇城──官庁街を出るまで行動をともにすることになっていた。張ちようという瘦やせた壮そう年ねんの男だ。もとは官かん吏りだという。

　黒麒を先頭に、三人と一いつ匹ぴきは通りを東へ向かう。

　張は、肩かたで息をし、ひどく苦しそうだった。やがて彼は咳せき込み始め、とうとう膝ひざをついた。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

　青蓮が助け起こそうとすると、彼は激しい咳せきとともに、どっと血を吐いた。胸を病やんでいたのだ。

　その時、背後で喚かん声せいが上がり、青蓮はギョッとして振り向いた。大理寺獄の方角だ。脱獄がばれたらしい。

「私のことはいい。逃にげてくれ」

　張は言ったのだが、黒麒は無言で彼を抱き上げた。男一人を抱いても、黒麒の走る速度は変わらなかった。しかも重い黒鉄の籠こ手てや脛すね当あてを着けているのだ。驚きよう嘆たんに値あたいする膂りよ力りよくである。

　いくつかの角を曲がり、黒麒は板いた塀べいに囲まれた材木置き場の前で足を止めた。将しよう作さく監かんという建設を担当する部署の資材置き場らしい。

　板塀は黒麒の頭ぐらいの高さがあったが、彼は軽々と張を持ち上げて板塀の内側へ下ろすと、片手を板塀の頂にかけて、ひらりと乗り越こえる。

　青蓮は、両手を板塀の頂にかけて跳ちよう躍やくしたが、どうしても足が届かない。

「世話の焼ける……」

　黒麒が眉み間けんに皺しわを寄せて、こちら側へ戻ってきた。ひょいっと青蓮を担かつぎ上げて、内側へ放り込む。

「わわっ」

　頭から落ちそうになり、慌あわてて手をついたが支えきれず、ゴンと地面に額をぶつける。

「痛たたた……」

　起き上がって痛む額を押さえる。塀の頂にいた茶々が、慌てて青蓮の肩に飛び移り、腫はれ上がってきた額を小さな手でさすった。

　再び、黒麒が塀を跳とび越えてきた。青蓮の顔を見て、「どんくせえ──」と言いかけた彼に、茶々が飛びかかる。青蓮は「茶々、だめっ」と叫さけんだが、遅おそかった。

　バリバリッ。

　茶々は「フン」と鼻息も荒あらく、青蓮の肩の上に戻った。

　黒麒の額から頰ほおにかけて、見事に赤い縦じまができていた。青蓮の脳のう裏りに明みよう王おう像の憤ふん怒ぬの形相が思い浮かぶ。

「このクソ猿ざる！」

　黒麒はバッと茶々に手を伸ばしたが、その前に茶々はパッと飛び退のいた。黒麒の身体能力がどれほど優すぐれていようと、野生の反射神経には敵かなわない。

　彼方かなたで「いたか？」「そっちを捜さがせ」と呼び交う声が聞こえた。黒麒は非常に不ふ愉ゆ快かいそうだったが、茶々を諦あきらめて張を抱き上げ、積み上げられた材木の間に移動する。

　黒麒は張を地面に寝ねかせると、手早く材木を積み直して、周囲からは見えないようにした。

　その間に、青蓮は張の頭を膝に乗せ、呼吸が楽になるように衣類の紐ひもを解く。

「……ありがとう。足手まといになってしまって……申し訳ない」

　荒い息をつきながら張が言った。材木の間からこぼれる月の光はわずかだったが、彼の目の周りや唇くちびるは青あお紫むらさき色いろで、熱があるのか目が潤うるんでいることがわかった。病は重じゆう篤とくだ。

（平へい癒ゆの修ず法ほうを行えば、少しは楽にしてあげられるんだけど……）

　修法の道具もないし、たとえ修法を行っても快かい癒ゆは無理だ。多少延命できる程度だろう。

「あんた、どこまで行くつもりだ？」

　張の傍かたわらに膝をつき、黒麒が尋たずねた。

「家へ……。科か挙きよの不正の証しよう拠こがある……。御ぎよ史し台だいへ届けるつもりだ……」

　御史台とは官吏の監かん察さつを行う役所である。科挙は官吏登用試験だ。張はそこで起きた不正を暴あばきたいようだが──。

「え？　じゃ、何であなたが牢に入れられて……。悪いのは不正をした方では？」

「不正を行った者に……無実の罪を着せられた……このままでは、死にきれない……」

　張は口くち惜おしそうに顔を歪ゆがめ、またひどく咳き込み始めた。

「しっ。しばらく我が慢まんしろ」

　黒麒は張の口を手の平で覆おおったが、「こっちだ」と、衛え士じらしき声が近づいてくる。

「まずいな……」

　黒麒が呟つぶやいた。

　茶々が青蓮の衣ころもをつかみ、自分を指さした。彼女の言わんとするところを察し、青蓮は上衣を脱ぬいだ。彼女はそれをつかむと、声とは反対の方角から材木の間を縫ぬって外へ出る。

「いたぞ！　あそこだ」

　バタバタといくつもの足音が、脇わきを通り過ぎて行く。茶々が青蓮の上うわ衣ぎの端はしをチラチラと見せながら、材木の山の間を走っているのだろう。呼び交かう声や足音は次し第だいに遠ざかり、やがて聞こえなくなった。

「行ったか」

　黒麒が張の口から手を離はなした。張は目を閉じていた。頰までが青紫になり、胸は激しく上下している。

「こいつも長くねえな」

　冷れい淡たんなその口調に、青蓮のこめかみがカッと熱くなった。

「そんな言い方はないでしょう。苦しんでいる方を思いやる気持ちはないのですか？」

　これまでは、凶悪凶暴な黒くろ鉄がねの狼おおかみに喧けん嘩かを売る勇気などなかったし、暴言は戒いましめられている。しかし、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの朱しゆ虎こに羅ら刹せつ天てん像ぞうを奪うばわれたことや、金きん吾ご衛えいで拷ごう問もんされたことなどを含ふくめ、今まで鬱うつ積せきしていたあれこれが、ここで一気に溢あふれ出してしまったのだ。

「さっきだってそうです。獄ごく吏りのお爺じいさんをいきなり殴るし、門番の衛士にも、まったく容よう赦しやしなかったし」

「爺さんは、もう三、四発殴れって言ってただろうが。門衛は、声を立てられたらまずいと思ったからだ」

　黒麒は不快そうに答えた。

「他ほかにやりようはなかったのですか？　もしも骨が折れたり腑ふに傷がついたりしていて、後こう遺い症しようが残のこってしまったら、彼らのこれからの人生は台無しです。彼らにも養わなければならない家族がいるとか、果たしたい望みがあるとか、そういうことをあなたは考えないのですか？」

「うるせえな。人生とか、なに大げさなことぬかしてんだ。大だい理り寺じ獄ごくから出たいんじゃなかったのか？」

「少しは相手の立場を思いやるべきだと言っているのです。自己中心的な考えで、言いたい放題、殴なぐりたい放題はよくありません」

　八つ当たりをしているという自覚はあった。もともと荒あら事ごとが嫌きらいで、暴力を振ふるう者に対して嫌けん悪お感かんや差別意識を持っていることも自覚していた。そんなやましさを責任感にすり替かえて、

（黒麒を脱だつ獄ごくさせてしまったのは僕だもの。僕が彼の暴走を止めなくちゃ）

　と、青蓮は自分に弁解する。

「僕はあなたの雇やとい主です。今後は、誰だれかを蔑さげすんだり、暴力を振るったりすることはやめてもらいます」

　黒鉄の狼が怒おこり出すのではないかと少し怯おびえながら、青蓮は勇気を振り絞しぼって宣言した。

「わかった」

　意外にも黒麒はうなずいた。ものすごく冷たく恐おそろしげな声ではあったが。

「悪かったな。俺は相手を思いやれるほど余よ裕ゆうのある暮らしをしてこなくてね。ガキのころに、火事でふた親を亡なくして、よい子になるための躾しつけをされてねえんだ」

　鋭するどい目が、青蓮を射い貫ぬくように見つめる。

「火事……？」

　青蓮はドキリとした。

「放火だ。火を放ったやつに、人生とやらを台無しにされたわけだ」

　その声こわ音ねには、皮肉どころか、憎にくしみさえ滲にじませていた。

「……そうだったのですか。すみません……偉えらそうなことを……」

　胸が痛んだ。

　青白い鬼おに火びの中で、のたうっていた人々──。

（彼らの人生を、愛する家族を、果たしたい望みを……僕は……）

　その思いは、常に青蓮を責め苛さいなんでいた。だからこそ、黒麒の乱暴な言動が許せず、あんな大おお仰ぎような説教をしてしまったのかもしれない。

（それも言い訳だ）

　自分の罪を棚に上げて、黒麒を責める資格はない。

　そんな青蓮の表情に、黒麒はしばらくの間、鋭い眼まな差ざしを注いでいた。

　張がまた咳せき込み始めた。いくら呼吸しても足りない様子で、激しく胸を上下させている。

「証拠だ……御史台へ……不正を暴かなければ……」

　呼気に交じって、うわごとのような声が漏もれる。

　黒麒が立ち上がり、周囲を囲っている材木をどけ始めた。

「ここで待っていろ。夜明け前には戻って来る」

　彼はそう言って張を抱き上げた。

「え？　ちょ、ちょっと待ってください。そんな病人を連れてどこへ行くんです？」

「こいつの家だ」

「何を言ってるんです。大理寺か金吾衛が張り込んでいるでしょうに。それよりは、どこかで薬を手に入れて──」

「張が脱獄したことを知れば、こいつに無実の罪を着せたやつが、慌あわてて不正の証拠を消しにかかる。その前に証拠を持ち出さなけりゃならねえ」

「証拠の隠かくし場所を聞いて、代わりに僕たちが御史台に送りつければすむじゃないですか。何も、無理に張さんを連れて行かなくても──」

「それは、雇い主としての命令か？」

　黒麒は、鋭く冷たい目で青蓮を見下ろした。気け圧おされて青蓮はたじろぐ。

「……いいえ」

「助かる命ならそれでもいいさ。だが、こいつはもうすぐ死ぬ。だったら、こいつ自身の手でやらなきゃ脱獄した意味がねえだろ」

　黒麒はそう言うと、張を抱だいて材木置き場を出て行った。

「意味のある死に方をさせてやりたいと……？」

　一人取り残された青蓮は、半ば愕がく然ぜんとして、彼が出て行った方角をしばらく眺ながめていた。







　材木置き場に茶々が戻って来たのは、月が沈しずんで間もないころだった。

「黒こく麒きは戻って来ないかもね」

　青せい蓮れんは、材木に寄りかかり、茶ちや々ちやの背を撫なでながら、ぼんやりと呟いた。

　意味のある死に方をしたい。

　それは、青蓮自身も願っていることだ。病身の張が、無理を押して脱獄を試みたのは、おのれの死期を悟さとり、どうしても命があるうちに科挙の不正を暴きたかったからだ。

　黒麒は、そういう張の心をちゃんとくみ取っていた。

（何もわかっていないのは僕の方だ）

　そのことに気づいて、青蓮はうちひしがれていた。きれい事ばかり言って、自分の価値観だけで黒麒を責めた。彼は内心、ものすごく腹を立てているに違ちがいない。

　張の家へ行ったのなら、黒麒は皇城の外へ出たはずだ。脱だつ獄ごく囚しゆうを捜さがして金きん吾ご衛えいが見回る中、わざわざ危険を冒おかして、また皇城まで戻ってくるわけがない。黒麒は青蓮が思っていたほど凶暴凶悪ではなかったが、こんな自分に力を貸してくれるほどお人ひと好よしでもないだろう。

『羅ら刹せつ天てん像ぞうを取りに行かないの？』と問うように、茶々は外を指さして首を傾かしげた。

「行きたいけど、僕一人じゃ無理だもの」

　情けないことに、乱暴者は嫌いだと思っていながら、その戦せん闘とう力をあてにしていたのだ。

「命拾いしただけでもありがたいと思って、玉ぎよく華か寺じへ帰ろうか」

　青蓮はゆるゆると身を起こした。明るくなる前に、皇城を出なければならない。

　得とく度ど剃てい髪はつの夢は散った。脱獄してきたと知ったら、三さん蔵ぞうは何と言うだろう。

（破門されるかな）

　材木の山から抜ぬけ出すと、青蓮は茶々を抱いてとぼとぼと歩き出した。一人では塀へいを乗り越こえられないので、塀に沿って出入り口を探す。

　しばらく歩くと、資材の搬はん入にゆう口なのか、幅はば広びろの門が見えてきた。月が沈んでしまったので、よく見えないが、門の前で何かが動いている。

（見張りがいるのかな）

　青蓮は、塀に背をつけて様子をうかがう。

「キィ」

　茶々が怯えたような声を出して、青蓮にしがみついた。彼女が怖こわがるなんて珍めずらしいことだ。

　青蓮はじっと目を凝こらし、耳を澄すました。

　人がうずくまり、地面に置かれた物に顔を埋うずめている。ジュルジュルと何かをすするような音が微かすかに耳に届く。

　地面に置かれた物が、甲かつ冑ちゆうをつけた衛え士じであることに気づき、青蓮は悲鳴を吞のみ込んだ。

（殭キヨン屍シー！）

　金きん吾ご衛えいか将しよう作さく監かんの門番か、とにかく人間の血をすすっているのだ。

　思わず後ずさり、ガンと後頭部を塀にぶつけた。殭キヨン屍シーが顔を上げる。

（わわわ）

　青蓮は背を向けて逃にげ出した。殭キヨン屍シーは再び衛士の血をすすり始めたのだが、青蓮はそのことに気づかなかった。

（誰か助けて!!）

　足をもつれさせ、何度も転びながら、青蓮は材木の間を必死で走る。背後に殭キヨン屍シーが迫せまっているような気がしていた。

　いきなり横から腕うでをつかまれた。

「ぎゃあ」

　腕を引かれて、口をふさがれ、ボスッとその者に抱かかえ込まれてしまった。

　青蓮は、じたばたともがいたが、たくましい腕は青蓮を捕とらえて放さない。

「落ち着け」

　低い声が耳元で囁ささやかれ、青蓮はハッと我に返った。口から大きな手が離はなれる。

　振り向いて、星明かりを頼たよりに彼の顔を見た。

「ここ黒麒！」

　茶々に引っかかれた縦じまの傷がみみず腫ばれになって、いっそう不気味な形相になっていたが、青蓮には彼が衆しゆ生じようを救う弥み勒ろく菩ぼ薩さつに見えた。

　青蓮は彼の襟えりをガシッとつかむ。

「きょきょ殭キヨン屍シーがひひ人を──くくく来るかも。ちち血を血を」

「知ってる。追っ払ぱらおうと思ったが、衛士がもう死んでたからな。先にこっちへ来た」

　青蓮はそこで初めて、自分が無様に逃げ出し、衛士を助けようなどとは思いもしなかったことに気づいた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。餌えさがある間は襲おそっちゃこねえよ」

「……そう」

　青蓮は脱だつ力りよくし、彼の襟から手を放した。安あん堵どよりも自己嫌けん悪おが先にたった。黒麒が人間を餌と言ったことを咎とがめる気にはならない。

　黒麒は、門の方を一いち瞥べつすると、「まだいるな」と呟つぶやいて、材木の陰かげに座った。青蓮も彼の隣となりに腰こしを下ろし、茶々を膝ひざの上に乗せる。

「何で、こんな方まで出張ってきたんだ。待っていろと言っただろうが。下手へたをすりゃ、衛士の代わりに、お前が殭キヨン屍シーの餌になってたかもしれねえんだぞ」

　黒麒は少し怒おこっているようだった。

「あなたが、もう戻って来ないと思って……」

　青蓮はうつむいた。

「俺は、引き受けた仕事を途と中ちゆうで下りたりはしねえよ。飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎ことやれる機会を逃のがしたくねえし。第一、お前から金をもらわなけりゃ、俺は文無しだ」

「でも、長屋の床ゆか下したにお金を貯ためてあるって」

「あれは大だい理り寺じ獄ごくの爺じいさんにやると約束しちまった」

「義ぎ理り堅がたいんですね」

「爺さんの娘むすめは重い病で、薬代がかかるんだそうだ」

「……そうだったんですか」

　だから、別れ際ぎわに黒麒が謝礼の話をした時、老ろう獄ごく吏りは感激していたのだ。

「張さんは？」

「御ぎよ史し台だいに勤めている役人を叩たたき起こして、不正の証しよう拠こと一いつ緒しよに、その役人の屋や敷しきへ置いてきた。すぐに医者を呼んだようだ。役人にとっちゃ大おお手て柄がらだ。張を悪いようにはしねえだろ」

（この人……）

　青蓮は顔を上げて、黒麒をまじまじと見つめた。

「どうした？」

「いえ……張さん、持ち直してくれるといいですね」

　青蓮は微笑ほほえんだ。

（僕はこの人を、ものすごく誤解してたみたいだ……）

　噂うわさを真に受けて、黒麒を凶暴凶悪な大罪人だと、はなから決めてかかっていた。いきなり質しつ問もん攻ぜめに遭あい、不ぶ躾しつけな人だと腹を立てた。思いやりのない乱暴者だと嫌悪した。

　けれど、脱だつ獄ごくに際して、彼は他ほかの囚しゆう人じんにも老獄吏にも心を配った。老獄吏の娘のために、蓄たくわえを謝礼にあて、死にゆく張の望みを叶かなえた。

　青蓮には、黒麒が死罪になるほどの悪人ではないように思えてきた。

「一つ訊きいてもいいですか？」

「何だ？」

「あなたは、何をやって、死罪になるほどのお尋たずね者になったのですか？」

「俺は金さえもらえば何でもやるからな。今だって、金吾衛が張の家の周りをうろうろしていて、証拠を持ち出すのに邪じや魔まだったから、三人ばかりぶん殴なぐっちまった。そういうことが積み重なったんだろう」

　青蓮の問いに、黒麒は投げやりな眼まな差ざしを寄こす。

（そういえば……）

　脱獄する時も、他の囚人や老獄吏が不利にならないように、黒麒はすべての罪を一人でかぶった。囚人たちの偽にせの証言が大理寺に上がれば、黒麒の罪はさらに重くなる。

　これまでにも、そうやって誰だれかの罪をかぶったことがあったのだろうか。

「お前だって死罪に相当するほどの、やばい物を盗ぬすんだんだろ。似たようなもんだ。だが、俺は獲え物ものを横からさらわれるようなヘマをしたことはねえぞ」

　文句あるか、と言わんばかりに、黒麒は青蓮を睨にらみつけた。

「……僕は、盗みに関しては素人しろうとなので」

　青蓮は曖あい昧まいに笑った。

「頼たのまれれば何でもやると仰おつしやってましたね。その……人殺しも？」

「誰か殺したいやつがいるのか？」

　ただでさえ恐おそろしげな黒麒の表情が、いっそう険しくなる。

「いいえ。僕は飛龍禁軍の豹虎に横取りされた物さえ取り返せれば……」

　青蓮はブンブンと頭かぶりを振ふった。

「ならいい。俺は殺しはやらねえ」

「殺人の依い頼らいは引き受けない……と？」

「俺は、どんなことがあっても、人は殺さねえ」

「どんなことがあっても……？　なぜ……？」

「いちいちうるせえな。そう決めてんだ。だから、食えなくても兵士にはならなかった。刃は物ものを持たねえのもそれが理由だ」

　黒麒は、自分の手に視線を落とし、グッと握にぎった。

（殺さないための拳こぶし）

　青蓮は瞠どう目もくした。唐は慢まん性せい的な兵士不足で、あちこちで募ぼ兵へいしていると聞く。黒麒ほどの腕があれば、次々と首しゆ級きゆうを挙げ、英えい雄ゆうとして讃たたえられただろう。けれど、彼は人殺しで禄ろくを食はむ道を選ばなかった。罪人として追われようとも、殺さない方を選んだのだ。

（なんて強い……）

　彼の生き方は、玉華寺の暮らししか知らない青蓮にとってひどく衝しよう撃げき的だった。同時に、彼の気き概がいに憧しよう憬けいも感じた。

　視線に気づいた黒麒は、顔を上げ、青蓮の陶とう然ぜんとした表情に一いつ瞬しゆんたじろいだ。

「何だその顔は。気色悪い」

「あ……すみません。その……すごいな、と思って……」

　青蓮は急いで表情を引き締しめた。

「今まで、俺が殺しはやらねえと知って喜んだ依頼人は、お前が初めてだ」

　黒麒は、そう言ってプイと横を向いた。照れているのだろうか。けれど、まなじりの切れ上がった鋭するどい目も、不ふ機き嫌げんそうに引き結んだ口元も相変わらずだ。

（怖こわい顔は、きっと生まれつきなんだろうな）

　この顔が、黒くろ鉄がねの狼おおかみの逸いつ話わに余計な尾おひれをつけているに違ちがいない。そう思うと何だか可笑おかしかった。

「もうすぐ夜が明ける。化け物どもも寝ねに帰るだろう。行くぞ」

　黒麒は不機嫌そうにそう言うと、立ち上がって、材木置き場の門の方角に目をやった。

「おい、衛え士じがいねえぞ」

「え？」

　青蓮も立ち上がった。東の空が濃のう紺こんに色を変え、ある程度は視界が利きくようになっている。

　門の方を見ると、殭キヨン屍シーもいなかったが、殭キヨン屍シーに血をすすられていた衛士も姿を消していた。

「役人が見つけて引き取ったのなら、そういう声が僕たちにも聞こえますよね」

「殭キヨン屍シーが連れて行ったか、それとも、生き返ったか──？」

　呟く黒麒の声が、青蓮には不気味な予言のように聞こえた。







[image: 三章◆皇帝の園は血の香り]

「取りあえずお師し匠しよう様に連れん絡らくします。社やしろか道どう観かんか、とにかく清せい浄じようで人のいない場所が近くにありませんか？」

　黒こく麒きのあとについて夜明けの皇城を走りながら、青せい蓮れんは言った。

「連絡って──何で社か道観なんだ？　書簡を送りたいなら、知り合いに頼んでやるぜ」

　黒麒が振り返った。

「〈識しき〉を飛ばして、直接話します。本当は仏寺が一番いいのですが、もう勤ごん行ぎようが始まっているでしょうから」

「〈識〉？」

「詳くわしいことはあとで。大勢の人が動き出すと〈気〉が乱れて〈識〉が届きにくくなるんです」

　黒麒は怪け訝げんそうに首を傾かしげ、それでも皇城内の大社へ案内してくれた。

　大社は朝ちよう廷ていの祭さい祀し場だという。石の階段の上には荘そう厳ごんな堂が並び、広大な前庭は丁てい寧ねいに掃はき清きよめられ、庭の周囲には手入れの行き届いた木々が植えられていた。幸い衛士の姿はない。

　青蓮は明け始めた空を仰あおぎ、前庭の〈気〉を読む。

「しばらく動かず、声も出さないでください。それから、これから見たり聞いたりすることは絶対に秘密にしておいてください」

　青蓮は黒麒にそう言い置いて、一本の杏の木に向かって結けつ跏か趺ふ坐ざした。

「ノウボウ、アラタンノウトラヤーヤ、ノウマク、アリヤーミターバーヤ──」

　へその前で定印を結ぶと、阿あ弥み陀だ如によ来らいの真言を用いて、自分の〈識〉を飛ばす。

　青蓮がいきなり誦ず経きようし始めたので、黒麒は啞あ然ぜんとしたが、雇やとい主の指示には従うと決めているらしく、彼は周囲を警けい戒かいしながら黙だまって青蓮を見守っていた。

「タタギャタヤアラカテイ、サンミャクサンボダヤー、タニャタ──」

　やがて、木の根元に淡あわく白い光が凝こり、次し第だいに人ひと形がたをなし始めた。黒麒が目を瞠みはる。

　人形は、実際の人間の半分ほどの大きさで、半ば透すき通っていた。間もなく目鼻がはっきりとし始めた。

「──サラバキャラマキレイシャキシャヨウキャレイ、ソワカ」

　真言を唱え終わるころには、そこに半はん透とう明めいの寝ね間ま着き姿の成人男性が現れた。あぐらをかき、髪は薄うつすらと伸のびて、だらしなく寝間着をはだけている。彼の周囲がはなはだしく散らかっているのを見て、

（ああもう、僕がいないとこれだから……）

　と、青蓮は心の中で舌打ちをした。

「三さん蔵ぞう様、聞こえますか？」

　青蓮は結跏趺坐を解いて、地面に手をつき、半透明の寝間着姿──三蔵の幻まぼろしに呼びかけた。

『…………蓮か。よく……心配していた。何があったのだ』

　声はひどく聞き取りにくかった。街の人々が起き出し、〈気〉が乱れ始めているのだ。

「捕とらえられていたのです。羅ら刹せつ天てん像ぞうを飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵に奪うばわれました」

『青蓮、よく聞……ない。誰だれが奪っ……』

　青蓮は逸はやる心を抑おさえて、これまでの経けい緯いを簡単に説明した。脱だつ獄ごくしたことを話すと、三蔵はポカンと口を開けた。半透明の寝間着の肩かたがずるっとずれる。

『……豹ひよう虎こは、朝廷の命令……もしも……なら……』

「すみません、よく聞こえません。茶々によると、四日前までは飛龍禁軍の豹虎が持っていたようです。今もまだあるのかわかりませんが──」

『青蓮、……は危険…………に……天像を取り返せ。その時……』

　声はますます聞き取りにくくなり、三蔵の姿も歪ゆがんだり消えかかったりした。彼は、取り返す方法を細かく指示しているようだが、よくわからない。

「もう一度言ってください。三蔵様」

　青蓮は聞き返したが、その時、ゴーンと遠くで鐘かねが鳴った。朝の開門を告げる鐘だ。同時に三蔵の幻がすっと消える。気づけば、辺りはすっかり明るくなっていた。

「行きましょう」

　青蓮は諦あきらめて立ち上がった。官かん吏りたちが登庁する前に、皇城を出なければならない。

「お前、方術使いだったのか？　三蔵とかいうあのだらしない寝間着姿は何なんだ？」

　生け垣がきに沿って大社の庭を走りながら、黒麒が尋たずねた。

（三蔵様、黒麒にまでだらしないって言われてますよ）

　青蓮は心の中で嘆なげいた。

「僕の師匠の幻です。本当は玉ぎよく華か寺じにいます」

　玉華寺の名を出すなと三蔵には言われていたが、黒麒にはすべてを話しても構わないだろう。いずれは玉華寺へ連れて行くのだ。

（そのまま寺で修しゆ行ぎようして、無ぶ頼らいの生活から足を洗ってほしい）

　青蓮はそんなことも考え始めていた。

「お前、坊ぼう主ずだったのか」

「見習いです」

「じゃ、三蔵ってのは三蔵法師のことか。三蔵にもいろいろいるんだな」

　黒麒はボソリと呟つぶやいた。きっと伝説の玄げん奘じよう三さん蔵ぞう法ほう師しと比べているのだろう。気持ちは、ものすごくよくわかる。

「で、玉華寺にいるやつの幻が、何でここに現れるんだ？」

「説明すると長くなるのですが、唯ゆい識しきといって、この世のあらゆる現象は、人の心の奥にある〈識〉が作り出しているのです。理論だけ言うなら、この世に不可能なことはありません」

　黒麒は目を瞬またたいた。

「不可能なことがねえなら、お前、何で獲え物ものを取られた上に、捕つかまったりしたんだ？」

「人と人、人と物の間には〈縁えん〉が結ばれ、それに縛しばられていますから。僕に使える修ず法ほうも限られていますし」

　黒麒は「よくわからん」と、首をひねった。

「で、これからどうするんだ？　夜を待って、あらためて連絡を取るか？」

「そうですね。死人が殭キヨン屍シーになっていることも報告したいし」

　噂うわさでは、大だい雁がん塔とうの落らく雷らい以来、死人が生き返るようになったと言っていた。その調査を朝廷が行っている。また羅ら刹せつ天てん像ぞうは大雁塔の最上階に安置されていた。その羅刹天像も、皇帝の近衛このえ兵である飛龍禁軍の豹虎が取りに来た。

（朝廷と羅刹天像と殭キヨン屍シー──。この三つの間には何かがある）

　それを三蔵に告げなければならない気がする。

　けれど、その夜、青蓮は三蔵と連絡を取ることができなかった。







「だめです。〈識しき〉が届きません。街に人が多すぎるのでしょうね」

　青せい蓮れんは結けつ跏か趺ふ坐ざを解いた。

　その日、衛え士じの目を盗ぬすんで皇城を囲む城じよう壁へきを乗り越こえた青蓮は、黒こく麒きに連れられて西市に身を潜ひそめた。西市とは文字通り市場で、異国との交易の場でもある。大勢の外国人や商人で溢あふれ、おびただしい数の店が並び、ありとあらゆる物を売っていた。

　この西市には、何なん軒けんも黒麒の得意先──彼を雇って非合法的に物を仕入れるらしい──があり、そのうちの一つである雑貨屋の私し邸ていにかくまってもらった。

　そこで食事や着き替がえ、湯ゆ浴あみをさせてもらい、夜を待って大だい秦しん寺じという景けい教きようの寺院の庭へ行った。そこで三蔵と連絡を取ろうとしたのだが、〈気〉が乱れまくっていて、どうしても青蓮は〈識〉を玉ぎよく華か寺じまで飛ばすことができなかったのである。

「場所を変えるか？　ここより広い寺がいくつかあるぜ」

　黒麒は、顎あごで南の方角を示したが、青蓮は頭かぶりを振ふった。

「この分ではどこへ行っても同じでしょう」

　もたもたしていたら、羅ら刹せつ天てん像ぞうが飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こから別の者の手に渡わたってしまうかもしれない。いや、すでに渡ってしまった可能性もある。

　三蔵は、黒麒が力を貸してくれることを知らない。だから青蓮一人では取り返せないと思って、別の方法を示そうとしたのだろう。

「とにかく飛龍禁軍の豹虎の所へ行きましょう」

　青蓮がそう言うと、茶々が肩に跳とび乗って『あっちよ』とでも言うように、北東の方向を指さした。
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「本日のおみくじによると、苦あれば楽あり、白色が吉きち──とのことだ」

　椅い子すに腰こしかけ、黄こう豹ひようは竹たけ筒づつから飛び出た棒をろうそくの明かりにかざし、小さな文字を淡たん々たんと読み上げた。

「楽って、いつ来るの!?　白色が吉って、白い下着をつければいいってこと!?」

　朱しゆ虎こは、肩で扉とびらを押さえながら喚わめいた。




　長安には三つの宮城がある。皇城の真北の太たい極きよく宮きゆう、長安東とう端たんの興こう慶けい宮きゆう、そして長安北東の大たい明めい宮きゆうである。現在の皇こう帝ていが住んでいるのは興慶宮であり、通常の政務もそこで行われているのだが、興慶宮は皇帝の私邸の趣おもむきが強く、公的な儀ぎ式しきは大明宮で行われている。

　規模は大明宮が最大で、宮城の北側には広大な皇帝の庭園──禁きん苑えんが渭い水すいの近くまで広がっている。

　飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵舎は、その大明宮と禁苑の間にあった。すなわち茶々が指さした北東である。

　左右羽う林りん軍、左右龍りゆう武ぶ軍の二つの禁軍は、長安の守護のための組織立った軍隊だが、飛龍禁軍は宮城の警護を主な任務とする皇帝の近衛このえ兵である。人数は五十名に満たないが、精せい鋭えいぞろいで、号令一つで出動する機動性の高さを有していた。

　その精鋭たちが今、あり得ないような危機に陥おちいっていた。




　バキッ！　と窓の鎧よろい戸どがぶち破られた。外からニュッと灰色の腕うでが伸のばされる。すかさず兵の一人がその腕に剣けんを振り下ろした。腕から手首がポロリと落ちる。普ふ通つうの人間であれば血ち飛沫しぶきが飛ぶはずだが、その灰色の腕や手首からは、じわりと少量の血が滲にじんだだけであった。しかも、その血も灰色だった。手首から先を失った腕は、何かを求めるように、なおも宙を探さぐっている。

「だめだ！　北側の兵舎が破られた」

　奥の部屋で誰だれかが叫さけんだ。

「オレ、長安勤めなら、戦いくさをしなくてすむと、思ってたんだけどなー」

　なおも扉を押さえながら、朱虎はぼやいた。彫ほりの深い端たん整せいな顔は、疲ひ労ろうで曇くもっていた。

　何者かが、外から扉に体当たりしているらしく、時折、ドンとすさまじい圧力が扉にかかる。

「やっぱりさ、しばらくあれを飛龍禁軍で保管しとけっていう指令は、これが理由だったんじゃない？」

　朱虎は、黄豹の脇わきの卓たく子しに置かれた布ぬの袋ぶくろに目をやる。青蓮から奪うばった布袋だ。中には、黄金の羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物が入っている。

「そうだろうな。このような厄やく災さいを宮城に招くわけにはいくまい。飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんならば、羅刹天像を守りきれると信しん頼らいしてくださったのであろう。光栄に思わなければならん」

　黄豹は冷めた目で、布袋を一いち瞥べつする。

「何を──っとと。ありがたがってるのっ！」

　再び扉に体当たりされ、朱虎はグッと足を踏ふん張った。

「こんな調子じゃ、もうすぐ飛龍禁軍は全ぜん滅めつするよっ。第一、その足、どうすんのっ！」

　朱虎は、黄豹の右みぎ脚あしに目を移す。

　彼の右脚には、白い包帯が巻かれ、血が滲んでいた。包帯の周囲の肌はだが灰色に変じ、じわじわとその面積を広げていた。
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「この向こうに、飛龍禁軍の豹ひよう虎こが……？」

　青せい蓮れんは呆ぼう然ぜんと城壁を見上げた。

　膨ふくらんだ月が、黄土を突つき固めて築かれた巨きよ大だいな城壁を照らしていた。

　城壁は、四丈じようぐらいの高さがありそうだった。黒こく麒きが六人ぐらい縦に積み重なっても、届くかどうかと思われるほど高い。

　青蓮の肩かたの上で、茶ちや々ちやがコクコクとうなずき、城壁の奥を指さす。

「なんで、この白しろ猿ざるにそれがわかるんだ？」

　黒麒は訝いぶかしげに茶々を見下ろす。

「盗んだ物を飛龍禁軍の豹虎に奪われた時、茶々もその場にいたんです。きっと、茶々は彼らのあとをつけたのではないかと……」

「城壁のあっち側は大たい明めい宮きゆうだ。ま、飛龍禁軍の豹虎が宮城にいてもおかしくはねえな」

　脱だつ獄ごくの一件で茶々の賢かしこさを知ったせいか、彼はそれ以上詰きつ問もんせず、城壁に視線を戻もどした。

　大明宮は、長安を囲む城壁の外に、あとから造営されたと聞いたことがある。戦の際に、外敵の侵しん入にゆうを阻はばむために造られた城壁だから、堅けん牢ろうなことこの上ない。

　もちろん門はいくつかあるが、どこも大勢の衛士が番をしている。門の上には二階建ての立派な城じよう楼ろうがそびえ、中には大勢の衛士が詰つめていそうだ。

「いったい、どうやってここを越えたら……？」

「任せろ」

　黒麒は、帯に吊つるしてあった黒い革かわ袋ぶくろから、二本のくさびを取り出した。金属製で、短たん剣けんほどの長さがあり、太い方には黒い革が巻かれている。

　黒麒はそのくさびを両手に持ち、城壁の壁へき面めんにぐさっと刺さした。彼は、交こう互ごにくさびを抜ぬいては刺し、腕の力だけで城壁を登り始める。

（なんて力……）

　青蓮は目を丸くして黒麒の様子を見守った。

　四丈もの高さを、彼は一刻もかけずに登りきった。頂上の、一段高く造られた縁ふちに手をかけ、顔を上げて左右に人ひと影かげがないことを確かめると、グッと腕を押し下げて、ひらりと城壁の上に降り立った。

　黒麒はくさびを革袋に戻すと、別の革袋から縄なわを出した。これも黒く染められている。彼はその先端の一方を腰に巻くと、もう一方の先せん端たんを輪に結び、青蓮に垂らした。輪の大きさは、ちょうど頭が入るぐらいだ。

（この輪に首をかけろ、なんてことはないだろうな。やっぱり足だろうな）

　青蓮は茶々を肩に乗せたまま、輪に両足をかけて縄を握にぎる。

　黒麒がぐいっと縄をたぐった。

（わわっ）

　途と端たんに均きん衡こうを崩くずし、青蓮はのけぞった。のけぞったら、今度は姿勢を戻せなくなった。縄を握る手に、体重の大部分がかかる。ぐんと城壁が迫せまった。

（ぶ、ぶつかる〜）

　ゴン！

　幸い、ぶつかったのは足裏だった。しかし、その拍ひよう子しに体がくの字になり、ぐらりと尻しりを下にして縄にぶら下がる格好になった。また城じよう壁へきにぶつかる。

　ゴンとぐらりを数回繰くり返し、気づいたら黒麒の顔が目の前にあった。眉み間けんには皺しわが寄り、吊つり上がった目は血走っている。

「お前な──」

　黒麒は、青蓮の腕を引いて城壁の頂に放ほうり出した。茶々が青蓮の肩からぴょんと飛び下りる。

「なんてどんくせえんだっ！　ガキでもこの程度のこと──」

　黒麒は怒ど鳴なりかけ、茶々が「ギッ！」と歯を剝むいたのを見て、サッと腕で顔をかばって後ずさった。恐おそる恐るといった様子で、腕を下ろしながら、

「で、この先どっちへ行きゃいいんだ？」

　と、非常に不ふ愉ゆ快かいそうに尋たずねる。

　茶々は「フン」と胸を張って北をさした。

　青蓮と黒麒は城壁の際へ寄り、茶々の指さす方角を眺ながめる。

　そこには、なだらかな丘おかが段に造成され、その段の上に、華か麗れいな宮城が、月の光を浴びて白く浮うかび上がっている。

　まず目に入ったのは、中央の巨大な宮きゆう殿でんだった。一段高い場所から周囲を睥へい睨げいするように立っている。

（すごい……）

　もと離り宮きゆうである玉ぎよく華か寺じも豪ごう壮そうな建物だが、大きさが違ちがう。宮殿と前庭だけで、小さな街ならすっぽりと入ってしまいそうだ。

　前庭と宮殿は石の階段でつながっているが、おそらく何十段もあるのだろう。けれど、その石階段が平たく見えるほど、宮殿は巨大だった。

　宮殿の両りよう脇わきには楼ろう閣かくがそびえ、宮城と楼閣は、豪ごう奢しやな瓦かわら葺ぶきの渡わたり廊ろう下かで結ばれている。周囲には、いくつもの堂が、すべて南なん面めんして左さ右ゆう対たい称しように整然と立ち並んでいた。

　それらの堂は宮殿の向こうの、丘の頂の辺りにまで並び、そこにも大きな宮殿があるが、遠すぎて細かい所までは見えない。

　手前は森で、池があるのか川が流れているのか、木々の間に、黒々とした水面が見え隠かくれしている。

「まさか、羅ら刹せつ天てん像ぞうはこの宮城の中？」

　この広大な宮城の中を、衛え士じの目を盗ぬすみながら羅刹天像を捜さがすのは、限りなく不可能な気がする。しかし、茶々は首を横に振ふり、丘のさらに向こうを指さした。

「丘の向こうにもまだ建物があるの？」

　茶々はうんうんとうなずき、城壁の上を東に向かって走り始めた。見ると、長安を囲う城壁とは別に、北へ向かう城壁がある。大明宮を囲う城壁だ。延々と北へ続いている。

　大明宮へ向かう城壁の角には、二名の歩ほ哨しようが立っていた。

「やってもいいか？」

　黒麒は走りながら、歩哨を顎あごでさした。大だい理り寺じ獄ごくを出る時に、乱暴してはいけないと青蓮が釘くぎを刺したことを、律りち儀ぎに憶おぼえていたらしい。

「あとを引くほどの大おお怪け我がをさせないでくださいね」

　青蓮はうなずいた。しかし、黒麒が倒たおすまでもなく、歩哨は走ってくる白い小猿と二人の青年に気づくと、ギョッと目を剝き、

「きょ殭キヨン屍シー！」

　矛ほこを放り捨てて、悲鳴を上げながら走り去った。道を譲ゆずってくれたのはありがたいのだが、これでは歩哨の役割を果たせないのではないか。

「あなたが死罪になったというような噂うわさでも流れているのでしょうか」

「だからって、あそこまで怖こわがるか？」

　黒麒は不満そうだった。

（はい、怖いと思います）

　青蓮は心の中で応じた。しかし、誰何すいかもせずに、殭キヨン屍シーだと決めつけて逃にげるのは変だ。この付近にも殭キヨン屍シーが出しゆつ没ぼつしているのだろうか。

　城壁の頂を左へ折れ、青蓮たちは北へ走る。左の宮城内は森と池の庭園で、優美な装そう飾しよくがされた小さな堂や四阿あずまやが点在していた。右も森と池の景色だ。

　城壁の下に横たわる広い池や川をいくつか通り過ぎると、宮殿を囲う城壁と交差する。その十字路にも二名の歩哨が立っていたが、先刻の歩哨と同様、彼らは青蓮たちの姿を見ると、わっと逃げ出した。

（仲間を呼んで、大勢で囲むつもりかも）

　と、走りながら、青蓮はチラチラと後ろを振り返ったが、なぜか誰だれも追ってこない。

「なんで追ってこねえ」

　黒麒も同じ疑問を持ったようだ。

　途と中ちゆうで何組かの歩哨に遭そう遇ぐうしたが、みな似たような反応だった。

　最初に見えた宮殿を過ぎたころから、城壁の傾けい斜しやが急になってきた。ずいぶんと走ったが、左の宮城内は、華麗な堂の列がまだ続いている。

（なんて広いんだ）

　息が切れて、額から汗あせが滴したたった。

　丘を上りきると宮城内の景色が一変した。前方は急な下り坂で、斜しや面めんにはいくつもの堂が並んでいたが、その底は蕩とう々とうと水をたたえる池が広がっている。湖と言ってもいいほど大きな池だ。太たい液えき池ちというものだろうか。池の中央には丸い島があり、瀟しよう洒しやな建物が立っている。

「キー」

　茶々が太液池のさらに北を指さした。

「まだ続くの〜」

「らしいな。だが、やっぱりおかしい。歩哨に見つかったってのに、誰も追ってこねえし、この先に、見張りが一人もいねえ」

「……なら、少し歩きましょう」

　青蓮は肩かたで息をしながら歩き始める。

「どんくせえだけじゃなくて、ひ弱──」

　まったく息の乱れていない黒麒はそう言いかけたが、茶々が「ム!?」と、振り返ったのを見て口をつぐんだ。

「誰かが〈識しき〉を飛ばしています」

　息が整ってくると、妙みような〈識〉の流れを感じ、青蓮は歩きながら目を凝こらした。〈識〉は目に見えるものではないが、目を凝らすことで感じることができる。その〈識〉は、大明宮の北西の隅すみから、北辺の城壁に向かっているような気がした。

（何か、嫌いやな感じの〈識〉だな）

　誰かが禍まが々まがしい術を使っているのだろうか。

「おい」

　黒麒の声に、青蓮は彼の視線を追って、前方の城壁の隅に目を移した。そこには数名の衛士が手に剣けんや矛を持ったまま倒れていた。

「噓うそ、何で──」

　青蓮は駆かけ寄った。息を確かめてみたが、すでにみな事切れている。彼らの首や腕うでには、獣けものの嚙かみあとのような傷があるが、血けつ痕こんはない。

「どういうこと……？」

　青蓮は愕がく然ぜんとして黒麒を見上げる。

「さあな。だが、この辺りに衛士がいねえことと関係があるんじゃねえか。俺を見て殭キヨン屍シーだと騒さわいでいたことも含ふくめてな」

　彼は苦い顔をしていた。

「キーキー」

　茶々はなおも北を指さす。妙な〈識〉が向かっている場所と同じだ。

「とにかく行ってみましょう」

　青蓮は、棒のようになってしまった足を叱しつ咤たして、再び走り始めた。







　大明宮の北辺は、城じよう壁へきが二重になっていた。手前の城壁には門が等とう間かん隔かくに三つ配置されていたが、奥の城壁は中央に一つだけ門がある。

　奥の城壁の北側は見み渡わたす限りの森だった。その森の方から、何か物が壊こわれるような音が微かすかに聞こえる。人の叫さけぶ声も多少交じっているようだ。

　妙な〈識〉はそこへ向かっていたが、木々に覆おおわれ、何が起こっているのかわからない。

「あの中に、階段があるはずだ」

　黒麒が、手前の城壁の城じよう楼ろうをさした。城楼には大勢の衛士が詰つめているはずだが、明かりもついていないし、人の気配もしなかった。

　足音を忍しのばせ、城楼へ近づく。扉とびらを開けたが、月はすでに西に傾かたむき、明かり取りの窓から差し込む月の光は、壁かべや柱を照らすばかりで、中の様子ははっきりしない。

　階下へ下りる道を探しながら、青蓮は黒麒のあとに従って、恐おそる恐る奥へ進む。

「うわっ」

　突とつ然ぜん、足先に何かがぶつかり、青蓮は前へつんのめって、バッタンと派手に転んだ。先を歩いていた茶々が、慌あわてて戻もどってくる。

「痛たた」

　上半身を起こして、何につまずいたのかと振り返り、青蓮は息を吞のんだ。

　そこに甲かつ冑ちゆう兵が倒れていた。しかも、倒れているのは一人ではなかった。目を凝らせば、そこら中の柱の陰かげや壁かべ際ぎわに、横たわり、あるいは壁に寄りかかっている兵の影がある。みな首や、腕などに嚙み傷きずがあった。

「かなりやばい状じよう況きようじゃねえ？」

　黒麒が片かた膝ひざをついて、壁に寄りかかってうつむいている兵の喉のどを調べた。

「……伝説では、殭キヨン屍シーは……昼間は眠ねむっているのですよね」

　青蓮は尻しりで後ずさり、甲冑兵から離はなれた。何だか、今にも起き上がってきそうな気がした。

「最近の噂でもそうだ」

　黒麒は平然として、次々と兵の脈を確かめていく。

「では……日が昇のぼってから、あらためて来るというのは……どうでしょう」

「俺もお前も脱だつ獄ごく囚しゆうだ。明るいうちは出歩けねえと思うがな」

「キッキッキー」

　茶々が焦あせった様子で、外を指さし、何かを訴うつたえた。

「羅ら刹せつ天てん像ぞうを取り返したいし……、妙な〈識〉が向かう先も気になりますし……、亡なくなった方たちを放ほうり出しておくのは、とても忍びないのですが……」

　衛え士じを倒したのが殭キヨン屍シーであろうとなかろうと、恐るべき殺人者が近くにいることは間ま違ちがいなく、訓練された兵を全ぜん滅めつさせた者を相手に、自分にいったい何ができるだろう。

「今は……ここから逃げたい……と思います」

「雇やとい主の指示には従うが──」

　黒麒はそう言って、青蓮の腕を取って立ち上がらせた。

「少しばかり決断が遅おそかったようだぜ」

　黒麒の目に鋭するどい光が点ともる。彼の視線を追って振ふり返り、青蓮は小さな悲鳴を上げた。

　開け放たれた城楼の扉の向こうに、近づいて来る男の影があった。裸足はだしで、白っぽい単衣ひとえを着ている。歩き方が変だった。だらりと手を下げ、うつむき加減で、ゆらゆらと頭を揺ゆらしている。長い髪かみは解ほどけ、顔の前に垂れていた。

　青蓮は、反対側の扉を振り向いたが、そこからも無言で歩いてくる不気味な人ひと影かげがあった。若い女だ。煌きらびやかな上うわ衣ぎも裳もも、乱れた髪も、墓から蘇よみがえったばかりのように土まみれだった。

「殭キヨン屍シー……」

　震ふるえる声で、青蓮は呟つぶやいた。

　ひた、ひた、と突つき固められた土を踏ふむ足音は、二つだけではなかった。

「囲まれたらしいな」

　黒麒はチッと舌打ちをし、前後の扉の様子をうかがいながら、「下がってろ」と、壁際を顎あごでさした。茶々がぴょんと青蓮の肩に乗る。

　黒麒は、青蓮を背にして、扉の方へ向き直った。

　白い単衣の男が、中へ入ってきた。顔を上げ、ゆっくりとこちらへ歩いてくる。

　窓から差し込む月明かりの中に、男の姿が入った。男の肌はだは、燃え尽つきた抹まつ香こうのような、乾かわいた灰の色をしていた。なぜか首に太い鋼はがねの輪をはめている。

　反対側の扉から入ってきた女の肌も灰色だった。首には同じく鋼の輪がはめられている。

　彼らの顔には、およそ生気というものが感じられなかった。眼がん窩かは落ちくぼみ、目が白く濁にごっている。表情は弛し緩かんし、殺気すらも放っていない。

（操あやつられている……）

　彼らをとりまく空気に、あの〈識〉が含まれていた。術師が青蓮たちの接近に気づき、阻はばもうとしているのだろうか。

「容よう赦しやはしなくていいな」

　殭キヨン屍シーたちに鋭い目を据すえたまま、黒麒は律りち儀ぎにも青蓮に確かく認にんをとった。

「……どうぞ存分に」

　死者を虐しいたげるのは不本意だが、仕方がない。

　最初に仕し掛かけてきたのは、白い単衣を着た男の方だった。裸足でタッと床ゆかを蹴けり、猛もう禽きんの爪つめのように指を曲げて黒麒につかみかかろうとした。

　黒麒は、男の手を左の籠こ手てで弾はじき返し、右の拳こぶしを男の腹にめり込ませる。男は大きく後方に吹ふっ飛び、腰こしから床に落ちたが、うめき声一つ上げずにゆるゆると立ち上がった。

「こいつ──」
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　黒麒は驚きよう愕がくに目を見開きながら、続いて襲おそってきた若い女をトンと突き飛ばした。女は怯ひるまず、拳を握にぎって黒麒に殴なぐりかかった。黒くろ鉄がねの狼おおかみにこんな真ま似ねができるのは死人だからか。

　黒麒は軽く体をひねって女の拳をよけた。青蓮も思わず身をすくめる。

　バキッと、空ぶった女の手が、板いた壁かべを突き破って肘ひじまでめり込んだ。

「噓……」

　青蓮の背に冷や汗あせが伝った。

　女が、壁から手を引き抜ぬいた。手首があり得ない方向に曲がっていた。しかし、彼女の表情は変わらない。

（特別な膂りよ力りよくがあるんじゃない……。痛みを感じないし、感情もないから……）

　痛みも恐れも感じなければ、肉体の限界まで力を発揮できる。

「俺は、女と子どもには手を出さねえと決めてたんだが──」

　折れた手首で再び殴りかかろうとする女の襟えり首くびを、黒麒はつかんだ。

「痛くも痒かゆくもねえようだし。まあいいか」

　黒麒は一歩踏み出し、女を両手で持ち上げると、ちょうど扉から侵しん入にゆうしようとしていた職人風の殭キヨン屍シーに投げつけた。職人風の殭キヨン屍シーは扉の外へ吹っ飛び、女は扉の枠わくに後頭部をぶつけて、どさっと床に落ちる。しかし、やはり二人とも平然と起き上がった。

　白い単衣の男が、再び爪を立てて飛びかかってきた。

「切りがねえな。日が昇るまでこんなことやってんのか？　めんどくせえ」

　黒麒はぼやきながら、男の腕うでを取ると、もう片方の手で帯をつかみ、頭から床に叩たたきつける。メキッと骨が砕くだける音がした。その男はバタリと床に伏ふしたが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。

　男がゆっくりと立ち上がる。割れた額からは、ドロリとした灰色の液体が流れていた。首に巻いてある鋼の輪が肩かたにめりこみ、首が妙みような方向に曲がっている。

「不死身……」

　青蓮は愕がく然ぜんと呟き、おののきながら後ずさって、壁に背をつけた。

「キーッ！」

　突然、茶々が叫び、同時にバキッ！　と壁が砕ける音がした。壁を突き破って伸のびてきた灰色の手が、ガッと青蓮の首を背後からつかむ。

「ぐっ」

　逃のがれようと、青蓮は殭キヨン屍シーの手に指をかけてもがいた。茶々が殭キヨン屍シーの腕を引っ搔かく。しかし、痛みを感じない死者の手は、青蓮から離れなかった。

「青蓮！」

　黒麒は、白い単衣の男を投げ飛ばすと、青蓮に駆かけ寄った。青蓮をつかんでいる殭キヨン屍シーの手を引き剝はがし、ドカッと壁を蹴って、壁ごとその殭キヨン屍シーを蹴り飛ばす。左から迫せまる女の手を左の籠手で弾き返し、黒麒は青蓮を抱だいて横へ飛んだ。職人風の男が黒麒の足にしがみついた。均きん衡こうを崩くずした黒麒は、青蓮を抱いたまま床に倒たおれ込む。

　職人風の男が、黒麒の右のふくらはぎに食いついた。彼の脛すね当あては、前面は黒鉄だが、ふくらはぎを覆おおう部分は革かわだ。男は、その革の部分に異様に尖とがった犬歯を突き立てる。

　黒麒はすばやく足を引いて男の牙きばから逃れ、彼の頭を蹴け飛とばすと青蓮を抱かかえたまま、床を一回転した。

「俺の血なんかすすったら、腹を壊こわすぞ」

　立ち上がろうと、嚙かまれた方の足を床についた途と端たん、黒麒はよろめいた。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　青蓮は黒麒を支えようとしたが、

「邪じや魔まだ、下がっていろ！」

　彼は青蓮を太い柱の陰かげに押しやり、向かってきた職人風の男の顔面に拳をぶち込むと、続いて女の頰ほおを平手で張り倒す。

「キーッキーッ」

　茶々がひどく慌あわてていた。青蓮の膝ひざに飛び移り、殭キヨン屍シーたちを指さしたあとに合がつ掌しようする。

「経きようを唱えるの？　でも……」

　三蔵からは多くの経を習ったが、殭キヨン屍シーを成じよう仏ぶつさせる経など聞いたことがない。

　ガッと歯を剝むいて、白い単衣の男と職人風の男が同時に黒麒に飛びかかった。黒麒は右足を軸じくに、左の足裏を単衣の男の顔面にめり込ませ、すばやく足を引いて、職人風の男を同じ左足で蹴ろうとして体勢を崩した。軸にしている右足に力が入らないのだ。黒麒は足を戻もどして、一歩引き、前のめりになった職人風の男の後頭部をつかんで床に叩きつけた。

　黒麒は肩で息をし、額に汗を浮うかせていた。いくら走っても平然としていた彼である。殭キヨン屍シーの歯には何かの毒があるのだろうか。

　右の扉とびらから、また別の殭キヨン屍シーが入ってきた。今度は白い髭ひげの老人だ。左の扉からは太った官かん吏り風の男が姿を現す。

「黒麒が嚙まれたのは……僕のせいだもの……」

　このまま彼に戦わせておいて、のんびり日が昇のぼるのを待ってはいられない。

　青蓮は取りあえず、知っている経や真言を片かたっ端ぱしから唱えることにした。冒ぼう頭とうの部分を誦よみ始めると、茶々が違ちがうと首を振る。それを何回か繰くり返し、光こう明みよう真しん言ごんを唱えた時、茶々が「ウッキー」と手を叩いた。

　光明真言には、宿しゆく業ごうを取り除き、死者を浄じよう土どへ送る力がある。どうして茶々にそんな知識があるのかわからないが、とにかく光明真言を唱えることにする。

「あまねくこの世を照らす毘び盧る遮しや那な仏ぶつに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。光をもたらしたまえ」

　青蓮は定印を結ぶと、目を閉じた。

「オン、アボキャ、ベイロシャノウ──」

　真言を唱えながら、心の中に青しよう蓮れん華げの蕾つぼみを思い浮かべる。五感のすべてをその青蓮華に向け、心の奥底に漂ただよう光の粒つぶが蕾に集まる様を想像する。光の粒は法力である。法力は目に見える物ではないが、青蓮は光だと思うことにしていた。その方が法力を集めやすいからだ。

　心の中で青蓮華の蕾が輝かがやき始めた。定印を解き、右手を開いて前方へ突つき出す。

「マカボダラ、マニ、ハンドマ、ジンバラ、ハラバリタヤ、ウン！」

　青蓮華が花開き、花から光が放射される様子を想像しながら、青蓮は目を開けた。

「ぐうっ」

　それまでほとんど表情のなかった殭キヨン屍シーたちが、苦しげに顔を歪ゆがめていた。膝からくずおれ、床に倒れ伏す。

「お前、意外にやるな」

　黒麒が瞠どう目もくして振ふり返った。

「今のうちに出ましょう！　真言がいつまで効いているかわかりません！」

　殭キヨン屍シーは床に伏してはいるが、歯をカチカチと鳴らしたり、爪で床を搔いたりしている。弱っているだけで、真の死を迎むかえたわけではないのだ。

　茶々を肩に乗せ、青蓮は黒麒とともに城じよう楼ろうを出る。

　月が西の空の低い所にあった。夜明けまで、あと一いつ時とき半はんほどだろうか。

（急がなきゃ──）

　夜が明ける前に、西市の隠かくれ家がへ戻って、急いで黒麒の傷を治ち療りようしなければならない。

　彼は右足を引きずりながら走っていた。顔は青ざめ、呼吸も荒あらい。やはり、殭キヨン屍シーの歯には毒があるのだ。

「すみません、黒麒。僕のせいで……」

　青蓮がそう言うと、

「お前のせいじゃねえ。俺が油断してたからだ」

　彼は、フンと鼻を鳴らして横を向いた。







　背後からいくつかの足音が聞こえてきたのは、太たい液えき池ちを過ぎたころだった。

（もしかして、さっきの殭キヨン屍シー──!?）

　青せい蓮れんは愕然と振り返った。しかし、今度の追っ手は、そろいの甲かつ冑ちゆうを身に着け、手に剣けんや矛ほこを持っている。肌はだも普ふ通つうの色だ。

「衛え士じ!?」

　殭キヨン屍シーより始末が悪い。人間を弱らせる真言など青蓮は知らない。

（それにしても、来る時に出会った歩ほ哨しようはみんな逃にげたのに、なんて果か敢かんな──）

　と思っていると、

「いや、監かん門もん衛えいじゃねえ。……あの甲冑は飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんだ」

　と、黒こく麒きが背後を一いち瞥べつして言った。

「ええっ!?」

　もともと彼らのもとへ行くつもりだったが、黒麒が負傷した今、羅ら刹せつ天てん像ぞうを取り返せるはずもなく、捕つかまれば大だい理り寺じ獄ごくへ戻されてしまう。あそこでは罪人の怪け我がの治療など望めない。

「五人か、舐なめられたもんだな。……豹ひよう虎こはいねえな。取りあえず、お前を逃がす」

　黒麒は荒い息をつきながら、忌いま々いましそうに口の端はしを歪めた。

「でも、その足では……」

「豹虎さえいなけりゃ、どうってことはねえ。……任せろ」

　彼は顎あごから滴したたる汗あせを、手の甲こうで拭ぬぐった。

「待て！」

　兵たちは駿しゆん足そくだった。それに比べて、青蓮は生来鈍どん足そくだし、黒麒は足を痛めているのだ。

　あっという間に追いついた兵たちは、ザッと左右に分かれ、二名が前方に回り込んで青蓮たちの行く手をふさぐ。さすがは禁軍兵というべきか、動きに無む駄だがない。

「止まれ！」

　正面の兵が矛を構えて叫さけんだが、黒麒は止まらなかった。

「何があっても、とにかく走れ。いいな」

　彼は青蓮にそう言い置くと、タッと床ゆかを蹴けり、正面の兵に向かって走った。

　突き出された矛を籠こ手てで弾はじき、張り手で兵を吹ふっ飛ばす。一歩踏ふみ込んで、振り返りざまにもう一人の兵の首の後ろに手刀を振り下ろした。彼は膝からくずおれる。

　青蓮は急いでその場を駆かけ抜ぬけた。

　横を走っていた兵が、距きよ離りを詰つめてきた。青蓮の左の兵が、走りながら矛を構え直す。

「うわあ」

　あまりの恐おそろしさに、青蓮は足をもつれさせて、ガクッと転びかけ、ほぼ同時に、兵が矛を突き出した。青蓮の頭上を、矛の刃やいばが通り過ぎる。

「キーッ！」

　茶ちや々ちやが、その兵に飛びかかり、パフッと兵の顔に貼はりついた。視界をさえぎられた兵は、矛を取り落とし、小こ猿ざるを剝はがそうともがく。

　その隙すきに青蓮は体勢を整え、再び走り始めた。視界の隅すみに、残る二名の兵と対たい峙じする黒麒の姿が映る。とにかく走れと言われた通り、青蓮は全速力で走った。

　太液池から南に向かってしばらく上り坂が続く。息を切らし、もつれがちな足を必死で動かして、青蓮はひたすら走る。

（丘おかを越こえれば、宮きゆう殿でんのある区域。あと半分……）

　と、行く手を見上げて、青蓮は愕がく然ぜんとした。

　坂の頂上に、一人の甲冑兵の影かげがある。彼は、太い鞭むちのような物を頭上で回していた。

　ブンブンと鞭が大気を裂さく音が、青蓮を震ふるえ上がらせた。兵が持っているのは革の鞭ではない。何本もの金属の棒を短い鎖くさりでつなげた、多た節せつ鞭べんという武器だ。あんな物で打たれたら、瞬しゆん時じに骨が砕くだけてしまう。

　青蓮は細い悲鳴を上げながら、バッと身をひるがえし、その影に背を向けて走った。

　タン、と兵が床を蹴り、軽かろやかに駆け出した。

　いくらも走らないうちに、青蓮の耳にブンと多節鞭が風を切る音が届く。

　ジャラッと、上じよう腕わんごと青蓮の胴どうにその鞭がからみついたのは次の瞬しゆん間かんだった。

「わわっ！」

　グッと鞭が引かれた。視界がぐるぐると回転し、気づくと背後から首に腕うでを回されていた。

「青蓮！」

　前方から黒麒と茶々が駆けてきた。

「動くな！」

　兵が、青蓮の首に回した腕に力をこめた。黒麒と茶々が足を止める。

「やあ、茶々姫ひめ、また会えて嬉うれしいよ。きっとオレたちは運命の糸で結ばれてるんだね」

　兵の声こわ音ねががらっと変わる。青蓮は彼の腕に手をかけ、首を曲げて彼を見上げる。

　色白で端たん整せいな顔立ちの彼は、緑の目をしていた。青蓮の視線に気づいて彼はニッと笑う。

「朱しゆ虎こさん……」

「黒くろ鉄がねの狼おおかみと一いつ緒しよってのはどういうことなの。とーっても苦労して捕まえたのに」

　彼はわざと渋じゆう面めんを作り、

「ま、いいか。終わりよければすべてよし、ってね」

　と、また笑った。

　青蓮はうなだれた。万ばん事じ休きゆうすだ。黒麒は唇くちびるを嚙かんで、朱虎を睨にらみつけていた。

　せめて大だい理り寺じ獄ごくに戻もどす前に、黒麒の足の治療をしてほしい。茶々を貸すと言えば、願いを聞いてくれるだろうかと、ぼんやり考えていると、

「青蓮、君を有う徳とくの高こう僧そうと見込んで、頼たのみがあるんだけど」

　唐とう突とつに朱虎が言った。







　夜が明け始めていた。

　青蓮と黒麒は、朱虎と五人の禁軍兵に囲まれ、飛龍禁軍の兵舎へ向かう。

「六日の夜、青蓮、君から羅刹天像を奪うばった次の夜だね。その夜に、最初の殭キヨン屍シーの襲しゆう撃げきがあったんだ。それから昨夜ってか今朝が三度目」

　愛いとしげに茶々を撫なでながら、朱虎は言った。

　殭キヨン屍シーは日が完全に沈しずんだ一いつ時ときほど後に現れ、夜が明ける一時ほど前に去るという。おそらく、日が沈んでからねぐらを出て禁きん苑えんに侵しん入にゆうし、日が昇のぼる前にねぐらに着くように引き揚あげるのだろうと、彼は言った。

　殭キヨン屍シーの拠きよ点てんを突つき止めようと、彼らのあとをつける途と中ちゆうで青蓮を発見したとのことだった。

　飛龍禁軍の兵舎は、大明宮の北の城壁と、禁苑の間の森の中にあった。青蓮が破は壊かい音を聞いた場所である。

　堅けん牢ろうな兵舎は、窓が破れたり、戸が壊こわれていたりした。外がい壁へきには人の爪つめで引っ搔かいたようなあともあった。

「彼らの目的は、羅刹天像だと思う。ま、あれだけのお宝なら、誰だれが襲おそってきても驚おどろかないけど、問題はね──」

　朱虎は、兵舎の一室へ青蓮と黒麒を案内する。

　そこには、いくつもの寝しん台だいが並べられ、何人もの兵が、苦しげに呻うめきながら横たわっていた。それぞれ手や足に包帯を巻いている。中に、顔の半分の肌が灰色に変色している兵を見つけて、青蓮はギョッとした。

（この肌の色……、殭キヨン屍シーと同じ……）

　燭しよく台だいの明かりを頼たよりに、他ほかの兵を見ると、みな一様に、包帯の周囲の肌が灰色に変じている。

「殭キヨン屍シーに嚙まれたんだ。で、何日かするとそいつも殭キヨン屍シーになってしまうんだ」

「え──!?」

　青蓮はバッと黒麒を振ふり返った。

　黒麒は、顔をしかめて「参ったな」とボリボリ頭を搔いた。

「黄こう豹ひようも嚙まれた。君にそれを治してもらいたいんだけど」

「僕が!?　どどどどうして僕が!?」

「君は羅刹天の秘術が使えるんでしょ？　だから羅刹天像を盗ぬすんだんじゃないの？」

　朱虎に言われ、青蓮はポカンと口を開けた。







「羅刹天像には、いかなる病をも治す力があると、私は聞いている」

　おみくじ愛好家、飛龍禁軍の校尉である黄豹は、冷れい徹てつな声音でそう言って、卓たく子しの上の黄金像に目をやった。羅刹天像縁えん起ぎの巻物と青蓮の布ぬの袋ぶくろも一緒に置かれている。

　青蓮と黒麒、黄豹、朱虎は、一つの卓子を囲んでいた。

　黒麒は、黄豹とは目を合わせたくないのか、非常に不快そうに横を向いて、足を組んでいた。殭キヨン屍シーに嚙まれた右のふくらはぎは、脛すね当あてを外し、代わりに包帯が巻かれている。

　黄豹の右のふくらはぎにも包帯が巻かれていた。宿敵とおそろいなのが黒麒には気に入らないのかもしれない。

　朱虎は茶々を膝ひざに乗せて、彼女の頭をまだ愛いとしげに撫でている。

「いかなる病……。そうだったんですか……」

　黄豹の話を聞いて、青蓮は複雑な気持ちだった。それならそうと、三さん蔵ぞうはなぜそう言ってくれなかったのだろう。金かね儲もうけのためではなくてよかったが。

「とある高貴な方が病を得て、羅ら刹せつ天てん像ぞうの秘術でなければ治せないとのことだった。その方の側近が、極ごく秘ひに大だい慈じ恩おん寺じと交こう渉しようしたようだが、大慈恩寺では、そんな像はないと言い張り、私たちに盗み出すよう命令がくだったのだ」

　その大慈恩寺は、落らく雷らい以来、屋根の修理を理由に立ち入り禁止になっていた。怪あやしいと思い、下見を兼かねて様子を探さぐりに行った時に、青蓮と会ったとのことだった。

「有徳の高僧に会えてよかった。おみくじでは白色が吉きちと出たのだが、君が白い小猿を連れてやって来るという意味だったのだろう」

　黄豹は、大おお真ま面じ目めにそう言って、竹たけ筒づつをシャカシャカと振った。

「その、高貴な方とはどなたなのですか？　急いで治ち療りようしなくていいのですか？」

　大慈恩寺で彼らに羅刹天像を奪われてから、すでに五日が経過している。なぜ、羅刹天像がまだここにあるのか青蓮は不思議に思った。

「羅刹天像の秘術が使える法師が遊ゆ行ぎよう中で、その法師が長安へ帰き還かんするまで、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんで保管するように命ぜられた。私たちに命じた方は、殭キヨン屍シー襲しゆう撃げきの可能性を見み越こしていたのかもしれんが、未いまだに詳くわしいことは知らせてもらえん。すべては極秘とのことだ」

「何もかもが極秘なのですね……。僕も、何も知らされませんでした。なぜ急に盗めと命じられたのかも……」

「君は玉ぎよく華か寺じの童子だろう？　どなたか高位の法師が重じゆう篤とくな御ご病気ではないのか？」

　黄豹に言われて青蓮は動どう揺ようした。玉華寺の名は出すなと言われたが、今さら隠かくしてもしょうがない。

「……みな様お元気ですが……、なぜ僕が玉華寺の者であると……？」

「おみくじで、前ぜん途とに苦難あり、青玉を持つが吉と出た。青とは青蓮、玉とは玉華寺だろう」

　黄豹は、竹筒からはみ出た細い棒を見せる。

「それに、大だい雁がん塔とうに保管されている秘仏について、詳しく知っているのは、玄げん奘じよう三さん蔵ぞう法ほう師しゆかりの大慈恩寺と玉華寺ぐらいだからな」

（どうしてそんな慧けい眼がんを持っていながら、おみくじを引きたがるんだろ）

　と、青蓮は思ったが、口には出さなかった。

「君は羅刹天の秘術を知っていて、どんな病でも治せるなら、殭キヨン屍シーに嚙まれた傷きずも治せるんじゃないかなって思って、君を連れてきたんだけど、オレの早とちりだった？」

　朱虎は肩かたをすくめて首を傾かしげたが、

「いや、青玉は吉だ。間ま違ちがいない」

　黄豹は言い切った。

「おみくじで吉と言われても……。僕はまだちゃんとした修しゆ行ぎようをしていませんし、秘術も知りません」

　青蓮は黒麒の足に目をやる。

　治したい──。それは切実に思う。

　黄豹と会う前に、青蓮は、兵たちが寝ねかされていた部屋で、黒麒の足の治療をした。

　青蓮はそこでの会話を思い起こす。




　その治療部屋で黒麒の脛当てを外すと、彼のふくらはぎには、小さな丸い傷が二つあった。殭キヨン屍シーの犬歯の痕あとだ。傷そのものは浅く、まったく大したことはなかったが、その周囲が、直径一寸ほどの灰色の痣あざになっていた。

　嚙まれた兵たちの話によると、その灰色の痣は、夜になるとひどく痛み、次し第だいに広がっていくという。そして、痣が顔や頭全体を覆おおうと、一度息絶え、殭キヨン屍シーとして蘇よみがえるとのことだった。今まで、三人の兵が殭キヨン屍シーになったという。

「生き返っても、何も憶おぼえていないんだ。自分の名前も、俺たちが仲間だったこともね」

　その兵は辛つらそうに言っていた。

　生き返った者は、ひどく凶きよう暴ぼうで、手に負えないという。鍛きたえられ、訓練された兵が、正気を失って暴れるのだから、ものすごいことになりそうだ。黒麒が殭キヨン屍シーになることを恐おそれて、死し刑けいが執しつ行こうされなかった理由もわかる。

「その、殭キヨン屍シーになってしまった三人の方たちは、今、どうしているのですか？」

　青蓮が尋たずねると、

「二人は逃にげた。三人目は捕つかまえて、別室へ閉じこめた。野放しにはできないもの。夜明けが近くなったらぐっすり眠ねむってしまったから、そのままにしておいたんだ。で、昼間、見に行ったら、砂になってた」

　朱虎はやるせない表情で、ゆるく頭かぶりを振った。

「伝説の通り、日の光に弱いんだろうね。だから殭キヨン屍シーは、昼間はまったく日の差さない所で眠っているんだと思う」

　首を落とせば滅ほろぶという言い伝えもあるが、ここへやって来る殭キヨン屍シーは鋼はがねの首輪をしてるので、剣けんでは斬きれないとのことだった。

「もうすぐ殭キヨン屍シーになりそうなのが何人もいる。彼らは、自分たちが殭キヨン屍シーになってしまったら、日に当てて滅ぼしてほしいって言ってる。首を落とせば滅ぶかどうか、試ためしてもらってもいいって言うのもいるよ」

　朱虎がそう言った時、

「俺も、殭キヨン屍シーになったら煮にるなり焼くなり好きにしていいぜ。ただし、俺を逃がすんじゃねえぞ。この俺に、人を襲って血をすするような真ま似ねをさせるなよ」

　黒麒は、すっかり覚かく悟ごが決まった様子で、青蓮に頼たのんだのである。




（黒麒を殭キヨン屍シーにするわけにはいかない。嚙かまれた兵士たちも助けたい）

　青蓮は黒麒の足に目を留めたまま、膝の上で拳こぶしを握にぎった。

　青白い鬼おに火びの光景が脳のう裏りをかすめる。業ごう火かの中でのたうつ大勢の人々──。

（償つぐないたい……）

「君は梵ぼん語ごが読めるか？」

　黄豹に問われて、青蓮は顔を上げた。

「一応は──」

「この巻物に、おそらく羅刹天の秘術が記されているのではないかと思う。私たちに命じた方は、羅刹天像と一いつ緒しよに、これを手に入れるように言っていたのだ。見てくれないか」

　黄豹は、羅刹天像縁起を卓子の上に広げた。

　それはとても古い物だった。表装は紙製で、それも古びているが、中身はさらに古そうで、紙ではなく、山や羊ぎか何かの皮だった。そこにびっしりと梵ぼん字じが書かれているのだが、墨すみ色いろの文字は色あせ、ところどころ滲にじんだり、消えかかっていたりした。

　青蓮は、それらの文字を丹たん念ねんに目で追っていく。

「内容がわかるか？」

「何とか……でも、知らない単語もありますし、あちこち消えていて……」

　巻物の冒ぼう頭とうには、天てん竺じくの神話が書かれていた。梵ぼん天てん、大だい自じ在ざい天てん、那な羅ら延えん天てん、帝たい釈しやく天てんら神々と阿あ修しゆ羅らの戦いと、疲ひ弊へいした神々が力を取り戻もどすために、海をかき混ぜて霊れい薬やくを作ったことなどが記されている。

（この霊薬が、万病に効くってことかな……？）

　青蓮はなおも読み進め、自分の目を疑った。

（…………まさか……。そんな馬ば鹿かな……）

　文字が消えている部分があるため、正しく文意をとらえていないのかもしれないと、青蓮は最初から読み直した。

「どうしたの？　これに書かれてるの、病を治す秘術じゃなかったとか？　オレ、梵語は日常会話で使う言葉しか知らなくてさ」

　異国の血を引く朱虎は、身を乗り出して、知っている単語を拾い読みする。

「ある意味、病を治す……と言っていいのでしょうか」

　青蓮は、巻物から顔を上げ、黄豹や黒麒、朱虎の顔を見回した。

「ここに書かれているのは、……不老不死をもたらす薬の作り方です」

　しばしの、沈ちん黙もくがあった。言った本人である青蓮も含ふくめ、みんなの目が丸くなった。表情の乏とぼしい黄豹さえも、いつもより目が開いている。驚おどろいていないのは茶々だけである。

「……冗じよう談だん」

　黒麒が呟つぶやいた。

「不ふ老ろう長ちよう寿じゆならまだわかる。けど、死なないって、そんな霊薬、本当にあるわけ……」

　朱虎は、半ば呆あきれた様子で首を振ふった。

「にわかには信じられない。あのお方は、本当に病なのだ。いや、だが、病と偽いつわって不老不死を欲ほつしたのか……。大慈恩寺がひた隠しに隠していたのは、これが理由か。飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんで保管しておけといったのは……」

　ううむと、黄豹は大おお真ま面じ目めな顔で唸うなっていた。

「もしも、不老不死の霊薬が本当に作れるとして、殭キヨン屍シーに嚙まれた連中にその霊薬を飲ませると、どうなるんだろ」

　朱虎は、黄豹の右のふくらはぎに目を落とした。

「薬を用いる場合には、いろいろな条件や注意事じ項こうがあって、そこがちょうど消えていて、よくわかりません。えーと、体調が悪い者や、怪け我がを負った者には、飲ませてはいけないような……。あれ？　灰色の痣と痛みと痺しびれと痙けい攣れん、これは、殭キヨン屍シーに嚙まれた人たちの症しよう状じようでは？」

「そんなことが載のってるの？」

「はい。灰色の痣ができ、それが広がる。首から上が痣で覆われると死に至る。その後、羅ら刹せつと化す──と」

　青蓮も、黒麒、黄豹、朱虎も、一いつ斉せいに黄金の羅刹天像に目をやる。

「その羅刹って、殭キヨン屍シーのことを言っているみたいだよね」

　朱虎は羅刹天像から目を離はなさずに、誰だれにともなく尋ねた。

「羅刹天は、仏に帰き依えして護ご法ほう神しんとなる前は荒あらぶる鬼き神しんで、人を喰くったとも言われています」

　青蓮はうなずいた。

「それで、ここには羅刹は人に戻せないが、羅刹になりかかっている者は人に戻せると……。その方法も書かれています」

　巻物の文字に目を戻し、青蓮はその部分を指さした。

「不老不死の霊薬の作り方に、何で殭キヨン屍シーに嚙まれた場合の治ち療りよう法が載ってんだ？」

　そう尋ねたのは黒麒だった。

「わかりません。あちこち文が抜ぬけてて。それに、ここに書かれている羅刹になりかかっている者というのが、殭キヨン屍シーに嚙まれた者とは言い切れません……」

「わからないことばかりだな」

　黄豹が、険しい表情で呟いた。

「そもそも、なぜ、今年になって、突とつ如じよ、殭キヨン屍シーが出しゆつ没ぼつするようになったのだろう。それに、羅刹天像の存在は極ごく秘ひであり、しかも飛龍禁軍の兵舎にあることは、朝ちよう廷ていのごく一部の者しか知らないはずだ。にもかかわらず、私たちが兵舎に羅刹天像を持ち込んだ途と端たん、殭キヨン屍シーが兵舎を襲おそうようになった」

「殭キヨン屍シーは、誰かに操あやつられていたようですが……」

　青蓮が、殭キヨン屍シーの周囲に術師の気配があったことを話すと、

「それにしても、その術師は、いったいどうやって羅刹天像の存在を知ったのだ？」

　黄豹は眉まゆをひそめる。

「僕の師し匠しようが、急に羅刹天像を盗ぬすめと言い出した理由もわかりません」

　青蓮は浅い溜ため息をついた。

「君とオレたちが、大雁塔でばったり出くわすってのも、できすぎだよね。羅刹天像は百年も前から大雁塔にあったんだもの。不老不死になりたいだけなら、とっくに盗みに行ってるでしょ。つまり、君とオレたちの上司の両方に、羅刹天像がどうしても必要な事情が同時に起こったってことだよね。それってどんな事情だろうね。殭キヨン屍シーを操っている術師と関係あるのかな」

　朱虎も首を傾かたむける。

「今夜、三蔵様──僕の師匠と連れん絡らくをとってみます。どんな事情があるのか、文字の消えている部分に何が書いてあるのか、殭キヨン屍シーに嚙まれた人を羅刹天像の秘術で治せるのか──、訊きいてみます」

　青蓮は、卓たく子しの上の羅刹天像に目を移す。黄金の鬼神は、切れ長の目を軽く伏ふせ、慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮うかべて静かに立っていた。







　夜を待つ間、青蓮は黒麒や黄豹を含め、殭キヨン屍シーに嚙まれた兵たちの手当てをしたり、彼らの症状と、巻物に書かれた羅刹になる過程とを照らし合わせたりした。

「日のあるうちは何ともないのだが、夜になると、この痣あざがひどく痛み、じわじわと広がっていくんだ。その時、足全体は痺れて動かせなくなる」

　足首を嚙まれた兵はそう言った。彼の足は膝ひざ上うえまでが灰色の痣で覆おおわれている。

「あいつは肩かたを嚙まれた。夜になると痙けい攣れんしてひどく苦しがる」

　彼は、顔の半分までが痣に冒おかされた同どう僚りようを指さした。夜に消しよう耗もうするせいか、その兵は昏こん々こんと眠ねむっていた。

　殭キヨン屍シーになって逃にげた二人は、初日に顔を嚙まれ、四日で頭部全体に痣が広がり、死に至ったとのことだ。

（嚙まれた場所が頭に近いほど、早く死んでしまうんだ）

　痣の進み方やその他ほかの症状も、巻物に書かれた羅刹とほとんど同じだ。巻物に登場する羅刹は殭キヨン屍シーとみてほぼ間ま違ちがいない。

（大慈恩寺の付近で、生き返ったっていう人たちも、どこかで殭キヨン屍シーに嚙まれたのかな？　灰色の痣ができて痛がったっていう噂うわさは聞かなかったけど）

　青蓮は巻物を読み返してみたが、嚙まれる以外に人が殭キヨン屍シーになる理由について、肝かん心じんな部分の文字が消えていて、読み取ることができなかった。

　青蓮は取りあえず、顔の半分が灰色の痣で覆われてしまった兵に、光こう明みよう真しん言ごんを唱えてみた。光明真言は、殭キヨン屍シーの力を削そぐことができたからだ。

　真言を唱えると、その兵は目を覚まし、「体が楽になった」と言ったが、痣に変化をもたらすことはできなかった。

　青蓮は、黄豹に頼たのんで香こう炉ろや供く物もつを用意してもらい、衆しゆ生じようの病苦を救うとされる薬やく師し如によ来らいに祈き願がんしたが、結果は変わらなかった。

「すみません……僕はまだちゃんとした修しゆ行ぎようもしてなくて……」

　うなだれる青蓮に、

「いいんだ、ありがとうよ。禁軍兵に志願した時から、死ぬ覚かく悟ごはできている。ただ、どうせなら陛下のために戦って死にたかったねえ」

　兵は、そう言って弱い笑みを浮かべた。







　その日、日暮れと同時に、青せい蓮れんは茶ちや々ちや、黒こく麒き、黄こう豹ひよう、朱しゆ虎ことともに、兵舎の北、禁きん苑えんの森の中へ分け入った。

　青蓮は、茶々だけを連れて行くつもりだったのだが、

「森の中で玉ぎよく華か寺じと連絡ってどういうこと？　危ないってば。殭キヨン屍シーが来るかもしれないよ」

「殭キヨン屍シーの襲しゆう来らいは日暮れから一いつ時とき後だ。まだ猶ゆう予よはある。有う徳とくの高こう僧そうが何か術を使うのだろう。ぜひ見せてもらいたい」

「足の傷？　そんなもん気にするな。金をもらうまでは、お前に死なれるわけにはいかねえ」

　と、三人がついてきたのである。

　禁苑は市街からだいぶ離れているのだが、まだ人々が寝ね静しずまる時刻ではないせいか〈気〉がかなりざわついていた。それでも、一刻ほど歩くと、ある程度〈気〉が安定している場所が見つかり、青蓮はそこで結けつ跏か趺ふ坐ざした。印を結び、真言を唱えて〈識しき〉を飛ばす。

　現れた三さん蔵ぞうの幻まぼろしは、敷しきっぱなしの布ふ団とんの上で、麵めんをすすっていた。先日と同じ寝ね間ま着き姿だ。洗せん濯たくずみの寝間着であることを祈いのるしかない。周囲には汚よごれた茶ちや碗わんや皿、書物がぐしゃぐしゃに積まれていた。

　朱虎はあんぐりと口を開け、黄豹は無表情のまま目を瞬またたいていたが、約束通り声は出さなかった。彼らは、透すき通った人ひと形がたの出現に仰ぎよう天てんしたのだろうか、それとも三蔵があまりにだらしないので呆れかえったのだろうか。

『青蓮！』

　三蔵は、青蓮に気づくと、瞠どう目もくして麵の器うつわを放ほうり出した。

『無事でよかった。この前は、声が聞き取りにくかったので、指示が伝わったか、心配していたんだ』

「取りあえず羅ら刹せつ天てん像ぞうは手元にあります。今、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵舎にいるのです」

『よく聞こえない。君は今、どこにいるのだ？』

　どこか〈識〉の通り道の〈気〉が乱れているらしく、こちらの声がはっきりと届かないようだった。

「飛龍禁軍の兵舎です。時間がないので詳くわしく説明できないのですが、殭キヨン屍シーが羅刹天像を奪うばおうとしているのです。それで、飛龍禁軍の兵が殭キヨン屍シーに嚙かまれて──」

『殭キヨン屍シーだと!?』

　青蓮が言い終わらないうちに、三蔵は愕がく然ぜんとした様子で叫さけんだ。

『死人が生き返ったのか!?　君は殭キヨン屍シーを見たのか!?』

「生き返る現場は見ていませんが、襲われました。僕は嚙かまれませんでしたが、黒麒と、飛龍禁軍の兵が嚙まれてしまって、その治療のことで三蔵様にお訊きしたいことが……」

『もう一度言ってくれ。殭キヨン屍シーを見たのか？　いつ、どこで？　何人が生き返ったのだ？』

　焦あせった様子で、三蔵は矢や継つぎ早ばやに問う。

「昨夜、大たい明めい宮きゆうで。全部の人数はわかりません。あちこちで死人が生き返ったという噂を耳にしましたし、殭キヨン屍シーに嚙まれた人も殭キヨン屍シーになって──」

『すぐに羅刹天像を捨てろ！』

「え？」

　唐とう突とつな三蔵の言葉に、青蓮も、話を聞いていた黒麒や黄豹、朱虎も啞あ然ぜんとした。
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『少しよう陵りよう原げんでも鳳ほう栖せい原げんでもいい。最も結界が厳重な陵を選んで、そこへ捨てるんだ！　巻物も一いつ緒しよに！』

　いつになく険しい表情で三蔵は命じた。少陵原も鳳栖原も、長安南の墓地だが──。

「ま、待ってください。どういうことです？　なぜ急に、そんな……。あの像には、不老不死をもたらす力があるのでしょう？　それを捨てるなんて──」

『青蓮、実は羅刹天像の中に……の危険……殭キヨン屍シーは…………』

　三蔵の声も途と切ぎれがちになる。こちらの〈場〉も乱れ始めたのだ。

「青蓮、殭キヨン屍シーが来る」

　黄豹が森の奥に目を凝こらした。

　彼方かなたで、ざわざわと木々の梢こずえが鳴っていた。あの妙みような〈識〉の気配が微かすかに届く。羅刹天像を捨てなければならない理由を聞いている余よ裕ゆうはない。

「羅刹天像縁えん起ぎに書かれている羅刹とは殭キヨン屍シーのことなのですか？　書かれている修ず法ほうを行えば殭キヨン屍シーに嚙まれた人を治せるのですか？」

　青蓮の問いに、三蔵は切せつ羽ぱ詰つまった様子で何か説明していたが、ほとんど聞き取れない。

『…………君が…………今すぐ……羅刹の呪のろい』

　ぷつりと、そこで声も幻も途切れた。

「三蔵様！」

　青蓮は、三蔵が見えていた場所へ膝ひざを乗り出した。

「とにかく戻もどろうよ。黄豹も黒麒も足に怪け我がしてるし」

　朱虎が急せかした。

　森の奥から、茂しげみをかき分けて走る大勢の足音が聞こえてくる。急いで兵舎に戻らなければ、追いつかれてしまう。青蓮は唇くちびるを嚙んで立ち上がった。
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「青蓮、聞こえるか！　羅刹天像をすぐに捨てるんだ！　修法を使ってはならない！」

　一方の三蔵は、阿あ弥み陀だ如によ来らいの仏像の前に手をつき、なおも言い募つのった。

　しかし、つい今しがたまで仏像の上に見えていた青蓮の幻は消え、彼の〈識〉の気配もなくなってしまった。

「くそっ」

　バン！　と、三蔵は阿弥陀如来が置かれた卓たく子しを手の平で叩たたいた。

　連れん絡らくをとる時は、青蓮からこの阿弥陀如来の仏像に向けて〈識〉を飛ばすことになっている。

　こちらからは連絡がとれない。青蓮の居場所が特定できなければ、〈識〉の飛ばしようがないし、仮に居場所がわかっても、そこの〈気〉が安定していなければ、幻を紡つむぐことはできないからだ。

　青蓮の声は部分的にしか聞き取れなかったが、彼は、長安に殭キヨン屍シーが現れ、羅刹天像を奪おうとしていると言っていた。

　恐おそれていたことが起こってしまったのだ。

　さらに青蓮は、誰だれかが殭キヨン屍シーに嚙まれ、羅刹天像縁起に記されている修法で治せるのか、というようなことを尋たずねていた。

　青蓮は羅刹天像縁起を読んだのだろう。

　あの修法を行えば、殭キヨン屍シーに嚙まれた者を救うことはできる。しかし──。

「だめだ、青蓮。羅刹の呪いは、術者にも降りかかるんだ」
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「冗じよう談だんじゃない、不老不死だよ！　人間の究極の願いだよ！　それに殭キヨン屍シーに嚙まれた連中が治せるかもしれないんだよ。何で捨てなきゃならないのっ！」

　兵舎に戻ると、朱虎が喚わめいた。

「僕にもわかりません。でも、三蔵様があのように仰おつしやるからには、きっと何か深いわけがあるはず……」

　椅い子すに腰こしかけ、青蓮はうつむいて頭かぶりを振ふった。

「私は、羅刹天像を保管するよう命ぜられた。捨てさせるわけにはいかない」

　黄豹は冷厳に言い放つ。

「命令抜ぬきにしても、羅刹天像があれば、才ある者をこの世に留とどめておくことができる。過去の王朝においても、何人もの皇こう帝ていが不老不死を求めた話が伝わっているが、優すぐれた為い政せい者しやが不老不死となって国を治めれば、国も民たみも安あん泰たいだ。どのような理由があろうと、捨てるべきではない」

「三蔵様は、きっとご自分で羅刹天像を捨てるつもりだったのではないかと──。あの方が、不老不死の霊れい薬やく欲しさに盗ぬすめなんて言うわけがないもの……」

　青蓮は、先刻の三蔵の剣けん幕まくを思い起こす。

「青蓮、お前が決めろ。俺はお前に従う。捨てたいなら俺が行ってやるぜ」

　黒麒がおもむろに、卓たく子しの上の、羅刹天像と巻物が入った布ぬの袋ぶくろに手を伸のばし、「だめっ！」と、朱虎が慌あわててそれを抱だきかかえた。朱虎と黒麒の間に火花が散る。

　その時、「殭キヨン屍シーだ！　武器を持っているぞ！」という誰かの叫び声が聞こえた。にわかに辺りが騒そう然ぜんとし始める。

　ガン！　と、厚い樫かしの扉とびらがひび割れた。ひびの間からきらりと光るのは斧おのの刃やいばだ。

「来たね」

　朱虎が鎧よろい戸どの隙すき間まから外をのぞき、「おおっと」と、跳とび退すさる。次の瞬しゆん間かん、鎧戸の板の隙間から矛ほこの切っ先が飛び出してきた。

「今、我が目を疑っちゃったよ。監かん門もん衛えいだ。殭キヨン屍シーになってる」

　朱虎が目を丸くして、窓の外を指さした。

「ここ数日、かなりの数の歩ほ哨しようが、行方ゆくえ不明になったと聞いている。殭キヨン屍シーを恐れて逃とう亡ぼうしたのではないかという話だったが」

　黄豹も立ち上がり、窓の外をのぞいた。

「……もしかして、昨日、城じよう壁へきの上や城じよう楼ろうで亡なくなっていた人たち……」

　青蓮は愕然と呟つぶやいた。

「殭キヨン屍シーに嚙まれて、とことん血をすすられて死んだのかもしれねえな。で、その後、生き返って、仲間入りしたんだろ」

　黒麒が外を顎あごでさす。

「矛も剣けんも使える殭キヨン屍シーか。やっかいだな」

　黄豹は、羅刹天像と巻物が入った布袋を朱虎から受け取ると、懐ふところにねじこみ、剣を抜いた。

　扉には何度も斧が打ちつけられ、間もなく破られようとしていた。

　昨夜の襲しゆう撃げきで壊こわされた窓には、厚い板を打ちつけてあったのだが、それもバリバリと剝はがされる。それらの窓から何本もの灰色の手がニュッと伸び、空を搔かく様を見て、青蓮は小さな悲鳴を上げて、椅子から転がり落ちた。

　次の瞬間、バン！　と扉が蹴け破やぶられ、甲かつ冑ちゆうを身に着け、剣や矛を握にぎった殭キヨン屍シーが、どっとなだれ込んできた。

　朱虎の多た節せつ鞭べんが唸うなった。金属の鞭が一文字に薙ながれ、前列の殭キヨン屍シーが頭を殴おう打だされて吹ふっ飛ぶ。

　しかし、彼らは平然とした表情でゆるゆると立ち上がり、濁にごった目で左右を見回した。羅ら刹せつ天てん像ぞうを捜さがしているのだ。

　青蓮は咄とつ嗟さに定印を結んで、目を閉じる。

「あまねくこの世を照らす毘び盧る遮しや那な仏ぶつに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。光をもたらしたまえ」

　青蓮が真言を唱え始めると、殭キヨン屍シーたちは苦しげに身をよじった。一人の殭キヨン屍シーが真言を止めようと、ガッと牙きばを剝むいて青蓮に襲おそいかかる。しかし、おのれの心の内に意識を研とぎ澄すませている青蓮は気づかない。

「邪じや魔ますんじゃねえ!!」

　ドカッと黒麒が殭キヨン屍シーの腹に拳こぶしをめり込ませる。

「──マニ、ハンドマ、ジンバラ、ハラバリタヤ、ウン！」

　青蓮は、右手を開いて前方に掲かかげ、真言の成じよう就じゆと同時に目を開けた。

　殭キヨン屍シーたちが次々とくずおれていく。

「青蓮、すごーい」

　と、殭キヨン屍シーたちを眺ながめていた朱虎が、ふとその中の一人に目を留めた。その殭キヨン屍シーの体が、ピシピシとひび割れていったからだ。

「俺が、腹を突ついたやつだ」

　黒麒が呆ぼう然ぜんと呟いた。

「やはり、有う徳とくの高こう僧そう──」

　黄豹は無表情でうなずいていた。

（土に還かえっていく……）

　青蓮は、瞠どう目もくしてその様子を見守る。

　ふた呼吸ほどの間に、その殭キヨン屍シーは、完全に砂の彫ちよう像ぞうと化した。わずかな風が肌はだの表面を崩くずし、顔が判然としなくなる。

　ガシャンと、甲よろいが触ふれ合う音がして、青蓮はハッと目を上げた。他ほかの殭キヨン屍シーが、のろのろと起き上がり始めていた。

「なるほど。その呪じゆ文もんはずーっと効いてるわけじゃないんだね。けど、呪文が効いてる間は、滅ほろぼすことも可能なんだ」

　朱虎がそう言って、多た節せつ鞭べんをたぐった時、

「……殺して……くれ」

　と、壊れた扉から二名の殭キヨン屍シーがよろよろと入ってきた。

　青蓮は、二人が黄豹や朱虎と同じ甲を着けていたことに気づいて、息を吞のんだ。初日に殭キヨン屍シーに嚙かまれ、その後、生き返って逃にげたという二人だろうか。

「……殺してくれ」

　光こう明みよう真しん言ごんで正気を取り戻もどしたのかもしれない。人間らしい光を宿した目は、朱虎を見ていた。

「……そんな」

　朱虎は多節鞭を握り締しめ、後ずさる。二人の目が黄豹に移った。

「頼たのむ……禁軍兵として死にたい……黄豹……」

　しかし、その目も光明真言の力が薄うすれるにつれて光を失い、濁った殭キヨン屍シーの目に変じていく。

　黄豹は「わかった」と、痛むであろう足を引きずり、前へ進み出た。

「青蓮、もう一度真言を唱えてくれ」

「……はい」

　青蓮は印を結び、目を閉じて光明真言を唱える。

　唱え終わって目を開けると、二名の禁軍兵は床ゆかに伏ふして、砂の人形と化していた。

　黄豹は剣を片手に、無言で二人を見下ろしていた。彼の表情は変わらなかったが、青蓮にはその立ち姿がひどく辛つらそうに見えた。

　二人以外の殭キヨン屍シーも、朱虎と黒麒が止とどめを刺していく。朱虎は歯を食いしばり、黒麒も非常に不ふ機き嫌げんそうだった。

「……捨てません」

　青蓮は言った。

「嚙まれた人たちを治します。羅刹天像は……捨てません」

　拳を握り、震ふるえる声で青蓮は繰くり返した。
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「ラサ、ラクタ、マーンサ、メーダ、アスティー、マッジャー、シュックラ──」

　床に結けつ跏か趺ふ坐ざし、青せい蓮れんは羅ら刹せつ天てん像ぞう縁えん起ぎに書かれた第一の真言を唱える。

　部屋の中央では、細い薪まきを方形に積んだ火ひ桶おけの中で、勢いよく火が燃えていた。火壇の代わりである。火桶の周囲には小こ鉢ばちが並び、それぞれに浄きよめた水や酒、香こうなどが入っている。

　青蓮の前には、顔の半分までが灰色の痣あざに冒おかされた兵が、胸の上で手を組み、仰ぎよう臥がしていた。

　炎の明かりが、真言を唱える青蓮と、横たわる兵を赤々と照らす。これまで、夜になると痣の痛みに痙けい攣れんしていたその兵は、青蓮が唱える真言により、深く眠っていた。

　殭キヨン屍シーに嚙まれた者は黒こく麒きも含ふくめて十六名いるが、青蓮はまずこの兵に修ず法ほうを用いることにした。灰色の痣に頭部全体を覆おおわれてしまうまでの残り時間が少ないからだ。黄こう豹ひようや黒麒のように、足を嚙かまれた者は、痣が頭部に到とう達たつするまでに、まだしばらくの猶ゆう予よがある。

　この兵に、羅刹天像の修法を試ためしたいと言った時、

「何もしなけりゃ、どうせ殭キヨン屍シーになってしまうんだ。試してくれ。たとえ修法の途と中ちゆうで死んでも、恨うらんだりはしないよ。あんたや他の連中の役に立つんだ。その方がずっといい」

　と、彼はそう言ってくれた。

「アーマパーチャナシローダーラ──」

　羅刹天像縁起に書かれた真言は、第一から第十三まであり、すべて初めて目にするものだった。梵ぼん字じで書かれているので発音はわかるが、意味がわからない。それでも、巻物に従って法力をこめながら真言を唱えると、痛みに苦しんでいた兵は眠った。

　とても深い眠りだった。脈は遅おそくなり、呼吸の回数も減った。体温も下がっている。

（まさか、死んでしまうのでは……）

　と、最初は心配だったが、遅いなりに脈も呼吸も安定した。

　じわじわと広がっていた痣も、動きが止まる。

　次に、青蓮は羅刹天像を手に取った。トプンと、中で液体が動く感かん触しよくが手に伝わる。

　巻物によると、この中の液──羅刹の血というらしい──を熱して薬にするらしいが、何から採取した液なのか、そのことについて書かれている部分が消えていてわからない。

　よく見ると、羅刹天像の首には細い筋が入っていた。

　像の頭を持ってひねると、頭が外れた。途と端たんに不思議な香かおりが辺りに漂ただよう。薔ば薇らのような甘い香に、錆さびた鉄に似た匂においが混じっている。

　像を傾かたむけると、首の穴から赤黒い液がとろりと出てきた。その液を二、三滴てき、白い小鉢で受ける。

「えーと、これに同量の人の血を加え、第二の真言を唱えながらよくかき混ぜ──」

　青蓮は小刀で自分の指に傷をつけ、滲にじんできた血を小鉢に滴したたらせる。

　巻物に書かれた第二の真言を唱えながら、小鉢の液体を匙さじで混ぜていると、兵がうめき声を上げ始めた。眠りをもたらす真言の効き目が薄れてきたのだ。

　青蓮は作業を中止し、急いで真言を唱える。彼が眠ったことを確かめ、小鉢を手に取ると、液は灰色に濁にごって悪あく臭しゆうを放っていた。巻物には、薬は鮮あざやかな赤でなければならないと書かれている。

「手て際ぎわよくやらなきゃだめなんだ」

　青蓮は最初から作業をやり直した。

「次は、第三の真言を唱えながら、泡あわ立だつまで熱する。冷ます間に第四の真言を──」

　修法を行っているというよりは、料理をしている気分だった。実に多くの作業工程がある。料理と異なるのは、作業の度に複雑怪かい奇きな真言を唱えることと、それらの真言を唱えると、ひどく法力を消しよう耗もうすることだった。

　その間にも、兵は時々目を覚まして苦しがった。彼を眠らせる真言も同時進行で唱えなくてはならず、それがさらに青蓮を疲ひ労ろうさせた。

「最後に、第十三の真言を唱えながら、灰色の痣と冒されていない肌との境に傷をつけそこへ……。だめだ、ここがよく見えない」

　できた薬を塗ぬり込む時の注意があるようだが、そこが読み取れない。

　取りあえず、額の痣に恐おそる恐る小刀を当てる。痣と正常な肌はだの境はひどく柔やわらかく、刃やいばが触ふれただけで、ピッと血ち飛沫しぶきが飛んだ。滴る血を布で拭ふき取りながら、指先で傷に薬を塗り込むと、眠っている兵がピクリと痙攣する。

（だ、大だい丈じよう夫ぶかな……）

　青蓮はおののいたが、幸い彼が苦しがる様子も、痣が広がることもなかった。彼の様子を見ながら、頰ほおから首の後ろ、肩かた、胸などの痣の輪りん郭かくを丁てい寧ねいに小刀でなぞり、真言を唱えながら薬を塗り込んでいく。

　東の空が白み始めたころ、ようやくすべての作業が完かん了りようした。

「あとは痣が消えるまで、目覚めさせないようにする……」

　青蓮は額に浮ういた汗あせを拭ぬぐうと、眠りをもたらす第一の真言を唱える。

「お疲つかれ様。どう？」

　真言を唱え終わると、扉とびらの陰かげから朱しゆ虎こが顔を出した。廊ろう下かで青蓮の修法を見守っていたらしい。彼は腕うでに茶ちや々ちやを抱だいていた。

「巻物によると、一昼夜の後、痣が消え始めるらしいです。修法がうまくいっていれば、の話ですが」

　青蓮は弱い笑えみを浮かべた。

「黒麒はどうしています？」

「彼、意外に律りち儀ぎだね。ふくれっ面つらしてるけど、君の言いつけをきちんと守って、部屋でおとなしくしてるよ。一応、黄こう豹ひようが見張ってるけど」

　朱虎は部屋に入ると青蓮の隣となりに腰こしを下ろした。茶々が青蓮の膝ひざに飛び移る。

「うまくいくといいなー」

　彼は、眠っている兵に目を落とした。声こわ音ねは軽かったが、緑の目は真しん剣けんだった。

「はっきり言って自信はない……です。巻物の文はあちこち消えているし、法力の加減もよくわからないし……」

「法力ってのがオレにもあれば、手伝えるんだけど。生皮を剝はぐのうまいんだよ。オレ」

　彼は青蓮に目を移し、ニッと自分を指さした。

（生皮……）

　青蓮は取りあえず笑った。冗じよう談だんだと信じたい。

「最初の襲しゆう撃げきの時、殭キヨン屍シーに嚙かまれたら殭キヨン屍シーになるなんて知らなかったから、撃げき退たいしようとしてみんな結構がんばっちゃったんだよね。黄豹が嚙まれたのもその時」

「黒麒もそうでした」

「君が手に入れた羅ら刹せつ天てん像ぞうを横取りしておいて、仲間を治してくれとか、オレ、虫のいいこと言ってるよね。悪いなーって思ってるんだ、これでも」

「いいえ……。僕が治したいと思ったのですから」

「君、ホント、いい子だねぇ」

「いいえ。全然」

　青蓮はブンブンと頭かぶりを振ふった。

（善行を積んで、いつか許されたいと願っている、浅ましい罪人だ。僕は……）

　表情が暗くなってしまったらしく「どうしたの？　ほめられるのが嫌なお年とし頃ごろ？」と、彼はクスクス笑った。

「少し眠ったら？　彼の目が覚めそうになったら、起こすから」

　朱虎が、傍そばにたたんであった毛布をたぐり寄せ、肩にかけてくれた。

「ありがとうございます……。朱虎さん、優やさしいのですね」

　毛布をかけてもらうなんて初めての経験だ。玉ぎよく華か寺じでは起き床しよう就しゆう寝しんにも厳しい決まりがあったし、昼ひる寝ねをする三さん蔵ぞうに毛布をかけたことはあっても、青蓮がかけてもらったことはない。

「そう見える？　オレはものすごく卑ひ怯きようで利己的な人間だよ。黄豹が──ここの連中が、殭キヨン屍シーに嚙まれたんじゃなかったら、この世が殭キヨン屍シーまみれになったって、知ったこっちゃないって思ってるもの。今だって、茶々姫ひめに嫌きらわれたくないから、君の御ご機き嫌げんを取ってるだけなんだよ」

　朱虎はそう言って笑い、毛布から顔を出している茶々を撫なでた。

「自分で自分のことを卑怯だと口に出して言える人は、誠実なのだと思います」

（本当に卑怯な人間は、自分の罪を口にできないもの……）

　と、青蓮は自分を省かえりみる。

「……青蓮、君は、いいお坊ぼうさんになるよ」

　朱虎は、少し困ったような笑みを浮かべていた。







　兵の痣あざが消え始めたのは、翌日の明け方だった。

　前日の夜は殭キヨン屍シーの襲撃がなく、朱しゆ虎こだけでなく黄こう豹ひようや黒こく麒きも部屋に集まっていた。彼らは、青せい蓮れんが仮か眠みんをとる間に、兵が目覚めないか見ていてくれたのである。

「やった──」

　徐じよ々じよに薄うすくなっていく痣を凝ぎよう視しし、朱虎は呟つぶやいた。

「やはり、君は有う徳とくの高こう僧そうだ。私のおみくじは当たる」

　黄豹は大おお真ま面じ目めな顔でうなずいていた。

　痣が消え始めると、真言を唱えなくても兵は眠ねむり続け、やがて脈みやく拍はくも呼吸数も体温も平常に戻もどった。兵は昼前に一度目覚めたが、痣がまた濃こくなるようなことはなかった。快方に向かっていることは間ま違ちがいなさそうだった。青蓮はほっと胸をなで下ろす。

「今から順に、殭キヨン屍シーに嚙まれた方たちの修ず法ほうを始めます。黄豹さん、すみませんが、白い小こ鉢ばちと匙を人数分用意してもらえますか？　それから、症しよう状じようの重い人や、痣が頭に──」

　と、青蓮は言いかけて、目め眩まいを感じ、床ゆかに手をついた。

「どうした？」

　黒麒が青蓮の顔をのぞき込む。

「ちょっと目が回って……大丈夫です。大したことはありません」

　おそらく寝ね不ぶ足そくのせいだろうと、青蓮は軽く頭を振って、目眩を振り払はらった。







「青蓮、顔色が悪いよ。無理しすぎじゃない？」

　朱虎に声をかけられたのは、他ほかの兵の治ち療りようを始めて三日目のことだった。

「寝不足かも……です。それに、この修法は法力をたくさん使うので……」

　修法は一人につきほぼ丸一日かかるが、殭キヨン屍シーに嚙まれた者は、黒麒を含ふくめて十六名だ。一日一人の割合で修法を施ほどこしていては、手て遅おくれになる者が出てしまう。そこで青蓮は、薬を塗った後の経過観察の時間に、次の者の修法を行うことにした。

　十三種の真言は巻物を見なくても唱えられるようになったし、作業の要領もわかってきたので、最初のころよりは、だいぶ円えん滑かつに修法を行うことができるようになった。

　回復期の兵の容態を見守ったり、火ひ桶おけの火の番や、小鉢などの道具の準備は他の者がしてくれる。しかし、真言を唱えながら行う作業は青蓮でなければできないため、どうしても眠る時間が少なくなってしまうのだ。

「でも、今日、三名の方の治療を終えれば、残っているのは下半身組の方々ばかりですから、少しは余よ裕ゆうができます」

　青蓮は、そう言って回復期の兵を見守っている黄豹と黒麒に目をやった。黒麒が非常に不ふ愉ゆ快かいそうに青蓮を睨にらむ。

「あ、ごめんなさい。あの、急いだ方がいいですよね……」

　夜になれば、足の痣がかなり痛むはずだ。早く治りたいに決まっている。

「いや。急がなくて結構だ」

　答えたのは、黄豹だった。

「私は右のふくらはぎを嚙まれたのだが、痣が広がって、実は今、境界線が微び妙みような位置にあるのだ。後ろは臀でん部ぶの中なか程ほど、前は──」

「言うな！」

　大真面目に説明する黄豹を、黒麒がさえぎった。

「何をいきり立っている。前はへそだが──、へそを傷つけるとお腹なかが痛くなると、母から厳しく禁じられているのだ。境界線がへその上まで行くのを待ってもらいたい」

「お腹……ですか。わかりました」

　へその皺しわを切るのは確かに難しそうだ。境界線が腹の平らな部分にくるまで待とう。

「それに、あの夜以来、君の光こう明みよう真しん言ごんを恐おそれているのか、殭キヨン屍シーが襲おそって来なくなったが、昏こん睡すいするのはやはり不安だ。私の治療は、他の兵が回復してからでいい」

　黄豹のとても納なつ得とくできる理由説明に「俺もだ」と黒麒が仏ぶつ頂ちよう面づらで賛同した。

　その時、「青蓮さん、来てください。林りん尚しようの様子が変だ」と、隣りん室しつから声があった。林尚は手を嚙まれ、傷は大して深くなかったのだが、痣の広がり方が異様に速かったので、早めに修法を施した兵だ。

「今、行きます」

　青蓮は持っていた小鉢を床に置き、立とうとした。途と端たんにぐらりと景色が傾かたむき、目の前に薄い闇やみが下りる。倒たおれかかる青蓮を、朱虎がサッと手を伸のばして支えた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ただの立ちくらみです。大したことはありません」

　青蓮は視界の薄うす闇やみが去るのを待って、隣室へ行った。

　林尚は全身を痙けい攣れんさせていた。のけぞり、拳こぶしを胸に引きつけて、足を突つっ張っている。

「大変だ……」

　青蓮は彼の枕まくら元もとで結けつ跏か趺ふ坐ざし、眠りをもたらす真言を唱えた。少しずつ痙攣が治まり、呼吸が静まっていく。

　真言を唱え終わり、「眠ったかな」と青蓮はほっと息をつく。しかし、静かに仰ぎよう臥がする彼は、まだ目を開けていた。急いで彼の手首に指を当て、脈を確かく認にんする。

「そんな……」

　羅ら刹せつ天てん像ぞうの真言によって昏睡させると、脈も呼吸も極きよく端たんに回数が減るのだが、彼はまったく拍はく動どうが感じられなかったのだ。

「……亡なくなってる」

　青蓮が呆ぼう然ぜんと呟くと、背後で見守っていた黄豹と朱虎が、バッと彼の傍かたわらに膝ひざをつき、目をのぞき込んだり、胸に耳を当てたりした。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　青蓮はぺたりと床に座ったまま、ガクガクと震ふるえた。

　死なせてしまった──。

　その思いは、悔かい恨こんというよりは恐きよう怖ふに近かった。

　横たわる林尚の周囲に、あの青白い鬼おに火びが重なって見えた。

　炎の中でのたうつ大勢の人々。地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような怨えん嗟さの声。炎の合間から、無数の黒い人ひと影かげが、血走った目で青蓮を睨みつける。

　──お前が殺した。

　青蓮の喉のどから悲鳴が迸ほとばしった。しかし青蓮は自分が叫さけんでいることに気づかなかった。

　パンと頰ほおをはたかれた。青白い炎と人影が消え、代わりに黒麒の顔が視界に入る。

「しっかりしろ。何を喚わめいているんだ」

「こ、黒麒……」

　目を見開き、荒あらい息をつきながら、青蓮は黒麒を見つめた。混乱が治まらない青蓮には、彼が黒い人影を滅めつし、救いに来てくれたように思えた。

　茶々が青蓮の胸に飛びつき、小さな手を青蓮の首に回して抱だきしめる。次し第だいに心が落ち着いてきた。じわりと目の奥が熱くなってくる。

「すみません……」

　青蓮は悄しよう然ぜんとうつむいた。

「青蓮、君のせいではない。林尚には持病があった。殭キヨン屍シーに嚙かまれた時点で、彼の運命は決まっていたのだ」

　黄豹が言った。

「世の中、そんな何もかもがうまく行くわけがないんだよ。苦しむ時間が少なくて、よかったって、思うことにしようよ」

　朱虎が痛ましげな目を林尚に落とす。

　その場にいた他の兵も、誰だれも青蓮を責めなかった。数々の死線をくぐってきた兵たちは、朋ほう輩ばいの死に動どう揺ようしない。また、青蓮が寝しん食しよくを削けずって、精せい一いつ杯ぱい修法を行っていたことも十分に承知していた。

　それでも、彼らの言葉で、青蓮の心が慰なぐさめられることはなかった。

（死なせてしまった……僕が……）

　青蓮は、左手で布の上から右の前ぜん腕わんを押さえた。消えない罪の象しよう徴ちようがそこにあった。

　その日から、青蓮は以前にも増して修ず法ほうに精力を注いだ。回復期の兵から目を離はなさなくなり、仮か眠みんも取らなくなった。

　鬼き気き迫せまる表情で真言を唱え続ける青蓮に、黒麒が「死ぬぞ」と何度も止めたが、青蓮は聞かなかった。







「下半身組も回復期に向かった。あとは俺と黄豹だけだ。境界線が微妙な場所を完全に越こえるまで、どうせあと一晩はかかる。今のうちに風ふ呂ろに入って、寝ねろ」

　黒麒に担かつぎ上げられ、風呂場へ連れて行かれたのは、二日後だった。

「で、でも、また誰かの容態が悪くなるかもしれないし……」

　青蓮は黒麒の肩かたに腹ばいになったまま、抵てい抗こうを試みたが、体に力が入らなかった。

　今回ばかりは、茶々も味方をしてくれなかった。我が意を得たりといった表情で、黙だまって見送っている。

「お前が見ていようが見ていまいが、ぶり返すやつはぶり返すんだ。何かあったらすぐに報しらせてやる」

「のんびり風呂に入る気にはなれません……」

　また誰かが死んでしまうのではないか──そんな恐怖が心にこびりついていて、修法を施ほどこした者たちから目を離したくなかった。

「明日は黄豹と俺の治ち療りようだ。そんな汚きたねえやつに薬なんか塗ぬり込まれたかねえよ。この俺がそう思うんだから、几き帳ちよう面めんな黄豹なら尚なお更さらだろ」

　言われてみれば、衣類だけでなく顔や髪かみにも飛び散った血がこびりついている。手だけは修法の度たびに洗い清めているが、確かに不衛生かもしれない。

「わかりました。風呂に入りますから、下ろしてください……」

　強ごう引いんに服を剝はがされてはたまらない。右みぎ腕うでに巻いてある布を取られるのは困る。

　青蓮は、黒麒の肩から下り、よろよろと柱にすがるようにして、風呂場の戸をくぐった。

「……見ないでくださいね」

「誰が野や郎ろうの裸はだかなんかのぞくか」

　バンと、荒あら々あらしく戸が閉まる。

（やっぱり少し眠ねむらないとだめかな……）

　ひどくだるく、服を脱ぬぐのも難なん儀ぎだった。こんな体調では、黄豹や黒麒に修法を施す時に、真言を唱え間ま違ちがったり、手元が狂くるったりするかもしれない。

　服を脱ぎ、青蓮はのろのろと浴よく槽そうに向かう。兵が風呂に入るのは夕刻だが、昼前だというのに、大きな浴槽にはなみなみと湯が張られ、隣となりの蒸むし風ぶ呂ろからも湯気が立っている。青蓮のために、誰かが準備してくれたのだろう。

　顔や髪についた血を落とすのも面めん倒どうで、青蓮はそのままトプンと浴槽に浸つかり、そこで髪を解ほどいた。

（……疲つかれた）

　異常なだるさだ。目の焦しよう点てんが定まらず、軽い吐はき気もある。今まで夢中で気づかなかったが、法力が尽つきかけているのかもしれない。

（眠れば、きっと法力も回復する……）

　どっこいしょと、浴槽から上がり、ぬか袋ぶくろで体をこすろうとして青蓮は目を瞠みはった。

「何、これ──」

　胸から腹にかけて、ポツポツと、灰色の発はつ疹しんができていた。とても小さいが、殭キヨン屍シーに嚙まれた者にできる痣あざとよく似ている。

　嚙まれた憶おぼえはないし、第一、発疹状というのが変だ。それに、殭キヨン屍シーに嚙まれてできる痣であれば、夜は痛むはずだが、この発疹が特に痛んだことはない。今までこんな発疹があることに気づかなかったぐらいだ。

　その時、「おい、青蓮」と、黒麒が風呂場の戸をバッと開けた。

「キャー！」

　びっくりしすぎて、青蓮は思わずぬか袋を抱かかえて身を縮めた。

「何がキャーだ。信じらんねえやつ」

　黒麒の眉み間けんにグッと皺しわが寄る。

「みみみ見ないでくださいって、言ったじゃないですか」

　発疹はともかく、右腕は見られたくない。

「見に来たわけじゃねえ。着き替がえを持ってきただけだ」

　黒麒は不ふ機き嫌げんそうな顔のまま、青蓮の目の高さに合わせて、その場にしゃがみこんだ。

「青蓮」

「は、はい」

「お前、ここの連中が敵だってこと、わかってんだろうな」

　彼は、声を潜ひそめてそう言った。

「……一応は……」

「誰だって死ぬ時は死ぬ。お前がそんな必死になることはねえんだ」

「え……？」

　一いつ瞬しゆん、意味がわからず、青蓮は目を瞬またたいたが、林尚の一件で落ち込んでいる自分を慰めに来てくれたのだと気がついた。

「は、はい。ありがとうございます……」

　罪の意識に苛さいなまれていた心に、彼の優やさしさが染しみた。目の奥がじわっと熱くなる。

「礼を言われる筋合いはねえ。今、お前に死なれたら、あとが面倒だからだ」

　黒麒は渋じゆう面めんを作って立ち上がり、

「お前、背中も汚よごれてるぞ。よく洗っとけよ」

　彼は着替えを置くと、さっさと風呂場を出て行った。

（背中も？）

　青蓮は肩かた越ごしに背中に目をやったが、よく見えない。

（何かの病気かな。熱があるような感じはないけど……）

　発疹といえば、すぐに頭に思い浮うかぶのは、はしかや水みず疱ぼう瘡そうだが、幼いころの記き憶おくがないので、子どもの時にかかったかどうかわからない。

（だるいのは、このせいかな……）

　法力が回復すれば、自然に治るだろうと、青蓮は深く考えないことにした。







「黄豹さん、はしかとか水疱瘡とか、そういうのはおすみですか？」

　彼を治療する前に、青蓮は尋たずねた。林尚が死んだのは、持病を持っていたところへ修法を施したことが原因だ。万一、黄豹に病気をうつしてしまったら同じことが起こる恐おそれがある。

「はしかは四歳の三月五日、水疱瘡は五歳の二月十二日、おたふく風か邪ぜは同じく五歳の四月七日、百日ぜきは──」

　彼は、いつ何の病気にかかったか、すべて記憶していた。

「幼少のころの私は、虚きよ弱じやくだったのだ。うつる病はほとんど罹り患かんずみで、抵抗力がついている。おかげで最近では風邪一つ引かん。合がつ併ぺい症しようを心配しているのか？　安心するがいい。本日のおみくじで、朝日を拝めば一日大過なし、と出たので、朝日に向かって三拝してきた」

「……そうですか、よかったです」

　抵抗力の部分では安心したが、本気で朝日に三拝してしまうことについては、少し不安だ。

「では、頼たのむ」

　黄豹が上半身の服を脱いだ。痣の境界線は、へそ上二寸ぐらいの位置で、腹をきれいに一周していた。これなら小刀で境界線をなぞるのも楽そうだ。

　彼が仰ぎよう臥がすると、青蓮は眠りをもたらす真言を唱えた。

「ラサ、ラクタ、マーンサ、メーダ──」

　ところが、真言の途と中ちゆうから、胸と背中に鈍にぶい痛みを感じるようになった。灰色の発疹がある辺りだ。痛みは次し第だいに鋭するどく強くなっていく。やがて、痛みに気を取られて、心の奥底に漂ただよう光の粒つぶ──法力を集めることができなくなった。

（何なんだろ？　水疱瘡は、かさぶたになる時に痛むっていうけれど）

　青蓮は真言を止めた。真言とは法力に方向性を持たせるものなので、唱えても法力が引き出せなくては意味がない。

「どうしたのだ？」

　黄豹が上半身を起こした。

「集中できなくて……、少し待ってください」

　青蓮は印を結び直し、薬やく師し如によ来らいの真言を唱えた。痛みが少しずつ引いていく。

「すみません。最初からやり直します」

　その後は、発疹が痛むこともなく、黄豹への修ず法ほうは、おみくじの通り大過なく終わった。

　あとは、深く眠らせたまま、目覚めさせないようにし、痣が消えるのを待つだけだ。

「青蓮、ありがとう。ホント感謝してる」

　朱虎は相棒の殭キヨン屍シー化を相当心配していたのだろう、いたく感激し、「お礼に、茶々姫ひめを梳くしけずってあげるね」とのことだった。茶々は『それって、あなたが楽しいだけじゃない？』とでも言うように、首を傾かしげていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　顔が青いよ。どこか具合が悪いんじゃない？」

　たらいに張った水で手を洗っていると、茶々の背中に櫛くしを当てている朱虎に声をかけられた。

「大したことはありません。法力の使いすぎだと思います。僕はまだ未熟で……」

　青蓮は弱い笑えみを浮かべる。体がひどく重かった。夕べは眠ねむったので、法力も体力もある程度回復したのだが、黄豹への修法で、また消しよう耗もうしてしまったらしい。

「黒麒、あなたの番です。服を脱いで──」

　彼のための小こ鉢ばちや匙さじを準備しようと立ち上がった時だった。青蓮は、突とつ如じよ吐はき気に襲おそわれて口を押さえた。冷や汗がどっと噴ふき出し、目の前が暗くなってくる。

「青蓮!?」

　駆かけ寄ってきた黒麒の腕に倒れ込み、青蓮はそれきり意識を失った。
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（青蓮、どこにいる）

　その日も、三蔵は、卓たく子しの上の阿あ弥み陀だ如によ来らい像ぞうに向かって真言を唱え、〈識しき〉を飛ばした。

　最後に青蓮が連れん絡らくしてきた時、背景に森が見えた。

（禁軍がどうのと言っていた。興こう慶けい宮きゆう、芙ふ蓉よう園えん、太たい極きよく宮きゆうか、あるいは大たい明めい宮きゆうの内ない苑えん……）

　三蔵は心当たりの場所に、次々と〈識〉を飛ばす。さすがに人が大勢いる場所は〈気〉が乱れて、幻まぼろしを紡つむぐことまではできないが、高い法力を持つ三蔵は、〈識〉が飛んだ先の気配を読むことができた。青蓮の位置が特定できれば、合図ぐらいは送れる。

　三蔵は、青蓮に合図を送って、こちらに連絡を取らせたかった。

（羅ら刹せつ天てん像ぞうを捨てていればいいが……）

　あまり期待はできない。青蓮のことだ。誰だれかが殭キヨン屍シーに嚙かまれたとなれば、修法を施ほどこさずにはいられないだろう。一人二人ならいい。青蓮にはそのぐらいの法力はある。しかし、大勢の人間に修法を施すのは無理だ。

　三蔵の脳のう裏りには、羅刹天像縁えん起ぎに書かれたある一いつ項こうが、繰くり返しよぎっていた。文字が消えてしまったため、過去に何人もの力ある法師が命を落とす原因となった一項だ。

　──羅刹の呪のろいは血に宿る。体に灰色の発はつ疹しんが出現した後は、修法を行ってはならない。

（どうしても、青蓮に伝えなければ……）

　三蔵は歯がみしながら、青蓮の居場所を探さぐる。

（いた）

　何度目かに〈識〉を飛ばした先に、青蓮の気配があった。大明宮の北、禁きん苑えんの中だ。

（頼む。気づいてくれ、青蓮──）

　三蔵は、必死で青蓮に呼びかけた。
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「青せい蓮れん！　青蓮！　聞こえるか、返事をしろ！」

　呼びかけられて、青蓮は薄目を開けた。三さん蔵ぞうの声のような気がしたが、目に入ったのは、心配げな黒こく麒きと朱しゆ虎こ、そして茶ちや々ちやの顔だった。

「よかった、気がついた──」

　朱虎がほっと安あん堵どの息を漏もらす。

「……僕、気を失っていたのですね……」

　青蓮はのろのろと体を起こした。

「寝ねてろ。俺の修法はあとでいい。痣あざが頭まで上ってくるのはまだ先だ」

　黒麒は青蓮の肩かたを押さえたが、

「いいえ。大丈夫です。すぐに始めましょう」

　青蓮はその手をのけて、起き上がった。途と端たんに目め眩まいと吐はき気が襲ってきたが、青蓮はそれに耐たえた。

　もう夕刻だ。夜になれば黒麒の痣が痛み始める。それが気の毒という理由もあるが、青蓮は黄こう豹ひようと黒麒の回復の時間に、あまり差をつけたくなかった。

　死し刑けい確定の黒くろ鉄がねの狼おおかみが、ここで自由に振ふる舞まっていられるのは、雇やとい主である青蓮が禁軍兵の命を握にぎっているからだ。しかし、兵への修法はすべて終わっている。黄豹が完全に回復すれば青蓮は用済みだ。その時に、黒麒が動けない状態であるのはまずい。捕つかまって大だい理り寺じ獄ごくに戻もどされ、いずれ処しよ刑けいされてしまう。

　黄豹も朱虎も、他ほかの飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵たちも、みないい人だが、脱だつ獄ごく囚しゆうを見み逃のがしはしないだろう。

　青蓮は、黒麒を死なせたくなかった。どうしても玉ぎよく華か寺じに連れて行きたかった。

「いいか。俺が眠っている間、絶対、無理すんじゃねえぞ」

　自分の立場を承知しているのだろう。黒麒はそう言い置いて服を脱ぬぎ、仰ぎよう臥がした。

　彼を深く眠らせ、青蓮は、羅刹天像の中の赤黒い液を白い小鉢に滴したたらせる。

（次は、同量の人の血）

　これまでの修法で、青蓮の左手は傷だらけだった。どれも傷口はふさがっているが、軽い炎えん症しようを起こして赤く腫はれている。その赤く腫れた指に小刀を当てようとして、ふと、三蔵の気配を身近に感じた。

　──よせ！　羅ら刹せつの呪いがお前に降りかかる！

　声が聞こえたような気がして、青蓮は真言を止め、辺りを見回した。けれど、どこにも三蔵の幻は見えない。そもそもこの兵舎は〈場〉が安定していない上、まだ人々が活発に動いている時刻だ。もしも彼が〈識〉を飛ばしてきたとしても幻を紡ぐことはできないだろう。

（連絡を寄こせってことかな）

　しかし、深夜にならなければ連絡はとれないし、そのころには黄豹と黒麒が目覚めないように、眠りをもたらす真言を時折は唱えなければならない。森の奥までは出かけられない。

（心配かけて申し訳ありません）

　青蓮は心の中で三蔵に詫わび、真言を再開した。

　あらためて小刀を指の先に当て、浅く傷をつける。ズキンと痛んだのは、指ではなく胸と腹の発はつ疹しんだった。

（こんな時に──）

　青蓮は心の中で舌打ちをした。この作業は手て際ぎわよくやらなければ、薬が変質してしまう。

　痛みから意識をそらし、青蓮は真言を唱えながら、指から滲にじみ出る血を小鉢に滴らせた。
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　真の闇やみであった。

　湿しめった土の匂においが、微かすかな風に乗ってやってくる。時折、遠くで水の滴る音が響ひびく以外に物音はしない。

　もしもわずかでも明かりがあれば、ここが四方を岩に囲まれた洞どう窟くつであることや、地面には、おびただしい数の人間が横たわっていることが見てとれたであろう。そして、その人間たちの肌はだが、この洞窟の岩と同じ、乾かわいた灰色であることも──。

　それらの人間たちの首には、すべて鋼はがねの輪がはめられていた。

　彼らは目を閉じ、だらりと手足を投げ出していた。微び動どうだにせず、寝ね息いきの音も立てず、思い思いの姿勢で、ただ横たわっている。

　その中で、一人だけ起きている者があった。

　彼は、灰色の道服の上から、灰色の頭ず巾きんつきの外がい套とうを羽織っていた。岩の上に腰こしかけ、じっとうつむいている。

　その道士が、ふと顔を上げた。

「ほう、このような時刻に、誰ぞが〈識しき〉を飛ばしておる」

　目ま深ぶかにかぶった頭巾の内から、低い声が漏れる。

　道士はじっと耳を澄すまし、ふっと微笑して、「三蔵か」と呟つぶやいた。

「まあよい」

　彼は、地面に横たわる生ける屍しかばねに目を移す。殭キヨン屍シーたちが次々と起き上がり始めていた。外界から日の気配が消えたのだ。

「あの小こ僧ぞうが我が下げ僕ぼくとなるのは時間の問題だ。今ごろ動き始めたところで、間に合うまい」

　道士は、殭キヨン屍シーたちの背を見送りながら、喉のどの奥で笑う。

　殭キヨン屍シーたちはのろのろと立ち上がると、無言で一方向に歩き始めた。

「今は下僕を増やさねばな。羅刹天像を奪うばうのはそれからだ」

　おびただしい数の殭キヨン屍シーたちは、洞窟を出ると、獲え物ものを求めてそれぞれ散っていった。
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　月も星もない暗い空に、悲鳴と怒ど号ごうに混じって、矢や羽ば根ねが風を切る音や、剣けんが打ち合わされる音が渦うず巻まく。

　──逃にげなさい！

　女が叫さけんだ。髪かみの短い、粗そ末まつな麻あさの衣ころもを着た女だった。

　背後から、矛ほこを持った甲かつ冑ちゆう兵が、追いかけていた。女の肩に兵の手がかかり、女は引き倒たおされる。

（やめて！）

　甲冑兵は女を押さえつけると、ガッと口を開け、異様に尖とがった犬歯を、女の喉に突つき立てた。

　鮮せん血けつが飛び散った。兵はその血を、音を立ててすする。

（やめて、やめて！　誰か助けて！）

　兵が顔を上げた。顎あごから血を滴らせたその兵の肌は、乾いた灰の色をしていた。

（やめてーっ！）

　絶ぜつ叫きようと同時に、視界が、青白い鬼おに火びに覆おおわれた。




　青蓮はバッと跳はね起きた。

「びっくりした。青蓮、どうしたの？」

　朱虎が振り向いた。

「夢……？」

　汗あせで額に貼はりついた髪を搔かき上げ、青蓮は辺りを見回した。

　卓たく子しの上のろうそくが、すでに見慣れた飛龍禁軍の小部屋を照らしている。床ゆかには、黄豹と黒麒が並んで眠ねむり、その傍かたわらで朱虎が壁かべに背を預けて座っていた。青蓮の足元では、茶々が寝ぼけ眼まなこで青蓮を見上げている。

（そうだった……。黒麒の治ち療りようが終わって、仮か眠みんしていたんだっけ）

　青蓮は顎から滴り落ちる汗を手の甲こうで拭ぬぐった。

「なんて顔してるの。いったいどんな夢を見たの？」

「いえ、その……殭キヨン屍シーに追いかけられる夢を……」

　甲冑をつけた殭キヨン屍シー兵だったとは言えない。実際に殭キヨン屍シーになってしまった兵がいるので、笑い話にはできない。

「夢の中で、光こう明みよう真しん言ごんを唱えればよかったじゃない」

「それは思いつきませんでした……」

　青蓮は弱い笑えみを浮うかべた。

　夢の中の自分は、真言を唱えずに青白い鬼火を喚よんでいた。青蓮は、布を巻いた右の前ぜん腕わんに目を落とす。

（何であんな夢を……）

　妙みように臨場感のある夢だった。殭キヨン屍シーになりかかった禁軍兵に修ず法ほうを施ほどこしたことと、黒麒が治ったら、この兵舎から逃げ出そうと考えていることが、失った記き憶おくと混じって、あのような悪夢になったのだろうか。

（でも……何で、女の人と一いつ緒しよに逃げてたんだろ？　あの人は、誰だれ……？）

　なぜか胸が痛んだ。身近な人だったのだろうか。思い出したいが、考えれば考えるほど、記憶は遠のいていく。

「どうしたの？　悪夢から立ち直れない？」

「いいえ……黒麒と黄豹さんの様子はどうですか？」

　青蓮は思い出すことを諦あきらめて顔を上げた。

「特に問題なし。もう少し寝ねたら」

「ありがとうございます。ちょっと水、飲んできます」

　青蓮は立ち上がろうとして、軽い目め眩まいに襲おそわれた。

（薬やく師し如によ来らいの真言の効き目が、切れかかってるんだな）

　胸と背中にも重い痛みがある。これも悪夢の一因だろう。

　青蓮は手て燭しよくを持ち、部屋を出た。茶々があとからついてくる。

　厨房へ行って水みず瓶がめの水を飲み、ついでに汗を拭ふこうと、手燭を卓子に置く。

　衣の襟えりをはだけ、青蓮は瞠どう目もくした。胸から腹まで一面に灰色の痣あざに覆われていた。しかも、痣は蠢うごめきながらじわじわと面積を広げている。

「キキキッ」

　茶々がうろたえた様子で、青蓮の周りを飛び回った。

（これって……）

　青蓮は急いで衣服を脱ぬぎ、くまなく全身を調べた。痣は脇わき腹ばらから背中へ続き、背中は見えないが、感かん触しよくとしては肩けん胛こう骨こつの下辺りにまで広がっているようだ。

　痣は、手足にまでは広がっていないが、黒麒に修法を施した時に切った左の指が、灰色に変じていた。

「羅ら刹せつの呪のろい……」

　青蓮は唐とう突とつに、そう言っていた三蔵の声を思い出した。







「腹減ったー」

　黒麒が目覚めたのは、何と黄豹よりも早く、翌日の夕刻だった。

　普ふ通つう、修法を施された後、痣が消え始めるまでの一昼夜は、目覚めないように青蓮が真言を唱える。痣が薄うすくなり始めてから、完全に消失するまでは四、五日かかり、その間は真言がなくても自然に眠っている。ところが黒麒は、丸一日経たたないうちに痣が薄くなり始め、それから間もなく目を覚ましたのである。

　しかも、他ほかの人は、目覚めても、消しよう耗もうしきっていてすぐには動けなかったのだが、彼は目を開けた途と端たんに大きく伸のびをして、「腹が減ったから、何か食うもん探してくる」と、起き上がろうとしたのだ。

「だめですよ。安静にしていなくては。他の方が眠っているのは、殭キヨン屍シーになりかかった体を、人に戻もどすために消耗した体力を、回復させるためなのですから」

　青蓮は強ごう引いんに彼を寝かしつけた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。別に、消耗した感じはねえし」

　黒麒は、コキコキと首を回し、「人間じゃない……」と、朱虎は目を丸くしていた。

「それに、痣が完全に消えるまで、食べてはいけないのです。痣は、肌だけでなく内臓にもできているのですから。水で我が慢まんしてください」

「水じゃ、腹は膨ふくれねえ。俺の痣はへそ下までだったんだ。少しぐらい食ってもどうってことねえだろ」

　黒麒は非常に不ふ機き嫌げんそうだった。空腹の狼おおかみを怒おこらせるのはまずい。

「では、夜半まで様子を見て、異常がなさそうなら僕がお粥かゆを作ってあげますから……って、いきなり目が覚めた時点で、すでに異常なんですが──」

　言いながら、青蓮は顔をしかめた。痣が引きつれるように痛み出したのだ。

　見れば、窓の外が真っ暗だった。そういえば、殭キヨン屍シーに嚙かまれた者たちも、日の気配がなくなると苦しみ出した。

「どうした？　お前、俺が眠ってる間、また全然眠らなかったとか？」

「いいえ。眠りましたし、お風ふ呂ろにも入りました。水、持ってきます」

　青蓮は頭かぶりを振ふって、厨房へ駆かけ込んだ。

（痛たた。これ……結構、きつい）

　床に膝ひざをつき、青蓮は喘あえいだ。下半身組の黒麒と黄豹は、痛みを顔に出さなかったが、禁軍の猛も者さたちが呻うめくのも無理はない。

（黄豹さんが治るまでは、黒麒に知られるわけにはいかないな……）

　青蓮はその場で結けつ跏か趺ふ坐ざし、薬師如来の真言を唱えた。痛みは和やわらいだが、代わりにひどくだるく、目眩と吐はき気も襲ってきた。法力が尽つきかけているらしい。

「青蓮、ちょっと来て」

　朱虎に呼ばれた。

「今……行きます」

　青蓮は、茶ちや碗わんに水を入れ、部屋へ戻った。

「黄豹が目を覚ましそうなんだ。脈も増えてる。でもまだ、痣が消え始めてないんだけど」

　朱虎は黄豹の手首を握にぎっていた。

　黒麒に水を渡わたし、青蓮は黄豹の顔をのぞき込んだ。目は閉じているが、呼吸の回数が増えている。服をまくってみたが、腰こし回まわりの痣も修法を施す前と変わらない。

「黒麒は異常に早かったけれど、黄豹さんは異常に遅おそいですね」

「おみくじじゃ大過なしだったのにね。頑がん固こでクソ真ま面じ目めな性格が、痣にも反映してるとか。きっとこの痣も、平気なふりしてぎりぎりまで踏ふん張るんだよ」

　朱虎は心配そうだった。

「では、黒麒がこんなに早く回復して、早々に目を覚ましたのは、短気だからでしょうか」

　青蓮は黄豹の枕まくら元もとに結けつ跏か趺ふ坐ざし、真言を唱える準備をする。

「彼の場合は、単にお腹なかが空いたからじゃない？　そもそもあれ、人間じゃないし」

「…………では、取りあえず、黄豹さんを眠らせて様子を見ましょう」

　青蓮は心の奥底に漂ただよう、わずかな法力をかき集め、眠りをもたらす真言を唱えた。法力が消耗するにつれて、だるさが増し、目眩と一緒に背筋に悪お寒かんが這はい上がってくる。

　真言を唱え終わり、黄豹の脈を取ってみると、低い回数で安定していた。法力が足りないかと思ったが、無事に深い眠ねむりに戻ったらしい。

「次に目覚めそうな時には、痣が消え始めているといいのですが……」

　荒あらい息をつき、青蓮は首の汗あせを拭ぬぐった。

　今夜は、これ以上、真言を唱えられそうもなかった。







　その夜、黄こう豹ひようは目覚めもしなかったが、痣も消えなかった。

　黒こく麒きは順調にというか、異常に早く回復し、青せい蓮れんは約束通り、彼に粥を作ってやった。

「うま……お前にこんな特技があったとは──」

　彼は、青蓮が光こう明みよう真しん言ごんを唱えて殭キヨン屍シーを足止めした時よりも驚おどろいていた。

　日が昇のぼると、青蓮の痣の痛みは消えた。その分、法力がやや回復し、目眩や吐き気は治まったが、だるさは変わらなかった。

　午後になると、黒麒の痣はすっかり消えて、体力も完全回復したのか、彼は腕うで立たて伏ふせや腹筋運動を始めた。その超ちよう人じんぶりに、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの猛者たちが、「あいつが殭キヨン屍シーにならなくてよかった」と、しみじみ呟つぶやいていた。

　中には「眠ってるうちに、首を刎はねておくべきだったんじゃね」と言う者もいて、不ふ謹きん慎しんながら青蓮は、黄豹がまだ目覚めていなくてよかったと思った。青蓮の役目が終わったら、二人ともお尋たずね者に逆ぎやく戻もどりだ。

（そろそろ逃にげ出す準備をしておかなくちゃ）

　さっそく、青蓮は厨ちゆう房ぼうへ行き、「今日のお夕飯は、僕が作りましょうか？」と、当番兵に申し出た。この兵舎には料理人がいないとのことで、下位の兵士が交こう替たいで食事を作っている。野営の訓練も兼かねているそうで、大たい抵ていは雑ぞう炊すいか、小麦粉を練って焼いた餅もちだ。

「でも、校尉殿どのが有う徳とくの高こう僧そうと呼んでおられるあなたに、そんなことをさせては……」

　若い当番兵は恐きよう縮しゆくしていたが、

「僕は寺の下働きです。料理と洗せん濯たくと片づけと掃そう除じが専門なのです」

　青蓮はにっこり笑って、「お任せください」と、当番兵を厨房から追い出した。

　調理をしながら、米や日持ちのする野菜を少しずつ取り分け、小こぶ袋くろにひとまとめにして、食料貯蔵庫の隅すみに隠かくす。

（水は何とかなるとしても、食料は確保しておかなけりゃ、黒麒が怒り出すものね）

　ここから玉ぎよく華か寺じまで徒歩なら三日はかかる。路銀もないし、手配中の身では、途と中ちゆうの寺の慈じ悲ひにすがることもできない。

「どうぞ召めし上がってください」

　食堂に集まった兵士たちは、青蓮が用意した夕食に目を丸くした。

　何枚もの大皿小皿に、豚ぶたの醬しよう油ゆ煮に、鶏にわとりの五穀炊だき、芹せりの酢す漬づけ、豆と米の蒸むし団子、豆とう腐ふと野菜のあつものなどがきれいに盛りつけられている。

「普ふ段だんは精しよう進じん料理しか作らないので、お口に合うかどうか」

「いや、すげーうまい。こんな御ご馳ち走そうは、陛下の誕生日の宴うたげぐらいでしか食ったことない」

「あんた、皇こう宮ぐうの料理人になれるよ」

　兵たちは、口々にそう言って舌した鼓つづみを打ち、

「ね、茶ちや々ちや姫ひめ。青蓮を連れてオレのとこへ嫁よめに来ない？」

　朱しゆ虎こは、半ば真しん剣けんに茶々に求きゆう婚こんしていた。

　黒麒は無言で、すさまじい勢いで食べていた。心なしか目が潤うるんでいる。

　まだ普通の食事が摂とれない者には、蒸し鶏と葱ねぎの粥を作り、それもとても喜ばれた。

「あれ？　青蓮は食べないの？」

　療りよう養よう中の兵たちの介かい助じよをしてばかりいて、料理に箸はしをつけようとしない青蓮に、朱虎が声をかけた。

「僕は生なま臭ぐさ物ものは食べられないので……、あとで別にいただきます」

　青蓮は笑って答えた。肉や魚を食べないのは本当だが、実はまったく食しよく欲よくがなかった。灰色の痣あざに、内臓も冒おかされているのだろう。試ためしに、兵たちの食事が終わった後、米だけの薄うす粥がゆを作って食べてみたが、すべて吐き戻してしまった。

　日が暮れると同時に、耐たえ難がたい痛みが襲おそってきた。厨房で食器を洗っていた青蓮は、その場に座り込んだ。肌はだも内臓もねじ切られるようだった。じわじわと灰色の痣が広がっていくのがわかる。壁かべに寄りかかり、どうにか結跏趺坐して薬やく師し如によ来らいの真言を唱えると、多少はよくなったが、昨夜ほどの効果はなかった。

（玉華寺には戻もどれないかも……）

　そんなことを思いながら、冷や汗でべとついた顔を洗っていると、

「青蓮、酒はあるか？」

　黒麒が厨房に入ってきた。

　彼は青蓮の顔を見て、眉まゆをひそめ、つかつかと歩み寄ってきた。

「お前、ひでぇ顔してるぞ。どうしたんだ？　具合でも悪いのか」

「悪くありません。ひどい顔とか言わないでください。お酒はだめです。まだ治ったばかりなんですから」

　顔色を見られまいと、青蓮は慌あわてて手しゆ巾きんを取って顔に当てたが、そこでいきなりガシッと腕うでをつかまれる。

　つかまれたのが、布を巻いた右みぎ腕うでだったので、青蓮は思わず彼の手を振り払はらい、後ずさった。黒麒の両眼が、愕がく然ぜんと見開かれる。

「あ、あの、すみません……ちょっと驚いて……」

「お前、何を隠している？」

　黒麒は眉み間けんに皺しわを寄せ、青蓮を睨ねめつけた。

「別に何も……」

　彼の視線に耐えきれず、青蓮は目をそらす。

「少しは俺を信用しろ。俺は雇やとい主の指示には、すべて従うって言ってるだろ。言えよ。何か、まずいことでもあったのか」

「……いいえ……何もありません……」

　目をそらしたまま、青蓮は頭かぶりを振ふった。

「俺にも言えねえのか」

　黒麒は、青蓮の肩かたをつかもうとしたが、そこへ茶々が飛び込んできて、「ギーッ！」と歯を剝むいた。彼は咄とつ嗟さに腕で顔をかばい、一歩後ずさる。

「そうか──わかった」

　黒麒は低い声でそう言うと、プイと踵きびすを返し、厨房を出て行った。

「ごめん、心配してくれてるのは……わかってるけど……」

　灰色の痣のことは言えない。青蓮は、黒麒が出て行った戸口を眺ながめ、苦い思いで呟いた。







　その夜、黄豹は二度、目覚めかけた。

　痣が消え始めるまでは、体温も脈みやく拍はくも上げてはならない。青蓮は、残り少ない法力を必死でかき集め、眠りをもたらす真言を唱えた。

　羅ら刹せつ天てんの真言は多くの法力を消しよう耗もうするせいか、唱え終わった後の痛みは壮そう絶ぜつだった。

　歯を食いしばって、冷や汗を垂らしている青蓮を見て、

「青蓮、大だい丈じよう夫ぶ？　それって法力が消耗したせいなの？」

　朱虎は眉をひそめた。黒麒も険しい顔で青蓮を見つめている。

「お腹なかの調子もよくないんです。ちょっと厠かわやへ行ってきます」

　青蓮はそう言ってごまかし、厨房で薬師如来の真言を唱え、痛みをなだめた。

　ようやく、黄豹の痣が消え始めたのは、翌日の夕刻だった。

「よかったです。体温も脈も正常に戻りましたし、ひと安心です」

　穏おだやかな寝ね息いきを立てている黄豹の顔を見て、青蓮は言った。

　ひと安心の中には、これでもう、真言を唱えなくてもいいという意味も含ふくまれていた。

　しかし、これで飛龍禁軍にとって、青蓮の存在価値はなくなってしまった。

（見み逃のがしてはもらえないだろうな）

　青蓮は、朱虎に暗い眼まな差ざしを送る。

「ホント、本人と同じで、しぶとい痣だったね。心配させたお返しに──」

　彼は、嬉うれしそうにそう言って、赤い墨すみで黄豹の頰ほおに渦うず巻まきを描かき始めた。

「僕、夕ご飯の支し度たくをしていますので、もしも黄豹さんの容態に変化があったら、呼んでください」

　青蓮は朱虎に言い置き、茶々と厨房へ行った。小麦粉を練って、砕くだいた胡桃くるみや干し棗なつめを混ぜ、鉄板で焼く。余分に焼いて、逃とう亡ぼうの際に持って行く食料品と一いつ緒しよに隠しておいた。

（黒麒は調理なんか面めん倒どうがって生米をかじりそうだもの。そのまま食べられる物を持たせてあげなくちゃ。それから、万一のこともあるから、三蔵様宛あてに報ほう酬しゆうのことを一筆書いて、黒麒に持たせておいた方がいいかな）

　青蓮は、玉華寺に戻る前に、自分の命が尽つきることを考え始めていた。

（死ぬ前には、右腕を布で隠し続けているわけを……黒麒に打ち明けたいな……）

　心配してくれる彼の手を、振り払ってしまった。怒おこっているだろうか。

（黒麒に噓うそをつき続けたくないし……）

　彼は真っ直すぐで、誠実だ。こんな自分だが、せめて黒麒の前では誠実でありたい。

（でも……）

　打ち明ける勇気は、まだ湧わいてこない。

（痛たた……また……）

　痣が痛み始め、青蓮は膝ひざをついた。日が暮れたのだ。

　結けつ跏か趺ふ坐ざしようとして、青蓮は床ゆかに倒たおれ込んだ。茶々が小さな悲鳴を上げる。

　床に手をつき、起き上がろうとしたが、腕に力が入らなかった。

「う……」

　痣が喉のどの方に這はい上がってきた。呼吸がままならず、青蓮は喘あえいだ。うろたえる茶々の姿が滲にじんで見えた。
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（黄こう豹ひようが快方に向かったか。潮時だな）

　治ち療りよう部屋の長なが椅い子すにもたれていた黒こく麒きは、おもむろに立ち上がった。頰に赤い渦巻きが描かれた黄豹と、彼のまぶたの上に、太い睫まつ毛げを描き加えている朱しゆ虎こを一いち瞥べつし、黒麒は青せい蓮れんを追って厨ちゆう房ぼうへ向かう。

　黄豹が目を覚ます前には、ここを出なければならない。

　黒麒は、廊ろう下かの明かり取りの窓を見上げた。空には蒼あおい闇やみが落ちていた。夜の生きものが動き始める時間だ。

　あれ以来、殭キヨン屍シーの襲しゆう撃げきはないが、彼らは羅ら刹せつ天てん像ぞうを狙ねらっている。玉ぎよく華か寺じへ向かう途と中ちゆうで襲われる可能性は高い。

　青蓮が光こう明みよう真しん言ごんとかいう呪じゆ文もんを唱えれば、殭キヨン屍シーを倒すことはできるが、どうやら青蓮は法力の使いすぎなのか、何かの病にかかっているのか絶不調だ。

（あんな体で、光明真言を唱えられるのか？）

　黒麒は渋じゆう面めんを作る。それにしても、なぜ青蓮は自分の不調を隠かくすのか。手配中の身であれば、禁軍兵に足元を見られたくないのはわかるが──。

「俺にまで隠すことはねえだろうが」

　声に出して呟つぶやいてから、不ふ愉ゆ快かいだと感じている自分に驚おどろいた。

（なに、むかついてるんだ、俺は。あのお人ひと好よしが心配だっていうのか？）

　あいつかもしれないというのに──。

　最初に護送車から見た時、似ていると思った。けれど青蓮は、単に黒くろ鉄がねの狼おおかみに対する怯おびえしか見せなかった。黒麒という名にも反応しなかったし、平気で羅刹天像奪だつ還かんを依い頼らいした。

　十年も経たてば、顔も体つきも変わる。青蓮はあいつではないのかもしれない。

　しかし、それは青蓮にとっても同じことが言える。

（青蓮は俺を、あの黒麒だと気づいてねえのかもしれねえ）

　それに、右腕に巻いている布──。大だい理り寺じ獄ごくで尋たずねた時、青蓮は怪け我がをしたと言っていたが、あれから何日も経っているにもかかわらず、彼は布を外さない。

（俺は、青蓮があいつかどうか確かめるために、契けい約やくしたんだろうが）

　殭キヨン屍シー騒そう動どうさえなければ、というか、小こ猿ざるの邪じや魔まさえ入らなければ、とっくに布を外して確かめていた。

　なのに今、青蓮が病を打ち明けてくれないと腹を立てている。自分で自分がわからない。

　その時、ガタンと厨房で物音がした。続いて呻うめくような声が微かすかに聞こえ、黒麒は足を急がせた。

　厨房へ飛び込むと、青蓮はうつ伏ぶせに倒れ、それを茶ちや々ちやが必死で起こそうとしていた。

「ったく、何やってんだ」

　黒麒は慌あわてて青蓮を抱だき起こした。唇くちびるが蒼く、目の焦しよう点てんが定まっていない。呼吸はひどく速く、喉が鳴っている。呼吸困難を起こしているらしい。

（こういう場合、襟えりとか帯とか緩ゆるめた方がいいのか？）

　取りあえず、黒麒は青蓮の懐ふところから布ぬの袋ぶくろを取り出した。羅刹天像と巻物が入ったその袋ふくろは、黒麒の修ず法ほうを終えて以来、青蓮が肌はだ身み離はなさず持っていたらしい。

　続いて、青蓮の帯を解こうとして、ふと青蓮の右みぎ腕うでが目に入る。のたうち回ったせいか包帯がずれて解ほどけかかっていた。ドクンと心臓が跳はねた。

　茶々は水みず瓶がめをよじ登っている。青蓮のために水を汲くもうとしているのだろう。

（今なら──）

　黒麒は青蓮を抱かかえたまま、その包帯に指をかけた。

「……何を」

　青蓮が左手で包帯を押さえ、身をよじって黒麒の腕うでから逃のがれようとした。思いがけないほど強い力で抵てい抗こうされ、黒麒のこめかみがカッと熱くなった。

「この──」

　バン！　と、黒麒は青蓮を床に押し倒し、すかさずのしかかる。

「や……めて」

　なおも抵抗する青蓮の肩かたを片手で押さえ、黒麒は無理やり包帯をむしり取った。

　その下にあった物を見て、黒麒は息を吞のんだ。

　予想していたものはなかった。代わりに灰色の痣あざが手首近くまで覆おおい、蠢うごめきながらじわじわと広がっている。
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（冗じよう談だん……）

　黒麒は、急いで青蓮の袖そでをたくし上げた。痣は肩の方まで続いている。襟を開くと、痣は青蓮の首から腹までを覆い尽くしていた。肩の後ろに手を入れて抱き起こし、上うわ衣ぎを脱ぬがす。痣は背中全体にも広がっていた。

　自身も足から腰こしにかけて同じ痣があった黒麒は、これがもたらす痛みをよく知っている。皮ひ膚ふばかりか、肉も骨もわしづかみにされているような激痛──。下半身組はみな、顔には出さないようにしていたが。

「何で──」

　思わず怒ど鳴なりかけると、「ギー」と茶々が歯を剝むいた。見ると水の入った茶ちや碗わんを持っている。

　黒麒はその茶碗を受け取り、青蓮の口に水を流し込んだ。口の端はしから水をこぼしながら、それでも彼は水を飲み、続いて激しくむせた。黒麒は、青蓮を腕に寄りかからせて背中を撫なでる。

　その姿勢が楽なのか、青蓮の呼吸が少しずつ深くなっていった。

　黒麒の心臓は、先刻とは別の意味で躍おどっていた。なぜか、自分が殭キヨン屍シーになるかもしれないと知った時よりも不安だった。
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「助かりました……」

　薬やく師し如によ来らいの真言を唱え終わると、青蓮は座り直し、壁かべにもたれかかった。痛みは多少和やわらいだが、どうしようもなくだるかった。

　右腕に巻いておいた布を取られてしまったが、そこが灰色の痣で占しめられていることに気づき、青蓮は微び苦く笑しようする。

「どういうことだ。お前、いつ嚙かまれた」

　黒麒があぐらをかき、青蓮の顔をのぞき込んだ。

「嚙まれていません」

「じゃ、何で──」

「わかりません」

「いつからだ」

「小さい痣ができたのは、ここで修ず法ほうを施ほどこし始めて、少し経ってからです。いきなり痣が広がったのは、あなたの治療をしたあとです」

「何で今まで──」

　と、怒鳴りかけ、黒麒は茶々に視線を走らせる。茶々はじっと黒麒を睨にらみつけていた。

「何で今まで黙だまっていた。せっかく俺の方が黄豹より早く治ったんだ。こんな痣が広がる前に、さっさと連れ出してやったってのに」

　怒いかりを押し殺しているような低い声こわ音ねで、黒麒は言った。

「あなたがきっとそう言うと思ったので、言えませんでした」

　青蓮はうつむいた。

「当たり前だ。お前を玉華寺に連れて行くという契約だ。お前、寺へ帰る気ねえのか？」

「黄豹さんの痣が消えたら、と思っていました。でも、思いの外、彼の治りが遅おそくて……」

「何で禁軍兵なんかに入れ込むんだ？　そもそもあいつは、お前の獲え物ものを横取りした敵じゃねえか」

　その問いに、青蓮はしばらくの間、逡しゆん巡じゆんした。

（……打ち明けるなら、今がいい機会だ……）

「…………罪を償つぐないたいのです」

　思い切って、青蓮は言った。

「罪って──お前、何をやらかしたんだ？」

「僕は……」

　青蓮は、灰色の痣に覆われた右腕に目を落とした。

　十年前のあの夜のことを、すべて打ち明ける勇気はまだない。けれど、黒麒にはわかってもらいたかった。

「……僕は生きる資格のない人間です。でも、僕が死んでも罪が消えるわけではありません。だから、償いたいのです」

　彼は、黙って聞いていてくれた。

「もしも僕が死んでしまっても、黄豹さんが助かるならそれでいいのです。僕ができることなんて、ほんのわずかです。それに、何をしたって亡なくなった人は戻もどってきません。……それでも、救える命があるなら……救いたい……」

　青蓮は、右腕のその場所を左手で押さえ、「ただの自己満足だとわかっているのですが……」と、自じ嘲ちようの笑えみを漏もらした。

「すみません、ただの愚ぐ痴ちになってしまいましたね。生きることをやめようとしているわけではないのです」

　最後の最後まで生きる努力をしなければ、これまで育ててくれた三さん蔵ぞうや墨ぼく立りゆうに申し訳ない。ここまでつき合ってくれた黒麒にも──。

「黄豹さんの目が覚めたらここを出ましょう。支し度たくはできているんです」

　青蓮は顔を上げた。黒麒は、揺ゆれる瞳ひとみで青蓮を見つめていた。

「それから、新たに依い頼らいします。あなたが人を殺さないと決めていることは承知しています。でも、あなたにしか頼たのめない。もしも玉華寺に着く前に僕の命が尽つきそうになったら……。黒麒、どうか首を刎はねてください。僕が人であるうちに──」

　黒麒からの返答はなかった。しばらくの間、何か言いたげに青蓮を見つめていたが、やがて辛つらそうに顔を歪ゆがめ、厨ちゆう房ぼうを出て行った。

「本当にいい人だね、黒麒って……」

　彼は、約束は絶対に守る。だから、その場限りの噓うそを言えない。

　無言で出て行った黒麒の心中を推おし量り、青蓮は淡あわい笑みを浮かべた。
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「……朱しゆ虎こ？」

　黄豹が薄うす目めを開けたのは、朱虎が、彼の額に円い眉まゆを描かいている時だった。

「ようやくお目覚め？　少し寝ね坊ぼうがすぎたんじゃない？」

　朱虎はクスクス笑って、筆を背中に隠かくした。

「今日は何日だ？」

　黄豹は布ふ団とんに手をついて身を起こし、だるそうに髪かみを搔かき上げる。

「二十五日。痣が消え始めたのがついさっきだったんだ。水、飲む？」

　朱虎は水差しの水を椀わんに注いだ。

「二十五日だと？　黒麒は？」

　黄豹は相変わらずの無表情だったが、声音は鋭するどかった。

「とっくに起きて、完全回復。あれはやっぱり化け物だね。でも今はおとなしくしてる。今ごろはみんなと一いつ緒しよに、夕ご飯食べてるんじゃない？」

　朱虎は椀を差し出したが、黄豹はすぐに受け取らなかった。

「羅ら刹せつ天てん像ぞうは？」

「青蓮が持ってる。大だい丈じよう夫ぶ、彼は君が目覚めたことを知るまでは逃にげたりしないよ」

　黄豹はそこでようやく椀を受け取った。彼が黙って怒おこっていることが朱虎にはわかった。

「だって。君の痣あざが消えなかったんだもの。下手へたなことして、君の治ち療りようをほっぽらかされたら困るじゃない」

　朱虎は肩かたをすくめた。

「それに、彼、真言を唱える度たびに、へとへとだったんだ。君は最後だったから特にね。でも、法力がろくに残ってないのに、一いつ生しよう懸けん命めいやってくれたんだよ。それに比べて、オレたちってば、羅刹天像を横取りしといて、こっちの都合で修ず法ほうを施してもらったわけじゃない。用がすんだらまた取り上げるってのは、あまりにも虫がよすぎるなーって、気がひけちゃったんだよ。オレ、茶々姫ひめに嫌きらわれたくないし」

「お前に、そんな良心が残っていたとは意外だ」

　淡たん々たんとそう言って、黄豹は椀に口をつける。

「うん。自分でも驚おどろいてる。彼の作ってくれるご飯がおいしいせい？　餌えづけされたかな」

　朱虎は笑って、首を傾かしげた。

「彼は料理もするのか」

「すごく上手だよ」

　黄豹は「私も食べたいが」と水の入った椀に目を落とす。

「明日の朝、青蓮を呼んできてくれ。黒麒には気づかれないように。それまでは、私はまだ目覚めていないことにしておく。体調が戻るまでの余よ裕ゆうが欲しい」

　朱虎はすぐに応じなかった。黙って黄豹を見つめていた。

「不服か？」

　視線に気づき、黄豹は顔を上げた。

「青蓮には感謝している。彼は真ま面じ目めで几き帳ちよう面めんな好青年だ。だが、あの羅刹天像と巻物は、遊ゆ行ぎよう中の法師が到とう着ちやくし次し第だい、皇こう宮ぐうへお届けせねばならん」

「わかってる。ただ青蓮だけでも、こっそり玉華寺へ帰してあげられないかなーとか、ここでかくまえたらなーって思っただけ。だってもうこうなっちゃったら、上が何て言ってくるか、想像できるじゃない。命の恩人の口を封ふうじるのって、君が辛いでしょ」

「それが仕事だ」

　黄豹の無表情の下に何が隠されているのか、朱虎はよく心得ていた。しかし、突つっこんだところでどうにもならない。

「横になれば？　痣が完全に消えるまでは、眠ねむいはずだよ。安静にしていなくちゃ」

　黄豹から椀を取り、朱虎は黄豹の背に腕うでを添そえて彼を寝ねかせると、

「オレ、茶々姫にふられるの、マジで辛いかも」

　がっくりと肩を落とした。




　気配を消し、廊ろう下かの壁かべに背をつけて、その会話を聞いていた黒麒は、そっと踵きびすを返した。

（くそっ）

　足早に厨房へ向かいながら、黒麒は突き上がってくる情動に戸と惑まどっていた。

（俺は何を迷っているんだ……）

　殭キヨン屍シーになりかけの病人を連れて、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんや殭キヨン屍シーと戦うなどまっぴらだった。青蓮は保もって四日か五日だ。玉華寺にはたどり着けないかもしれない。報ほう酬しゆうは手に入らないだろう。

　それに引き替かえ、羅刹天像は不老不死をもたらす秘宝だ。一生遊んで暮らしても使い切れないほどの金になる。

　青蓮から羅刹天像と巻物を奪うばって、一人で逃げる。

　その方が絶対にいいに決まっている。なのに──。

　──僕は生きる資格のない人間です。でも、僕が死んでも罪が消えるわけではありません。だから償いたいのです。

　──僕ができることなんて、ほんのわずかです。それに、何をしたって亡くなった人は戻ってきません。……それでも、救える命があるなら……救いたい……。

　そんなきれい事を並べただけの言葉に、ひどく揺さぶられている。

（坊ぼう主ずなら、そのくらいのことは言うだろうが……）

　青蓮がどんな罪を犯おかしたのかわからない。けれど、彼がその罪の意識に苛さいなまれ、ひたむきに償つぐなおうとしているのは事実だ。それが憐あわれだと思った。

（救うとか、馬ば鹿かじゃねえ？）

　そう思いながら、命を救いたいと願う青蓮に、心の奥で賛同している。

（俺が、刃は物ものじゃなくて拳こぶしを選んだのも、同じってか？）

　殺さないための拳を握にぎり、黒麒は唇くちびるを嚙かむ。

　──あなたが人を殺さないと決めていることは承知しています。でも、あなたにしか頼めない。

　おまけに、彼は、黄豹や朱虎が自分を利用していることはわかっているくせに、黒麒が裏切るとは想像だにしていないらしい。

（見捨てられねえってか、俺は。……らしくねえ）

　苦い笑えみがこぼれる。

　黒麒は、厨房に飛び込んだ。夕食の後片づけをしていた青蓮が目を丸くする。

「黄豹が目覚めた」

「え？　それじゃ──」

　慌あわてた様子で、青蓮は隠しておいた食料袋ぶくろを取り出そうとした。黒麒はその手首をつかむ。

「依頼を引き受けてやる」

「黒麒……」

「もしも、間に合わなかった時は──俺が首を刎ねてやる。この契けい約やくは破は棄きしねえ。絶対に」

　つかんだ青蓮の手首を引き寄せ、黒麒は彼の目をのぞき込んだ。

「俺が殺すのは、後にも先にも、青蓮、お前だけだ」

　うなずく青蓮の目は、驚くほど澄すんでいた。
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　青せい蓮れんは黒こく麒きに手を引かれ、夜の森を走った。

　月はまだ昇のぼっていなかったが、春にしては空が澄み、銀河の輝かがやきで、禁きん苑えんの森は思いの外見通しがよかった。先を走る茶ちや々ちやの白い背が、浮うき上がって見える。

　禁苑には、よく整備された小こ径みちが張り巡めぐらされていた。それを北へ辿たどって渭水のほとりへ出るつもりだった。

　青蓮の心臓は破は裂れつしそうなほど脈打ち、肺が悲鳴を上げていた。薬やく師し如によ来らいの真しん言ごんで、体の痛みはある程度取ってあるが、倦けん怠たい感かんはどうしようもなく、時折、目め眩まいと吐はき気が襲おそってくる。

　何度も足をもつれさせて転びかけ、その度に黒麒に抱かかえ起こされた。

「少し休もう」

　黒麒がそう言ったのは、半時ほど走った時だった。彼は追っ手が来ないことを確かめ、青蓮の手を引いて、小径からやや外れた大樹の根元に座らせる。

「……あと、どれくらいで……禁苑を出られるのでしょう」

　大樹の幹に寄りかかり、青蓮は喘あえぎながら尋たずねた。

「暗くて距きよ離り感かんがつかめねえが、まだ半分も来てねえだろうな」

「禁苑て、広いのですね……」

　とても走りきる自信はない。

「長安の市街よりも広い」

　黒麒が水の入った竹たけ筒づつを差し出した。それを受け取り、青蓮は一口水を飲む。

　竹筒が、何だか黄豹のおみくじを思い出させた。目を覚ましたというが、経過が異常だっただけに、無事に回復してくれるか少し心配だ。

「もしも僕が捕つかまってしまったら、羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物を持って玉ぎよく華か寺じへ行ってください。三さん蔵ぞう様ならば、あなたを悪いようにはしないと思います」

　青蓮は、懐ふところから羅刹天像と巻物が入った布ぬの袋ぶくろを出し、竹筒と一いつ緒しよに黒麒に差し出した。

「そうはいかねえ。捕まれば始末される。お前を殺すのは俺の仕事だ」

　彼は竹筒だけを受け取り、一口あおると栓せんをして帯にくくりつけた。

「だが、そんなことになる前に、お前を玉華寺に連れて行く。そして羅刹天像と一緒に、お前を三蔵に渡わたす」

　黒麒は青蓮を見下ろし、口の端はしを吊つり上げて笑った。珍めずらしく眉み間けんに皺しわが寄っていない。

「……ありがとうございます」

　三蔵に羅刹天の修法で青蓮を治してもらう、という黒麒の真意を察し、青蓮は嬉うれしかった。

「礼を言われる筋合いはねえ。それが最初の契約だ。報酬はきっちりもらうぜ」

　黒麒はフンと鼻を鳴らす。

　しかしそこでふと、青蓮は黄豹が言っていた「とある高貴な方」のことを思い出した。

「僕らが羅刹天像を玉華寺に持って行ってしまったら、とある高貴な方の病はどうなるのでしょう。とてもお困りになるのでは」

「何でお前はそう他人のことを心配するんだ！　自分が助かることだけを考えてろ！　どうせ、その皇族だか貴族だかは不老不死の秘薬が目当てに決まってる。マジで困るのは黄こう豹ひようだけだ！」

　黒麒の眉間の皺が復活してしまった。

　その時、「ギー……」と、茶々が歯を剝むいた。黒麒はサッと腕うでで顔をかばったが、茶々が歯を剝いた相手は、黒麒ではなかった。彼女は東の方を睨にらんでいた。

「禁軍兵なら南から来るはずだが」

　黒麒は、茶々が睨んでいる森の奥に目を凝こらす。

　青蓮も立ち上がってそちらに注意を向け、〈識しき〉が飛んでいることに気づいた。

（この〈識〉は……）

　城じよう楼ろうで殭キヨン屍シーに襲われた時に感じたのと同じ〈識〉だ。さらに気配を探さぐると、〈識〉は大たい明めい宮きゆうの北西の角から、青蓮の頭上を通り越こし、東に向かって飛んでいる。

「殭キヨン屍シーが来る……。殭キヨン屍シーを操あやつってる術師には、僕らの居場所がわかるんだ……」

　青蓮は愕がく然ぜんと呟つぶやいた。
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「あの、青蓮さんがいませんが」

　治ち療りよう部屋に、若い兵士がやって来たのは、夜もだいぶ更ふけてからのことだった。

　その兵は、朱しゆ虎こに報しらせに来たのであって、黄豹は眠ねむっているとばかり思っていたため、突とつ然ぜん、彼がガバッと起き上がった時には跳とび上がるほど仰ぎよう天てんした。しかも、黄豹の頰ほおには赤い渦うず巻まきが描えがかれ、まぶたには太い睫まつ毛げ、額には円い眉まゆが描かれている。いつも無表情で、真ま面じ目め、几き帳ちよう面めん、堅かた物ぶつで知られる上官の思いも寄らぬ姿に、兵は激しく動どう揺ようした。

「かか掛かけ布ぶ団とんの下に丸めた毛布が、ここ黒麒も、しゅしゅ朱虎殿どのに命ぜられ、時々様子を」

「落ち着け。何をうろたえている。朱虎に命ぜられて青蓮と黒麒を見張っていたが、目を離はなした隙すきにいなくなっていたということだな」

　黄豹は冷厳な声こわ音ねで問うた。

「そそその通りであります！」

「あらら、黒麒に内ない緒しよ話ばなしを聞かれたかな。彼、気配を完かん璧ぺきに消せるんだよね。あんな大きい体してるのに、足音も立てないんだ。やっぱ、化け物かも」

　朱虎はやれやれといった様子で立ち上がった。

　そこへ、もう一人飛び込んできた。

「監かん門もん衛えいより報告！　灞は水すい方面より殭キヨン屍シー来らい襲しゆう！　禁苑の東門が突とつ破ぱされたとのこ──??」

　その兵も黄豹を見て絶句したが、もとより黄豹には彼らの驚きよう愕がくの理由はわからない。

「しばらくなりを潜ひそめていたが、羅刹天像が出て来るのを待っていたか」

　黄豹は寝しん台だいから出て立ち上がった。

「君はまだ寝ねてなきゃだめだよ。痣あざが全部消えてないんだから。第一、全然食べてないのに動けるわけないでしょ」

　朱虎は止めたが、黄豹はさっさと着き替がえ始めた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。馬を引いてきてくれ。それから、今夜、青蓮の作った夕食を食べられた者は、健康状態に問題なしとみなし、出動を命じる。みなに伝えろ」

「食い物の恨うらみ？」

　ぼそっと呟いた朱虎を、黄豹は横目で睨む。

「単なる独り言だよ、気にしないで。あ、部屋を出る前に顔を洗って。士気が下がるから」

　朱虎はにっこり笑って黄豹に手鏡を渡した。
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「走れ！」

　黒麒が怒ど鳴なった。彼に手を引かれ、青蓮は重い足を必死で動かした。

　藪やぶが鳴っていた。小石を踏ふむ音や、甲かつ冑ちゆうのこすれる音が混じっている。けれど声はまったく聞こえない。

　最初は、遠く背後から聞こえていたそれらの音は、近づくにつれて左右へ広がっていった。次し第だいにその囲みが狭せばまっていく。

　青蓮は、また足をもつれさせ、黒麒に腕を引かれた。けれど、もう足が上がらなかった。ぐずぐずと膝ひざからくずおれ、片手を地面につく。灰色の痣が痛み始めていた。薬師如来の真言の効き目が切れてきたのだ。

「だめ……先に……逃にげて」

　痛みに加えて息苦しくなってきた。茶々が青蓮の袖そでをつかみ、『立って』と言うように引っ張る。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　諦あきらめるんじゃねえ！　俺が連れて行くと言っただろうが！」

　黒麒は青蓮を抱だき起こすと、横よこ抱だきにして走った。

　黒麒が目指しているのは、半里ほど前方の瀟しよう洒しやな四阿あずまやだった。眺ちよう望ぼうのための四阿なのだろう。池のほとりの草地に、土を突つき固めて築かれた小山があり、四阿はその上に建てられていた。

「もう少しの辛しん抱ぼうだ」

　黒麒はその四阿あずまやで青蓮を休ませるつもりだった。小山の傾けい斜しやは急だ。どこかに階段が備えてあるに違ちがいない。その階段さえ守れば、殭キヨン屍シーは小山を登れない。

　藪を蹴ける足音が近づいて来た。左右と前方からだ。黒麒が四阿へ向かうことを予想して、待ち伏ぶせていたのだろう。影かげが見えてきた。各方面とも三十名近くいる。

（数が多すぎる）

　黒麒は舌打ちした。青蓮を抱かかえているので手が使えない。その上、殭キヨン屍シーは怯ひるみもしないし、失神もしない。どうにかつけいる隙があるとすれば、生身の人間よりも反応が鈍にぶいことだ。

　とにかく、小山に向かって全速力で走り、できるだけ左右の殭キヨン屍シーを振ふり切る。

　最初にかかってきたのは、前方から走ってきた農民風の男だった。草くさ刈かり鎌がまを両手で握にぎっている。

　ブンと振り下ろされた鎌かまを、黒麒は一歩右へ跳んで避よけ、振り返りもせずに四阿に向かって走る。そこで待っていたのは、剣けんで突こうとしている甲冑兵だった。黒麒は左へ跳んで剣をよけ、そのまま左へ走った。前方の殭キヨン屍シーがつられて同方向へ移動していく。

　左から走ってきた男は銛もりを持っていた。彼が銛を突き出す前に、黒麒は一歩踏み込んで左足を軸じくに回転し、男の顔を右足の甲こうで蹴る。吹ふっ飛んだ男は数人の殭キヨン屍シーを巻き込んで倒たおれた。

　前方で待ち伏せていた殭キヨン屍シーたちがつられて移動していたので、今、四阿までの直線上に殭キヨン屍シーはいなかった。黒麒は一気に四阿へ向かう。

　小山の階段は、池の反対側に設けられていた。幸い階段は一つだ。石をはめこんだ幅はばの狭せまい階段を上りながら、追いすがる殭キヨン屍シーを足裏で蹴り落とす。

　しかし、四阿あずまやの上にも殭キヨン屍シーは待ち伏せていた。矛ほこを持った甲冑兵だった。茶々がすばやく階段を上り、突き出された矛の柄つかを踏み台に、殭キヨン屍シーの顔に飛びかかる。茶々に顔を引っ搔かかれ、眼球に傷がついて視力を失ったのか、その殭キヨン屍シーはあらぬ方向に足を踏み出し、小山から落ちた。茶々は二人目の殭キヨン屍シーも同じ要領で、小山から落とす。

「……強つえぇ」

　階段の途と中ちゆうで、殭キヨン屍シーを蹴り落としながらその様子を見ていた黒麒は、この小こ猿ざるには絶対に逆らうまいと心に決めた。

「とか、猿さるに感心してる場合じゃねえ」

　黒麒は青蓮を四阿の中へ下ろすと、身をひるがえして階段に向かい、上ってくる殭キヨン屍シーを次々と落としていった。

　その間に、青蓮は這はいずるようにして柱にすがり、結けつ跏か趺ふ坐ざして薬やく師し如によ来らいの真言を唱える。

　痛みが多少和やわらぎ、息苦しさはなくなったが、だるさと目め眩まいと吐はき気は、一向に治まらない。

　青蓮は柱に寄りかかり、虚うつろな目で小山の下を眺ながめる。

　信じられないほど大勢の人々が、それぞれ武器を手に小山に群がっていた。

　青蓮が飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵士たちに修ず法ほうを行っている間にも、大勢の里人や衛え士じが殭キヨン屍シーに嚙かまれ、闇やみの住人の仲間入りをしてしまったのだろう。

　殭キヨン屍シーたちは我先に登ろうとして、仲間を踏んづけた。あとから登ってきた者が、先の者の体を踏み台にし、それが繰くり返されるうちに、小山の周囲に少しずつ殭キヨン屍シーの体が積まれていった。

　その行こう為いのおぞましさに、青蓮の背筋に鳥とり肌はだが立つ。

（ひどすぎる……）

　殭キヨン屍シーは痛みを感じない。感じないからこのようなことが平気でできる。殭キヨン屍シーとはそういう生きものなのだ。

「やばいぜ」

　小山の縁ふちに立って彼らを見下ろし、黒麒が呟つぶやいた。

　土ど囊のうのように積まれていく殭キヨン屍シーの体は、小山をぐるりと取り囲んでいる。四方から一いつ斉せいに襲おそわれたら、黒麒一人では青蓮を守りきれない。

　ガシッと、池側の小山の縁に、殭キヨン屍シーの手がかかった。黒麒はその手を蹴り飛ばしたが、その時には、反対側の縁から殭キヨン屍シーが身を乗り出していた。

　茶々が、その殭キヨン屍シーに飛びかかり、顔を引っ搔いた。視力を失った殭キヨン屍シーは、小山の縁をつかみ損そこねて落ちて行った。しかし、その間にも殭キヨン屍シーたちが次々に四阿あずまやへ上がってくる。

（このままじゃ、黒麒も茶々も危ない……）

　青蓮は咄とつ嗟さにその場へ端たん座ざし直した。

「あまねくこの世を照らす毘び盧る遮しや那な仏ぶつに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。光をもたらしたまえ」

　定印を結び、目を閉じる。

「オン、アボキャ、ベイロシャノウ──」

　真言を唱えながら、心の中に青しよう蓮れん華げの蕾つぼみを思い浮うかべる。五感のすべてをその青蓮華に向け、心の奥底に漂ただよう光の粒つぶが蕾に集まる様を想像する。光の粒はわずかしか残っていなかったが、辛かろうじて青蓮華の蕾が輝かがやき始めた。印を解き、右手を開いて前に掲かかげる。

「マカボダラ、マニ、ハンドマ、ジンバラ、ハラバリタヤ、ウン！」

　青蓮華が花開き、花から光が放射される様子を想像して青蓮は目を開けた。

　小山の縁から、力を失った殭キヨン屍シーたちがボロボロと落ちていった。次の瞬しゆん間かんには、土台が崩くずれ始める。下した敷じきになっていた殭キヨン屍シーたちが砂に変わったらしい。

（やった……）

　しかし、そこまでが青蓮の限界だった。法力を消しよう耗もうしたせいか、痛みを抑おさえていた薬師如来の真言の効き目が薄うすれていく。激しい痛みと息苦しさに、青蓮は床ゆかに突っ伏ぷして喉のどを押さえた。駆かけ寄ってくる茶々が二重に見える。

「大丈夫か」

　黒麒に抱き起こされたが、返事ができなかった。

「おい、青蓮！」

　黒麒は青蓮の顎あごまでが灰色に変じていることに気づき、瞠どう目もくした。

　この痣は、日が昇のぼれば痛まなくなるし、広がりもしなくなるのだが──、

（朝まで保もつか？）

　そんな不安が黒麒の脳のう裏りをかすめる。青蓮は喉を鳴らして、荒あらい息をついていた。意識も混こん濁だくしているようだ。

　取りあえず、青蓮の帯を解き、襟えりを緩ゆるめると柱にもたれさせた。青蓮の懐ふところにねじこんであった羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物が入った布ぬの袋ぶくろは傍かたわらに置く。

「おい、猿。これを見張っていろ。絶対、殭キヨン屍シーに取られるんじゃねえぞ」

　茶々は、猿と呼ばれたことに不満そうな顔をしたが、布袋を抱えて青蓮に寄り添そった。

　小山のふもとで土つち塊くれが崩れるような音がした。見ると、倒れていた殭キヨン屍シーが起き上がり、再び仲間を踏んで、小山を登ろうとしている。

　動いている殭キヨン屍シーの数が、予想以上に多かったことに、黒麒は愕がく然ぜんとした。

「くそ──」

　と、黒麒が歯がみした時、ふと、彼方かなたで蹄ひづめの音がした。森の南の小こ径みちに十数名の騎き馬ば兵の影がある。飛龍禁軍の兵たちが追ってきたのだ。

　騎馬兵たちは草地まで来るとザッと広がって、見事な一列横隊を組んで止まった。飛龍禁軍は、有事の際に皇こう帝ていを警護するために、騎馬兵だけで編制された隊と聞くが、なるほどと納なつ得とくさせられる動きだった。

「熊くまに追われて木に登った猫ねこの図だな。先刻のおみくじによると、本日は黒くろ装しよう束ぞくは不ふ吉きつと出た。着き替がえてから逃げるべきだったな、黒麒」

　中央の騎馬兵が言った。声こわ高だかだが調子は淡たん々たんとしている。黄豹だ。

「うるせえ。禁軍兵のお仕着せが、みんな窮きゆう屈くつだったんだよ」

「それはすまなかった。今度、予算を計上して、特大の物を仕立てさせよう」

　彼は大おお真ま面じ目めにそう言い、「抜ばつ剣けん！」と号令した。左右の禁軍兵が、手にした巨きよ大だいな剣の鞘さやを一斉に振り払はらう。柄つかが長く刃やいばの幅が広い、陌はく刀とうという騎き馬ば戦せん用の剣である。初戦の敗因を考こう慮りよしての装備だろう。一人だけ金属の棒を鎖くさりでつなげた鞭むち──多た節せつ鞭べんを持っていた。朱虎だ。

「行け！」

　黄豹の声と同時に、騎馬兵が小山に向かって突とつ撃げきを開始した。

　それまで、禁軍兵など無視して四阿あずまやに上がろうとしていた殭キヨン屍シーたちが振り返る。数名の殭キヨン屍シーが、鍬くわや鎌など各おの々おのの得物を振り上げて禁軍兵に立ち向かって行ったが、禁軍の中で最も精せい鋭えいと言われる飛龍禁軍に敵かなうはずもない。

　馬をも斬きると言われる巨大な剣が、次々と殭キヨン屍シーたちを薙なぎ払った。彼らは上半身を横に両断され、どっと倒れ伏ふす。斬られても滅ほろびることはないが、腰こしから下がなければ立つことはできない。さらに禁軍兵は、小山に登ろうとしている殭キヨン屍シーを陌はく刀とうで払い落としていった。

「さすが」

　瞬またたく間に数を減らしていく殭キヨン屍シーを見て黒麒は感かん嘆たんし、続いてニッと不敵な笑えみを浮かべる。

（おみくじなんか当たるか。俺の勝ちだ）

　殭キヨン屍シーが殲せん滅めつされれば、今度は彼らとの戦いになる。殭キヨン屍シーの体で積まれた土台が崩れれば、禁軍兵が四阿あずまやへ上がるには階段を使うしかない。一対一なら負けない。

　彼らを倒たおして馬を奪うばえば、明日の夕刻には玉華寺に到とう着ちやくできる。青蓮は助かる。

　しかし、その笑みは次の一いつ瞬しゆんで消えた。

「何──!?」

　小山の周囲の草が、めらめらと燃え始めたのだ。見れば、数名の殭キヨン屍シーが、火打金を鳴らしている。春はまだ浅く、枯かれ草の間に、ようやくが緑が見え始めたばかりだった。この季節は雨が少ない。草も木も乾かわき切り、火は瞬く間に燃え広がった。







「わお。無む茶ちやするなー」

　小山をよじ登ろうとしている殭キヨン屍シーを、先せん端たんに戦せん斧ぷを装着した多た節せつ鞭べんで払い落としていた朱しゆ虎こは、背後に迫せまる熱気に顔をしかめた。

「風上へ回れ！　池へ退ひくんだ！」

　炎の向こうで黄こう豹ひようの声がする。

「はいはい」

　朱虎は火に怯おびえる馬を叱しつ咤たしながら、炎の間かん隙げきを縫ぬい、ついでに殭キヨン屍シーの足を、多節鞭で払っていく。

　もと監かん門もん衛えいだと思われる殭キヨン屍シーの胴どうを払った時だった。その殭キヨン屍シーは上半身だけで跳はね上がると、馬の首にしがみついた。馬はいなないて棹さお立だちになり、朱虎は慌あわてて手た綱づなを引き絞しぼる。

　殭キヨン屍シーがたてがみをつかんで身を乗り出した。朱虎は手首をひねって多節鞭をたぐると戦せん斧ぷを殭キヨン屍シーの頭に叩たたきつけた。しかし、そんなことでは生ける死人は滅びない。その間にも馬は暴れ続ける。殭キヨン屍シーの牙きばが朱虎の腕うでに迫った。

「朱虎！」

　炎を割って馬を駆る黄豹が現れた。陌はく刀とうが一文字に閃ひらめき、肩かた口ぐちから胸を断たたれた殭キヨン屍シーは、たてがみをつかんだ腕だけを残して地面に落ちる。

「無事か？」

　黄豹は手綱をさばいて、馬を寄せる。

「間かん一いつ髪ぱつ、助かった。悪かったね、半身よれよれだってのに余計な力を使わせて」

　戦斧を握にぎった手の甲こうで額の汗あせを拭ぬぐいながら朱虎は言った。

　周囲の殭キヨン屍シーを討うち取りながら、「下半身よれよれは余計だ」と前置いて、

「お前には、まだ役に立ってもらわなければならないからな」

　黄豹は、冷れい徹てつな眼まな差ざしを朱虎に投げかける。

　彼の無表情の奥に、秘ひめられているものをよく知っている朱虎は、ふっと軽く笑んで応じた。

「ところで、これってかなりまずくない？」

　朱虎は多節鞭を振ふるって、燃える下草を払いつつ、小山に視線を走らせた。斜しや面めんには、衣ころもに炎をまとわらせた殭キヨン屍シーが、再びうずたかく積み重なっていた。切り崩したいが、炎の壁かべを越こえられない。

「燃え尽つきるまで保てばいいが」

　黄豹はいつになく険しい表情で小山を見上げた。







　一方、半ば意識を失っていた青せい蓮れんは、煙けむりの臭においに薄うす目めを開けた。

　最初に目に入ったのは、朱しゆ色いろの炎だった。

「ひ──」

　青蓮は悲鳴を上げた。全身に鳥とり肌はだが立ち、恐きよう怖ふが痣あざの痛みすら忘れさせた。

　朱の炎の中には、平然と歩く人ひと影かげがあった。

　脳裏に、過去の恐おそろしい光景が蘇よみがえってくる。

　十年前のあの時も、最初は朱色の炎だった。そして、黒い人影は平然と歩いていた。

　青蓮には、目の前の光景が夢なのか現実なのかわからなかった。

　ただ恐ろしいばかりで、何も考えられなかった。自分が、炎を見つめたまま、頭を押さえて絶ぜつ叫きようしていることにも気づかなかった。

「青蓮！」

　黒こく麒きが駆かけ寄り、青蓮の肩かたを揺ゆさぶった。

「落ち着け、青蓮！　火はここまで上がってこねえ、大だい丈じよう夫ぶだ！」

　黒麒は青蓮の頰ほおを軽くはたいた。何度目かに、ようやく青蓮の叫さけび声が止まる。

　黒麒は、ほっと息をついた。しかし、青蓮の容態に気を取られ、いつもならばすぐに気づくはずの気配に、彼は気づくことができなかった。

「キーッ！」

　四阿あずまやの梁はりの上で、羅ら刹せつ天てん像ぞうの入った布袋を抱かかえ、茶ちや々ちやが叫んだ。

　その声に、ハッと振り返った時には、すでに、焦こげた甲かつ冑ちゆうをまとった殭キヨン屍シーが、子どもの頭ほどの石を両手に抱え、それを振り下ろそうとしていた。

（しまった──）

　黒麒は咄とつ嗟さに青蓮を抱だいて背を丸めた。ガッと首の後ろに激しい衝しよう撃げきを感じ、黒麒はそれきり気を失った。

「黒麒！」

　最初、青蓮は何が起こったのかわからなかった。我に返ったのは、力なく覆おおいかぶさっている黒麒の下から、辛かろうじて身をずらし、起き上がろうとした時だった。

　黒麒の頭が青蓮の腹の上に乗っていた。様子が変だ。彼を揺り動かそうとして肩に手を当て、青蓮は息を吞のんだ。彼の黒い単衣ひとえの襟えりは生温かく濡ぬれていた。

　周囲で燃え盛る炎の明かりが、手についた赤い血を照らす。

（そんな……）

　黒麒──と、呼びかけようとした時、いきなり彼が浮うき上がった。

　見上げると、体のあちこちから煙けむりを上げている甲冑兵が、黒麒の襟えり首くびをつかんでぶら下げていた。その兵は乱暴に黒麒を四阿あずまやの端はしに放ほうり出す。

　駆け寄ろうとしたが、体が動かせなかった。痣の痛みや吐はき気は意識から飛んでいたが、息が苦しく、時折目め眩まいが襲おそってくる。

　うつ伏ぶせに横たわる黒麒の前に、光の粒つぶが凝こり始めたのは、それから間もなくだった。光の周囲に漂ただよう気配は、殭キヨン屍シーを操あやつっている術師のものだった。術師が〈識しき〉を飛ばして幻まぼろしを紡つむいでいるのだ。

　光は次し第だいに灰色の半はん透とう明めいの人ひと形がたに変じていった。

　術師は、灰色の頭ず巾きんつきの外がい套とうを羽織り、灰色の道服を着ていた。頭巾を目ま深ぶかにかぶっているため、顔は判然としない。

『青蓮といったか？』

　術師が言った。低い、奈な落らくの底から響ひびくような声だった。

『猿さるに命ぜよ。下りてきて、羅ら刹せつ天てん像ぞうをそこにいる我が下げ僕ぼくに渡わたせと──』

　下僕とは、黒麒を放り出した甲冑兵のことだろうか。

「キー」と、天てん井じようの梁の上で、茶々が布ぬの袋ぶくろを抱えて頭かぶりを振った。

『その法力、殺すには惜おしい。羅刹天像を寄こせば、首は取らぬ。我が下僕──灰かい狗こう衆しゆうに加えてやる』

　術師は重ねて言った。

「……なぜ……」

　荒あらい息をつきながら、青蓮は声を絞り出す。

「なぜ、殭キヨン屍シーを……操る……？　不老不死の霊れい薬やくが欲しいのなら、何も……」

『そなた、三さん蔵ぞうの弟子でしであろう。あやつから何も聞いておらぬのか？』

「え……？」

　この術師は三蔵を知っているのか。

『羅ら睺ご星せいが日と重なったからだ。十年前と同じ轍てつは踏ふまぬ』

　術師は喉のどの奥でクツクツと笑う。

（羅ら睺ご星せい……確か……大おお晦日みそかの夜……）

　十年ぶりに羅睺星が日と重なる。術師がよからぬことを考えていなければいいがと、三蔵が心配していたのではなかったか。

「では、大だい雁がん塔とうへの落らく雷らいは……あなたが……」

　術師は答えず、黒麒に目を移す。黒麒は眉み間けんに皺しわを寄せ、微かすかに呻うめいていた。

『この男も、灰かい狗こう衆しゆうに加えたい』

「やめて……」

　青蓮は総毛立った。

『羅刹天像を渡すなら、見み逃のがしてやってもよい』

「…………茶々……」

　羅刹天像を、術師に渡して──という言葉を青蓮は無理やり吞み込んだ。

　黒麒を殭キヨン屍シーにはできない。けれど、羅刹天像を術師に渡すこともできない。

　術師に羅刹天像を渡してしまったら、殭キヨン屍シーに嚙かまれた者を治せなくなる。術師の真の目的はわからないが、多くの命が失われてしまうことだけは確かだ。

「……羅刹天像は…………渡せない……」

　振り絞るように、青蓮は言った。

『では、この男に、羅刹天像を取らせよう』

　黒麒を放ほうり投げた甲冑兵が膝ひざをついた。片手で黒麒の肩を押さえ、ガッと口を開ける。異様に尖とがった犬歯が黒麒の喉に近づいていく。

　青蓮の心臓がドクンと大きく鳴った。

「やめて！」

　黒麒の姿に、女が重なった。髪かみの短い、粗そ末まつな麻あさの衣を着た女だ。

　──逃にげなさい！

　女が叫んだ。

「お母さん！」

　唐とう突とつにその言葉が口を突ついて出た。

（お母さん……？　あの女の人は、お母さんだった？）

　辺りは朱色の炎に包まれていた。炎の壁の向こうでは、黄こう豹ひようや朱しゆ虎こが殭キヨン屍シーと戦っていた。その姿が、粗末な身なりの、里の男たちと重なる。

　あの、十年前の夜の光景が、一気に青蓮の脳のう裏りに蘇った。

　里を襲ったのは、大勢の甲冑兵だった。彼らはみな灰色の肌はだをしていた。

　炎の中、青蓮と母は、一人の甲冑兵に追われ、逃げ惑まどっていた。

　しかしやがて、母の肩に兵の手がかかり、母は引き倒たおされる。

　──逃げなさい！　早く！

　母は再び叫んだ。けれど青蓮は逃げずに甲冑兵に飛びかかった。バンと甲冑兵が手で払はらい、青蓮は地面に叩たたきつけられる。

（お母さん！）

　甲冑兵は母に馬乗りになり、片手で肩を押さえつけ、もう片方の手で頭を押さえつける。甲冑兵の口がガッと開いた。犬歯が異様に尖っていた。甲冑兵がゆっくりと母の喉にその牙きばを近づけていった。

「やめろーっ!!」

　自分の叫び声が過去の声と重なった。気づくと、甲冑兵の牙が、まさに黒麒の喉に当てられようとしているところだった。

（助けなきゃ……母さんを……違ちがう、黒麒だ）

　混乱する青蓮は、無意識のうちに、右手を前に突き出していた。

「不ふ浄じようを清せい浄じようと化す烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。烈れつ火かをもたらしたまえ」

　目は閉じなかった。閉じなくてもどこから法力がやってくるか、青蓮はわかっていた。

　心の奥の奥の、さらに奥の、命のある場所。

「オン、クロダノウ、ウンジャク──」

　青蓮は真言を唱え始めた。

　術師が何か言っていたが、青蓮の耳には届かなかった。

　右腕から青白い炎が生まれ、螺ら旋せんを描えがいてまとわりつく。巻いていた包帯が、ちぎれて落ちた。炎を生んでいるのは、右腕に環わを巻いたように描かれた青い睡すい蓮れんの花弁だった。灰色の痣あざの下に隠かくれていたそれが、今、色鮮やかに蘇よみがえっていた。

　心の底で、何かが開いた気がした。そこからすさまじい勢いで、青白い光が睡蓮の花弁に集まっていく。

「オン、シュリ、マリ、ママリ、マリシュシュリ、ソワカ！」

　花弁から青白い光が噴ふき出した。光は螺旋を描えがきながら炎と化し、青蓮の周囲を舐なめながら広がっていく。
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「ぐあっ──」

　青白い炎に包まれ、黒麒の喉に喰くいつこうとしていた甲かつ冑ちゆう兵が身をのけぞらせた。仰あお向むけに倒れ、甲冑兵は苦しげにのたうち回る。しばらくすると、その動きも悲鳴も止まり、やがて彫ちよう像ぞうと化した殭キヨン屍シーの顔がピシピシとひび割れていった。

　瞬またたく間に輪りん郭かくが崩くずれ、さらさらとこぼれ始めた。ガランと冑かぶとと甲よろいが地面に落ちる。

　青蓮は虚うつろな目で、甲冑兵の末路を眺ながめていた。

（十年前も……同じだったな……）

　ぼんやりとそんなことを思った。

「黒麒……」

　倒れている彼に手を伸ばしたが、届かなかった。

　灰色の痣が、蠢うごめきながら顎あごから頰ほおへと広がっていったが、青蓮は気づかなかった。もう、痛みすらも感じなかった。頭上で茶々が騒さわいでいたが、振ふり向けなかった。周囲の殭キヨン屍シーたちの断だん末まつ魔まの声も遠のき、視界が暗くなっていった。

　柱にもたれていた青蓮は、ずるずると横に倒れていった。







　青白い炎はその間にも広がり、小山の周囲に積み重なっていた殭キヨン屍シーを砂に変え、さらに朱しゆ色いろの炎さえも駆く逐ちくしていった。

「な、何っ!?」

　朱虎は馬の手た綱づなを引いて後ずさった。四阿あずまやから青白い炎が噴き出したかと思うと、見る間に辺りを覆おおい尽つくした。殭キヨン屍シーが炎の中でのたうち、やがて砂になっていった。

　その青白い炎が触ふれると、草木を燃やしていた朱色の炎が消えた。

　逃げようとして、朱虎は、その青白い炎が少しも熱くないことに気がついた。

　炎に包まれると、清すが々すがしく涼すずやかな感じがした。

　他ほかの禁軍兵も同じく、驚おどろいた顔で、青白い炎を見回していた。

　やがて炎は闇やみに溶とけるように消えていった。先刻までの喧けん噪そうが噓うそのように辺りはしんと静まり返っていた。

　小山の周囲には、灰色の砂がうずたかく積もり、そこかしこに、殭キヨン屍シーが着けていた甲冑や、矛ほこや斧おのの刃やいば、焦こげた布などが砂に半ば埋うもれて転がっていた。

「行くぞ」

　黄豹が馬を飛び下りた。朱虎も馬を下り、黄豹を追って小山へ駆かけ出した。







「おい……青蓮……返事をしろ」

　黒麒は横たわったまま、青蓮に呼びかけた。

　体がいうことをきかなかった。辛かろうじて手は動かせるが、寝ね返がえりをうつことも這はうこともできなかった。後頭部を石で殴なぐられたことはおぼろげに憶おぼえているが、それから後のことはまったくわからない。気づくとすぐそばに青蓮の顔があった。

　青蓮は目を閉じてぐったりとしていた。呼吸音も聞こえなかった。

　茶々が片かた腕うでに布ぬの袋ぶくろを抱かかえて、小さな手で青蓮の頰を叩いたり、耳を引っ張ったりしているが、彼は微び動どうだにしない。何より黒麒が狼ろう狽ばいしたのは、灰色の痣が、額の一部を残して顔の全体を覆っていたことだ。

「青蓮、聞こえるか……目を開けろ」

　いくら呼んでも、彼は目覚めない。

「頼たのむ……目を開けてくれ」

　黒麒は震ふるえる指で床ゆかに爪つめを立て、青蓮に這い寄ろうとした。

「青蓮！　黒麒！」

　そこへ、朱虎と黄豹が四阿あずまやに駆け上がってきた。

「何があったの？　あの炎は──って青蓮!?」

　朱虎が青蓮を抱だき起こし、胸に耳を当てて心音を確かめる。

「まだ生きてる。でも、この痣、いったいどういうこと？」

「羅ら刹せつ天てんの修ず法ほうを使ってるうちに……こうなったらしい。こいつ、ずっと隠してたんだ」

　黒麒が答えると、朱虎も黄豹も、瞠どう目もくして押し黙だまった。

「……痣が広がってるんだけど……」

　青蓮を抱だいて、彼の顔を見守っていた朱虎が、辛つらそうに呟つぶやいた。

　黄豹が、無言で腰こしに佩はいていた剣けんを抜ぬいた。

　夜明けはまだ遠い。今、青蓮の首を落とさなければ、痣は広がり続け、彼は殭キヨン屍シーになってしまう。

「待て……」

　黒麒は黄豹に手を伸ばした。

「それを貸せ。俺がやる。……約束したんだ。人であるうちに殺してやると……」

「でも、君、殺しはやらないんじゃ？」

　朱虎の問いに、

「約束したんだ……」

　黒麒は繰くり返した。

「キ〜」

　茶々が小さな声で鳴いた。黒麒にはそれが泣き声に聞こえた。

　黄豹が黒麒の傍かたわらに膝ひざをつき、黙って剣の柄つかを差し出した。

　朱虎が、黒麒の手の届く所に青蓮を寝ねかせる。

　灰色の痣はじわじわと広がり、わずかに残された健康な肌はだを侵おかしていった。

　黒麒は青蓮の喉のどに刃を当てた。柄を持つ手に力をこめようとした時、

『ラサ、ラクタ、マーンサ、メーダ、アスティー、マッジャー、シュックラ──』

　突とつ然ぜん、朗々と力強い声が頭の中に飛び込んできた。

「この真言………」

　黒麒は目を瞠みはり、

「待って！　やっちゃだめ！」

　朱虎がバッと黒麒から剣を取り上げた。

　頭の中に届くその文言は、耳にたこができるほど聞いた、深い眠ねむりをもたらし、痣の侵しん食しよくを止める第一の真言──。

　見れば、灰色の痣の動きは止まり、額には白い肌が小さく残っている。

『アーマパーチャナシローダーラ──』

　その間にも真言は続き、黒麒はふと、どこかで聞いた声だと思った。

　朱虎と黄豹も同じことを思ったらしく、三人は顔を見合わせる。

　微かすかに、蹄ひづめの音が聞こえた。頭の中に響ひびく真言とは異なり、蹄の音は直接耳に届いている。

　三人は蹄の音の方を振り返った。

　茶々はすでに布袋を抱えて、そちらに向かって小山を駆け下りて行った。

　やがて森の小こ径みちを、馬にまたがってやって来る人ひと影かげが見えてきた。ひるがえっているのは寝ね間ま着きではなく法ほう衣えだ。

　近づいてくるにつれ、僧そうの姿が明らかになる。

　彼は、真っ白い馬に乗っていた。純白の衣ころもの上に鈍にび色いろの袈け裟さをまとい、きれいに剃てい髪はつした頭に、毘び盧る帽ぼうをかぶっている。遠目にも、彼の相そう貌ぼうが端たん整せいで威い厳げんに満ちていることがわかった。

　細い月を背に、彼は真言を唱えながら、さっそうと馬を駆る。

「俺は夢を見ているのか？　あれはまるで、伝説の……」

　黒麒は、陶とう然ぜんと彼の姿に見とれた。

　故郷の庭てい州しゆうは、唐に併へい合ごうされる前は、高こう昌しようと呼ばれた王国だった。百年以上も前、そこに三人の勇者を連れた高こう僧そうが立ち寄ったという。

　唐の取しゆ経きよう僧、玄げん奘じよう三さん蔵ぞう法ほう師し──。

　見み目め麗うるわしく、その人ひと柄がらは清せい廉れん、言葉は雅が致ちにして明めい瞭りよう。

　高昌王は玄奘に惚ほれ込み、彼が出国する時には、数々の贈おくり物を持たせ、泣く泣く見送ったという。その英えい雄ゆう譚たんは、高昌が滅ほろんでも民たみの間に語り継つがれ、黒麒も幼いころに、繰り返し彼の話をねだった。

　今、駆けてくる僧の姿は、黒麒が思い描えがいていた玄奘三蔵法師そのものだ。

　前に、青蓮が〈識しき〉を飛ばして見せた三蔵の幻まぼろしは、ひどくだらしない感じがしたが、あの時は、〈気〉とかいうものが乱れて、幻が歪ゆがんで見えたのかもしれない。

「羅刹天像も、大雁塔に保管されていたのだから、かの玄奘三蔵が天竺から持ち帰った物なのだろうな」

　黄豹の口からも玄奘の名が出た。あの僧に対して同じ印象を持ったのだろう。

「ものすごく散らかった部屋で、寝間着のまま麵めんをすすってた人と、ホントに同じ人なの？」

　朱虎だけは首を傾かしげていた。
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「三さん蔵ぞう様！」

　青せい蓮れんは自分の叫さけび声で目を覚ました。

　最初に目に入ったのは、驚おどろいた様子で目を瞬またたいている三蔵の顔だった。

「私の名を呼びながら目覚めてくれるとは、師匠冥みよう利りに尽つきるね」

　彼は微笑ほほえんだ。

「三蔵様……」

　彼の笑えみを見てひどくほっとした。とても久しぶりな気がする。目の奥が熱くなって、じわりと涙が出て来た。

「修ず法ほうがうまくいってよかった。君、半分死んでたからね。さすがに焦ったよ」

「修法……？」

　まだ頭がぼんやりしている。そういえば、なぜ三蔵がいるのか。しかも何か違い和わ感かんがある。

　見えている天てん井じようもやたらに煌きらびやかだ。

「ここは……？」

　と、半身を起こして、青蓮は三蔵に対する違和感の正体に気がついた。

「三蔵様、そのお姿は？」

　頭も顔もきれいに剃そってあり、着ている衣も、寝間着ではなく洗いたての法衣だ。何か悪い物でも食べたのだろうか。

「皇こう宮ぐうへ乗り込むのに、さすがに寝間着ではまずいだろうと思ってね」

「皇宮？」

　見回せば、白い壁かべには花模様の刺し繡しゆうがされた絹が飾かざられ、銀の大きな燭しよく台だいには何十本ものろうそくが点ともり、調度類は西域風の彫ちよう刻こくが施ほどこされた艶つややかな紫し檀たんだ。その上、青蓮自身は何と天てん蓋がいつきの寝しん台だいで寝ていた。僧は贅ぜい沢たくを禁じられている。戒かい律りつに抵てい触しよくしまくりである。

　寝台を挟はさんで、三蔵の向かい側には、頭に包帯を巻いた黒こく麒きと、官服姿の黄こう豹ひようと朱しゆ虎こが、椅い子すに腰かけていた。茶ちや々ちやは三蔵の膝の上だ。

「黒麒……。無事だったのですね」

　頭が少しずつはっきりしてきた。

「というか、黒麒、なぜここに？　というかなぜ皇宮？」

　脱だつ獄ごく囚しゆうが禁軍兵と並んでいて大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

「ま、話せば長なげぇが、結論からいうと特とく赦しやってやつだ。羅ら刹せつ天てん像ぞうを殭キヨン屍シーの手から守った褒ほう美びだとさ。皇宮から勝手に出るなとは言われてるが」

　黒麒は面めん倒どうくさそうにそう答えた。

「それより、青蓮、具合はどう？　ずいぶんうなされていたようだけど」

　そう言ったのは朱虎だった。

「具合……？」

　と、言いかけて、殭キヨン屍シーになりかかったことを思い出し、青蓮は、痣あざを確かめようとして、まず、着ている寝間着が絹であることに驚いた。

　襟えりを引っ張って自分の胸を見ると、まだ、灰色の痣が薄うすくまだらに残っている。三蔵の配はい慮りよなのか、右の前ぜん腕わんには布が巻かれていた。

「大丈夫です……。ただ、ものすごい悪夢を見てしまって……」

「どんな悪夢？」

「……髪かみも髭ひげもぼうぼうの三蔵様が、すさまじい汚お部べ屋やで一人きり、何日着たきりかわからない寝間着で、お釜かまを抱かかえて、しゃもじでご飯を食べている夢……でした」

　とても言いにくいのだが、僧は噓うそを言ってはいけないのである。

　三人のじとっとした視線が三蔵に集中する。

「〈識しき〉を飛ばして見ていたのかい？　青蓮、君の法力は大したものだね」

　三蔵はにっこりと笑い、「正夢でしたか」と、青蓮はがっくり肩かたを落とした。

「それで、なぜ僕は皇宮に……？」

「隆りゆう基きと君の治ち療りようを、同時進行でやる都合でね」

「隆基？」

「ああ、皇こう帝てい陛下のことだよ。李り隆基。そうだね、呼び捨てはよくないね。つい癖くせで」

「……………………」

　青蓮はいろいろな意味で絶句した。

「ええと……。以前に黄豹さんが仰おつしやっていた、とある高貴な方、というのは、皇帝陛下のことだったのですか？」

「そうだ。陛下は、不老不死の霊れい薬やくを欲ほつしていたのではなく、本当に御病気であられたのだ。詳くわしくは聞かせていただけなかったが、羅ら刹せつの呪のろいに関する病だったらしい」

　黄豹はうなずいた。

「黄豹君から、私が青蓮の修ず法ほうを終えたら、羅刹天像を皇宮へ持って行くと聞いてね。修法を行う予定の僧がまだ遊ゆ行ぎよう中だと言うので、ならば私が修法をしようと申し出たのだよ」

　三蔵が言った。

「朝ちよう廷てい側も極ごく秘ひ扱あつかいしていたのに、よくも、こんなすんなり話がまとまりましたね」

　青蓮は少し恨うらめしく思った。玉華寺の名は出すなと言ったのは誰だれだ。

「だって、不老不死の霊薬が製造可能などと世間に広まったら大変だろう？　それぞれが秘密にしておこうとしただけで、陛下と私は敵じゃない。陛下は、御自分が羅刹の呪いに冒おかされていることを隠かくしておきたかったそうだ。私は私で、羅刹天像を捨てるだなんて、どうせ反対されるに決まってるから、こっそり始末したかった。大だい慈じ恩おん寺じだって、悪気があって羅刹天像の存在を隠していたわけじゃない。そんなこんなで、君たちには苦労をかけてしまったけど」

　三蔵は、すまなそうに笑った。

「三蔵様、なぜ羅刹天像を捨てたいのです？　羅刹の呪いとは何なのですか」

「ああ、君が眠ねむっている間に、この三人にはざっと説明したんだけどね、羅刹の血が死人に降りかかると、殭キヨン屍シーになってしまうんだ。生きている者でも、口や傷口から体内に入れば、やはり殭キヨン屍シーになってしまう。たとえ、目に見えないほど少量であっても──。羅刹天像縁えん起ぎでは、それを羅刹の呪いと記している」

「まるで疫えき病びようだ。だから、羅刹天像を捨てろと……」

　青蓮は目を丸くした。

「青蓮、君が殭キヨン屍シーに嚙かまれてもいないのに、灰色の痣ができたのも同じ理り屈くつだ。法力を消しよう耗もうした状態で羅刹の血に触ふれれば、呪いに冒される」

「大慈恩寺が境けい内だいを立ち入り禁止にしたのは、羅刹の呪いの拡大を防ぐためだと思われる」

　黄豹がつけ加えた。

　そこで青蓮は、殭キヨン屍シーを操あやつっていた術師の目もく論ろ見みに思い当たる。

「あの術師……もしや、最初の殭キヨン屍シーを作るために、大慈恩寺に雷を……」

「術師に会ったのか？」

　黄豹と三蔵が、ほぼ同時に尋たずねた。

「〈識〉を飛ばして幻まぼろしを紡つむいできたのです。灰色の外がい套とうを羽織った道士でした」

「名は？」

　三蔵が身を乗り出す。

「わかりません。ただ、配下の殭キヨン屍シーたちを灰かい狗こう衆しゆうと呼んでいました」

「灰狗衆……初めて聞くな」

　黄豹が呟つぶやく。

「三蔵様。灰色の道士は三蔵様を知っている様子でした。もしかして三蔵様は、その道士の企たくらみをご存じだったのでは？　それで僕に羅刹天像を取りに行かせたのではありませんか？」

「そういうことを考えそうな者に心当たりがないわけではないが──。羅ら睺ご星せいの接近は気になっていた。禍まが々まがしい術が成じよう就じゆしやすくなるからね。けれど、君に羅刹天像を取りに行かせた時は、落らく雷らいで大だい雁がん塔とうの結界が壊こわれたかもしれないと、単にその程度の危機感しかなかった」

　三蔵は難しい顔で頭かぶりを振ふったが、続いてピッと胸を張り、

「飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こが羅刹天像を狙ねらっているとか、長安に殭キヨン屍シーが出しゆつ没ぼつしているとか、灰色の道士が殭キヨン屍シーを使って襲おそって来るなどと知っていれば、かわいい君を一人で行かせるものか。失敗して帰ってくればいいとは思っていたが」

　と、声高らかに宣言する。

「失敗して帰ってくれば？」

　黒麒が眉まゆをひそめた。

「羅刹天像を無事に玉ぎよく華か寺じに持ち帰ったら、三蔵様の世話係をやめて、得度させていただけることになっていたのです」

　青蓮がこそこそと打ち明けると、黒麒ばかりでなく、黄豹も朱虎も無言でうなずいた。

　彼らが、幻で見た汚部屋を思い起こし、

（この三蔵法師、青蓮なしではまともな日常生活が送れないのだな）

　と、思ったことは言うまでもない。

「あ、それから灰色の道士は、十年前と同じ轍てつは踏ふまぬ、とも言っていたのですが……」

「十年前？」

　三蔵は眉をひそめた。

　そこへ「失礼いたします」と、声がかかった。

　振り向くと、品のいい長身の老人が、自ら扉とびらを開けて入って来るところだった。彼は扉の脇わきに立ち、一人の女性を部屋に導く。

　黄豹と朱虎が急いで立ち上がり、彼女に向かって片かた膝ひざをついた。

　その女性の、華やかさと気品を兼かね備えた美しさに、青蓮は目を瞠みはった。

　完かん璧ぺきな顔の造作は、羅刹天像に似ているような気もした。

「黄豹、朱虎。お立ちなさい」

　鈴を振るような声で、彼女は二人にそう言うと、呆ぼう然ぜんと見とれている青蓮に気づいて微笑ほほえんだ。ふわりと匂におい立つような笑えみだった。

「ごめんなさいね。起こしてしまったかしら」

「い、いえ……、あの……」

　笑みかけられて、ぽーっとしてしまった青蓮は、しどろもどろに答えた。

「あなたが青蓮ね。わたくしは楊よう玉ぎよく環かん。この度たびの働き、黄豹から聞いております。おかげで、お上が救われました。わたくしからもお礼を申します。ありがとう」

「いえ、その……ええと、楊玉環様？」

「楊よう貴き妃ひ様だよ。陛下のお妃きさき様の」

　朱虎が耳打ちする。

「ええっ!!」

　拝礼をしなければと、寝しん台だいを下りようとした時、背後でガターンというけたたましい音がした。振り返ると黒麒が椅い子すごとひっくり返っている。

「よ、楊貴妃──」

　彼は、上半身を起こして目を剝むいた。黒麒も彼女の美び貌ぼうに啞あ然ぜんとしているところへ、皇帝を骨ほね抜ぬきにしたという噂うわさの寵ちよう姫きの名を聞いて仰ぎよう天てんしたのだろう。
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「元気がよろしいのね」

　彼女は、鈴を転がすように笑い、

「青蓮。そのまま寝ねておいでなさい。わたくしは三蔵が来ていると聞いて、顔を見にきただけですから」

　と、三蔵に視線を送る。

（三蔵様、楊貴妃様とお知り合い……？）

　青蓮が三蔵の世話をするようになって十年、三蔵はおそらく玉華寺から──というか、庵いおりの半径半里以内から出たことがない。いったい、いつどこで知り合ったのだろう。

「やあ、久しぶり。相変わらず、いくつになってもきれいだね」

　しかも、旧知の仲らしい。皇帝の寵姫相手に、この気安さは何なのか。

「興こう慶けい宮きゆうにおいでになっていながら、どうしてわたくしに声をかけてくださらなかったのです？」

「かわいい弟子でしから目が離はなせなかったんでね。この埋うめ合わせは、またいつか」

　破は戒かい僧そうだ──と思ったのは、青蓮ばかりではないだろう。

「三蔵法師。少しお時間をいただけませぬか？　もちろん、お弟子のお加減がよろしければですが」

　そう言ったのは、品のいい老人だ。

「構わないが、陛下のお召めしか？」

「いいえ。そうではございませぬ。普ふ段だんは、なかなかお会いすることができませぬゆえ、この機会に、少しばかり御ご相そう談だん申し上げたいことが──」

　彼は、青蓮の視線に気づいて向き直り、

「申し遅おくれました。私わたくしは陛下の側そば仕づかえをしております、高こう力りき士しと申します」

　と、穏おだやかな笑みを浮うかべて丁てい寧ねいに挨あい拶さつした。

「こちらこそ。青蓮と申します」

　艶つやのある老人だと青蓮は思った。若いころはさぞ美男だったろう。

「三蔵法師が、大変に目をかけておいでになる御ご様よう子す。また此こ度たびも大変活かつ躍やくなさったとうかがっております。いずれは、立派な法師におなりでしょう。どうか、これからも我が大唐のために、存分にお働きいただきとうございます」

「は、はい……過分なお言葉、ありがとうございます……」

　そんな慇いん懃ぎんに言われると、対応に困る。

「青蓮は私の弟子だ。君の手て駒ごまにはしないぞ」

　三蔵は高力士を横目で睨にらみ、「じゃ、ちょっと行ってくる」と、青蓮にそう言い置いて、楊貴妃、高力士とともに部屋を出て行った。

　途と端たんに、他ほかの三人がバッと青蓮に詰つめ寄る。

「君の師し匠しようって、いったいどういう人？」

　と、尋ねたのは朱虎だ。

「どういう──って、一日中寝間着で、書物を読んでごろごろしている無ぶ精しよう者ものです」

「陛下のお名前を呼び捨てたり、高将軍とも対等以上に喋しやべっていた。それが解げせない」

　黄豹が言うには、高力士は皇こう帝ていの側近中の側近で、宦かん官がんでありながら驃ひよう騎き大将軍という武官最高の位にあり、飛龍禁軍の最高指揮官でもあるという。

「あの方は、御自分の陛下に対する影えい響きよう力をよくご存じなので、政まつり事ごとには余計な口を挟はさんだりはしないが、実際は陛下に次ぐ権力者だ」

「そ、そんなに偉えらい人だったのですか……」

「皇帝の寵姫と親しいって、そんな坊ぼう主ずがいるか？」

　黒麒は機き嫌げんが悪そうだ。

「そう言われましても……」

「三蔵法師はいったいいくつなのだ？」

「十年前からずっと二十八だと言い張っていますが……」

「確かに、見た目はそれくらいだけど」

　朱虎は首を傾かしげる。

「高将軍も楊貴妃様も、ずいぶん前から三蔵法師を知っているような口ぶりだったよね……。で、三蔵の称しよう号ごうってそう簡単にはもらえるものじゃないんでしょ？　いくら実力があっても、あんなに歳としが若いのに、三蔵ってあると思う？」

「僕が知ってる限り、玉華寺の上座からも、ずっと三蔵法師と呼ばれていますが……」

「法名は？」

「かっこ悪い名だからと、教えてくれません」

「彼は、禁きん苑えんに駆かけつけた時、青蓮を眠ねむらせるために、羅ら刹せつ天てんの第一の真言を暗あん誦しようしていたな。彼はいつあの真言を憶おぼえたのだろう。真言が書かれた巻物は、青蓮が盗ぬすみ出すまで、百年間、大雁塔に封ふうじられていたというのに……」

　黄豹が呟つぶやき、一同は顔を見合わせた。

　しばしの沈ちん黙もくの後、青蓮はおもむろに口を開く。

「でも、三蔵様は、眠っている間に僕に髭ひげや頭を剃そらせようとか考えるのですよ。僕が得とく度どさせてもらえないのは、三蔵様の世話係のなり手がいないからで……そんな人がまさか……」

「伝説の高こう僧そうが、寝間着のまま、汚お部べ屋やで麵めんをすすったりはしないよね」

　朱虎がうなずいた。

「だな。絶世の美女の流し目で、鼻の下を伸のばすはずがねえ」

　黒麒はそこにこだわった。

「何が真実か、占うらなってみよう」

　黄豹がおみくじの竹たけ筒づつをシャカシャカと振ふり始めた。

「キーキキキー」

　茶々が、身み振ぶり手て振ぶりで何か説明しようとしていたが、よくわからなかった。
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「三蔵法師、今までひた隠かくしにしておりましたが、実は、陛下が羅刹の呪のろいに冒おかされましたのは、十年前のあの事件の折だったのでございます」

　興慶宮内の私室を人ひと払ばらいし、三蔵と楊貴妃が卓たく子しに着くと、高力士はさっそく切り出した。

「やはり、そうだったか」

　楊貴妃が手ずから淹いれた茶をすすり、三蔵は苦い顔をした。

「はい。ある道士の勧すすめに従って、此度と同じく、大雁塔へ人をやって羅刹天像を持ち出しました」

「道士？　何者だ」

　三蔵は聞き返した。おそらく青蓮の言っていた灰色の道士だろう。

「私わたくしは会っておりませぬ。陛下は、私わたくしが反対することを恐おそれたのでございましょう。私わたくしが気づいた時には、道士は行方ゆくえをくらましておりました」

「だから君は後宮へ入ったのか。隆基を見張るために──」

　三蔵は楊貴妃に目をやる。

「力士に頼たのまれたのよ。いつ殭キヨン屍シーになるかわからないからといって、皇帝の首を刎はねるわけにはいかないでしょう？　隆基がいなくなったら、辺境の連中が何をしでかすかわからないし」

　彼女は苦く笑しようを浮かべた。

「楊貴妃様には、陛下の痣あざが広がらぬように、度たび々たび、術を施ほどこしていただきました」

　高力士が言葉を継つぐ。

「お陰かげ様さまで、呪いの進行は大変遅おそく──、もちろん夜になると痛みを訴うつたえられて、床とこに臥ふされる日も多くございましたが、あと数年は持ちこたえられると思われました」

　皇帝に絶対の忠誠を誓ちかっている高力士は、沈ちん痛つうな面おも持もちだった。

「ところが、大おお晦日みそかの夜にばらまかれた羅刹の血に触ふれ、急に悪化したということか」

　三蔵が皇帝を診みた時は、修ず法ほうを施さなければ、ひと月とは保もたないほど痣が広がっていた。

「大雁塔落雷の折、陛下は私わたくしどもとともに、芙ふ蓉よう園においででございました」

　芙蓉園は大慈恩寺の近くにある離り宮きゆうだ。

「黄豹が、殭キヨン屍シーを操あやつる術師がおり、羅刹天像を奪うばおうとしたと申しておりました。もしや、その術師は十年前の道士で、陛下を殭キヨン屍シーに変え、この大唐をおのれの思うがままにするつもりではないかと、私わたくしは危き惧ぐしておりまする」

「かもしれないし、殭キヨン屍シーを兵として訓練し、反乱を起こそうとしているとも考えられる」

「不死の兵団……。人間の軍ではとても敵かないませぬ」

　高力士の顔は蒼そう白はくだった。

「陛下に代わって、この大唐を支配したいと思う者、また反乱を企くわだてそうな者の心当たりはございます。道士の背後で、誰だれぞが糸を引いておるやもしれませぬ。そこは私わたくしが手の者を使って探たん索さくさせまするが──。やはり羅刹天像は、この世にあってはならぬ物にございます」

　高力士は、三蔵と楊貴妃を交こう互ごに見つめた。

「そうだな」

　三蔵はうなずいたが、楊貴妃は無言で視線をそらす。三蔵は彼女の心中を察し、あえてその理由を問わなかった。

「三蔵法師をお呼び立ていたしましたは、その算段をするためでございます。陛下が呪いから解放されました上は、一刻も早く、羅刹天像を人の手の届かぬ所へ封じるべきと存じまする」

「私も捨てるつもりで青蓮に羅刹天像を取りに行かせたのだが──、灰色の道士が狙ねらっているのであれば、彼にも拾えない場所でなければならないな」

「もとの場所に戻もどすのが一番安全じゃない？　もう一度、天てん竺じくへ旅するのも悪くないわね。ね、みんなで捨てに行かない？」

　楊貴妃は小首を傾げて微笑ほほえんだが、

「今、楊貴妃様と三蔵法師に、陛下のおそばを離はなれられては──」

　高力士は青ざめた。

「近くは五ご台だい山さん、もしくは泰たい山ざんか。さて、どうするか」

　三蔵は、思案げに呟いた。
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「玉ぎよく華か寺じ童子青せい蓮れん、並びに浪ろう人にん黒こく麒き。両名を南なん衙が禁きん軍ぐん副隊正に任じ、陪ばい戎じゆう副校尉の位を授さずける。飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの黄こう豹ひよう、朱しゆ虎ことともに、羅ら刹せつ天てん像ぞうおよび羅刹天像縁えん起ぎを廃はい棄きし、殭キヨン屍シーの討とう伐ばつおよび、それらを操る道士の捕ほ縛ばくを命ずる。大唐第六代皇こう帝てい李り隆りゆう基き」

　皇帝自らが詔しよう書しよを読み上げた。

　興こう慶けい宮きゆう、皇帝の私室と思われる豪ごう奢しやな部屋に、青蓮と黒麒、朱虎、黄豹が召めし出されたのは、それから五日後、青蓮の痣がすっかり消えたころのことだった。

（ううう噓でしょう……）

　礼服姿の青蓮は叩こう頭とうしたまま、冷や汗あせをだらだらと流していた。玉華寺の生活以外は知らない世間知らずでも、ただの寺の下働きが直々に皇帝に目通りするなど、あり得ないことぐらいはわかる。しかも何か位を授かったようだ。黒麒、黄豹、朱虎とともに、羅刹天像と巻物を捨てに行き、ついでに殭キヨン屍シーを退治せよ、ということらしい。

　少しでも罪の償つぐないができるのなら、何だってやるつもりはある。けれど、

（三蔵様の庵いおりのお掃そう除じ……、いつになったらできるのかな……）

　布ふ団とんが腐くさってしまうのではないか、とても心配だ。

「陛下より青蓮には鉄券、黒麒には太刀たちを賜たまわりましてございます」

　高こう力りき士しが、煌きらびやかな箱を捧ささげ持ってきた。謹つつしんで受け取ると、中には、金文字で細々と何かが書かれた、鉄製の小さな割り符ふが入っている。

「これがあれば、どこの関所でも通ることができますし、国が直営する駅えき亭ていに泊まることもできまする。特別な武功を立てた将軍だけに贈おくられる物でございますよ。大切になさいませ」

　高力士は言った。

　黒麒がもらった箱には、大おお振ぶりの太刀が入っていた。柄つかは短く、刃やいばは緩ゆるい曲線を描えがきながら先せん端たんに行くに従って幅はばが広くなり、切っ先は鋭するどく反っている。柳りゆう葉よう刀とうと呼ばれる太刀だ。それに黒くろ革かわの鞘さやと帯が添そえられている。

「青蓮、黒麒、飛龍禁軍の豹ひよう虎こ、立ってよい」

　皇こう帝ていに言われて、青蓮はおずおずと立ち上がった。

　まだ体調がよくないのだろう。皇帝は、銀と銅で装そう飾しよくがされた長なが椅い子すに腰こしかけ、小さな絹の布団にもたれかかっていた。彼の横には楊よう貴き妃ひと三さん蔵ぞうが付き添っている。

　皇帝は、老ろう齢れいで、しかもやつれていたが、見る者を圧あつ倒とうするような風格があった。

「唐とう突とつにすまぬな。他ほかに漏もらすこともできぬゆえ、このようなかたちの勅ちよく命めいとなったが、此こ度たびの件は大唐の存亡に関かかわる重要な務めだ。どうかよろしく頼む」

　皇帝は、そう言って笑えみを浮うかべた。驚おどろくほど人ひと懐なつこく、惹ひきつけられる笑みに、青蓮は思わず見とれた。飛龍禁軍の兵たちが皇帝に忠誠を誓うのも無理ない。しかし、次の言葉で、青蓮は愕がく然ぜんとする。

「青蓮、そちは得とく度どが望みだそうだが、ことは急を要する。また、俸ほう禄ろくの都合上、そちに与あたえた位は武官のものなのだ。ゆえに当分の間、在ざい家けのままでおれ。よいな」

（そんな〜）

　心の中で思い描いていた理想の皇帝像が、ガラガラと音を立てて崩くずれていった。







「僧そうになりたいのに軍人になってしまったのか、僕は……」

　皇帝が退出すると、青蓮は独りごちた。皇帝は実にやり手だ。ああやって、威い厳げんで人を圧し、笑みで人を惹きつけて、臣下を操っているのだろう。統治者としてはすばらしいと思うが、少し悲しい。

「俺は、刃は物ものは持たねえ主義なんだが、いらねえとも言えねえし……ってか、たった四人で、あの化け物らとやりあえって、マジかよ」

　柳葉刀の入った箱に目を落とし、黒麒もブツブツ言っている。

「羅ら刹せつ天てん像ぞうの秘密を知る者は、少なければ少ない方がいい。大々的に軍を動かすわけにはいかないのだよ。それに黒くろ鉄がねの狼おおかみと飛龍禁軍の豹虎の名は、皇帝もよく知っていて、ならば大だい丈じよう夫ぶだと、太たい鼓こ判ばんを押していた」

　三蔵は飄ひよう々ひようとうそぶいた。「在家のままでおれ」という皇帝の言葉は、三蔵が言わせたに違ちがいない。

「勝手に太鼓判を押されてもねー。ま、茶ちや々ちや姫ひめが一いつ緒しよならいっか」

　朱虎は頭をポリポリと搔かき、

「詔みことのりとあれば従わねばならん。では、この先の運勢を──」

　黄豹はおみくじをシャカシャカと振る。

「もちろん、羅刹天像と巻物を捨てに行くのは喜んでやらせていただきますが、剃てい髪はつ得度してからでもいいではないですか」

　青蓮は三蔵に食い下がったが、

「こうしている間にも、誰かが殭キヨン屍シーに嚙かまれているかもしれないのだよ。一刻も早く殭キヨン屍シーを殲せん滅めつしなければならないのだ。悠ゆう長ちように得度の儀ぎ式しきなどしている余よ裕ゆうはない」

　と言われれば、返す言葉がない。

　この五日間、三蔵は青蓮と皇帝の看護の傍かたわら、大だい慈じ恩おん寺じ付近の、羅刹の血の残ざん滓しを浄きよめ、灰色の痣ができたという者に修ず法ほうを施していたのだという。

　三蔵自身は、皇こう宮ぐうに残り、皇帝の看護を続けるとのことだった。

「心配するな。私は浮気はしない。青蓮、君が責務を果たして戻ってくるまで、他の世話係を採らずに待っているよ」

　三蔵はそう言って、皇帝のあとを追って行った。

「いいえ、どうか新しい世話係を雇やとってください……」

　青蓮は三蔵の背中に語りかける。放ほうっておいたら、皇宮でも、書物にまみれて寝ね間ま着き姿で麵めんをすすりかねない。

　黄豹と朱虎も旅たび支じ度たくを調ととのえるために、飛龍禁軍の兵舎に戻ることになった。

　青蓮は茶々を肩かたに乗せ、黒麒とともに与えられた居室へ向かう。

　東の露ろ台だいに出ると、街かい道どうの景色が目に飛び込んできた。

　興慶宮は長安の東、春しゆん明めい門もんの近くにある。皇帝が皇子時代に過ごした館やかたを改築したとのことで、大たい明めい宮きゆうほどの広さはないが、庶民の生活を間近に見ることもできたし、この露台からは中ちゆう原げんへ続く街道を望むこともできた。明日には、黒麒と、黄豹、朱虎、茶々とともに、この道を行くのだ。

「すっかり春ですね」

　街道の脇わきに植えられた柳やなぎは芽め吹ぶき、淡あわく黄緑色にけぶって見えた。彼方かなたに横たわる灞水が日を照り返して輝かがやいている。

　黒麒は露台の手すりに寄り、物もの憂うげな顔で景色を眺ながめた。青蓮も彼の隣となりに立って、暖かな日差しを浴びた。

「すみません、黒麒。巻き込んでしまって……。脱だつ獄ごくの時の謝礼も、当分の間、払えそうもありません」

「別に、巻き込まれたとか思ってねえよ。お前と行くと決めたのは俺だ。謝礼はいい。借りは返すことにしている」

「借り？」

「禁きん苑えんで、お前に助けられた」

　黒麒は唇くちびるの端はしをわずかに吊つり上げて笑った。

「僕の方こそ、あなたにたくさん借りを作ってしまいました。でも、そう言っていただけると助かります。三蔵様の書物を売るのは、少し気がひけていたのです」

　青蓮も微笑ほほえみ返した。黒麒がいなかったら、今ごろはまだ大だい理り寺じ獄ごくで拷ごう問もんされていたかもしれない。大理寺獄を出る時も、大明宮へ忍しのび込んだ時も、何度も彼に助けられた。本当に黒麒は律りち儀ぎで、信しん頼らいできる。皇帝の人を見る目は確かだ。

「なあ、青蓮。お前は殭キヨン屍シーを滅ほろぼす時に、青白い炎を喚よんだんだってな」

　彼は言った。

「え、ああ。烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの浄じよう化かの炎です。そうか、あの時、あなたは気を失っていたのでしたね」

　青蓮は無意識に右腕の包帯を押さえる。

「ああいう炎は、修しゆ行ぎようを積んだ坊ぼう主ずじゃなくても喚べるものなのか？」

「ええと……どうでしょう」

　青蓮はぎくりとした。七歳の時に青白い鬼おに火びを喚んだが、それ以前に修法を習ったのかどうか記き憶おくがない。

「なぜそのようなことを？」

「子どもの時に、青白い炎を見たことがあるんだ。で、どういう仕組みなのか、不思議に思っただけだ」

　黒麒の目が青蓮の右腕に向く。

「そういや、お前、また腕に布を巻いているんだな」

「巻いていると落ち着くんです。お守りみたいなものかな」

　青蓮は笑ってごまかした。落ち着くのは噓ではない。

「いっそのこと籠こ手てにしたらどうだ？　ついでに脛すね当あても着けろ。全面を黒鉄にすりゃ、殭キヨン屍シーの牙きばも通らねえぞ」

　黒麒は、籠手を着けた腕を掲かかげた。青蓮の非力をからかっているのだ。

「僕は普通の人間です。あなたじゃあるまいし、そんなの着けて歩けません」

　青蓮が頰ほおを膨ふくらませると、黒麒は愉ゆ快かいそうに笑い、

「じゃ、長屋へ帰って旅支度をしてくる。夕方には戻もどる」

　そう言って青蓮に背を向け、露台横の階段を下りて行った。




　黒麒は、皇宮の門へ向かいながら、皇こう帝ていから拝領した柳りゆう葉よう刀とうを箱から出した。黒革の帯を締しめ、太刀たちを鞘さやに収めて、ふと、箱をどうしようかと考えた。箱には皇帝の紋もん章しようが描かれている。

（その辺に捨てるわけにはいかねえだろうな。しょうがねえ、置いてくるか）

　黒麒は踵きびすを返して、来た道を戻る。

　皇宮内に与えられた居室に行くと、青蓮が礼服を脱ぬいでいるところだった。彼は、右腕の布も解き始める。

「おい、青──」

　声をかけようとして、青蓮の右腕にある物に気づき、黒麒はハッとして咄とつ嗟さに几き帳ちようの陰かげに隠かくれた。

（どういうことだ──!?）




　居室に戻った青蓮は、平服に着き替がえるついでに、右腕に巻いた布を解いた。

　環かん状じように彫ほられた青い睡すい蓮れんの花びらを、指先でなぞる。

（これを平気で人に見せられるようにならなくちゃだめだな。せめて、黒麒には、僕の罪を打ち明けなくちゃ……）

　あの四阿あずまやで、黒麒が殭キヨン屍シーに嚙まれそうになった時、ほんの少しだけ記憶が戻った。

　青蓮の住んでいた里を甲かつ冑ちゆう兵が襲おそい、自分は母と思われる女性とともに逃にげた。けれど、女性は甲冑兵に捕つかまり、血をすすられた。あの甲冑兵は殭キヨン屍シーだったのだ。七歳の自分は、それを見て恐きよう慌こう状態に陥おちいり、炎を喚んだらしい。

　青い睡蓮が彫られた、この右手で。

　けれど、あの青白い鬼火が、殭キヨン屍シーだけを滅ぼしたのかどうかわからない。烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの浄化の炎なら、三蔵がそう言うだろうが、彼は鬼火の正体を教えてくれない。

（僕は、生まれつき鬼火を喚ぶことができて、それを暴走させてしまったのかもしれない）

　そして、殭キヨン屍シーもろともに、大勢の里人を焼き殺してしまったのだ。

（殭キヨン屍シーに嚙まれた母さんも……）

　そう思った途と端たん、心臓が跳はねた。

（だめだ……）

　青蓮は、入れ墨ずみの上に布を巻き直した。まだ人に見せる勇気はない。というよりも、この入れ墨が、常に自分自身の目に入ることが耐たえられない。

（そういえば、黒麒は何で僕の右腕を気にするんだろう）

　大だい理り寺じ獄ごくでも訊きかれた。飛ひ龍りゆう禁軍の兵舎では右腕の布を解かれた。あの時は痣あざのせいで入れ墨が見えなくなっていたが──。

「キー？」

　茶々に声をかけられた。彼女は心配げに青蓮の右腕をさする。

「何でもないよ。ちょっと不安になっただけ。僕はまだ修行が足りないね」

　青蓮は笑って茶々の頭を撫なでた。




　黒麒は、気配を消したまま、そっと部屋を出た。次し第だいに歩調を速め、磨みがき上げられた皇宮の廊ろう下かをつかつかと歩く。

　こめかみが熱かった。ただ歩いているだけだというのに、息が乱れてくる。

（青蓮は、やはりあいつだったんだ）

　黒麒の脳のう裏りには、十年前、両親を、友を、里を焼き尽つくした青白い鬼火の光景が蘇よみがえっていた。







　あとがき




　こんにちは、もしくは初めまして。

　前作の「東とう方ほう妖よう遊ゆう記き」から丁度一年。こうしてあとがきを書けることを本当に嬉うれしく思います。「西の末デイセン裔ダント　目覚めよ、宿命を継ぐ者」は、いかがでしたでしょうか？

　私は、と言えば、実はとても緊張しております。またまた男の子主人公。かつ再び中華風。「東方妖遊記」を読んでくださった皆みな様さまをがっかりさせないか、新しく村田の本を手に取ってくださる方にも楽しんでいただけるのかと、ドキドキが止まりません。

　中国は盛せい唐とうの時代を取り上げたことも、ドキドキの理由となっております。時代考証は適当、物語に都合のいいように、あちこちアレンジしてありますし、実在の人物（しかも超有名な方々）を脇役に使っていますし、主人公に真言なども唱えさせてしまっておりますし……。（仏ぶつ罰ばちが当たったらどうしましょう〜。いやいや、仏様は広〜い御み心こころで、きっと笑って許してくださるはず）

　なぜ唐の修しゆ行ぎよう僧そうの物語を書くなどという暴挙に到いたったかと申しますと、「東方妖遊記」の終了時、担当様から「次回作、もう一度中国でいきませんか？」のお言葉に、即そく座ざに思い浮かんだのが、あのお坊ぼう様さまだったからです。読者の皆様はすでに察していらっしゃると存じますが、「西の末裔」の西とは、あの西です。

　不ふ邪じや淫いん戒かいを貫つらぬく坊さん見習いが主人公ですから、今後も色っぽいエピソードはなさそうです。むさ苦しくて申し訳ありません。

　なお、大だい雁がん塔とうは、玄げん奘じようの時代に五層だったものを、則そく天てん武ぶ后こうが十層に改築したという説をとっております。その他色々、歴史や仏教に関しても、突っ込みどころ満まん載さいの物語ですが、どうか、唐の時代を模した「西の末裔ワールド」ととらえていただき、温かい目で見守ってくださいませ。

　霜しも月つきかいり先生には、お忙いそがしい中、麗うるわしく且かつ格好いいイラストをありがとうございました。おかげで、男たちの獣けもの臭くささが吹ふき飛びました。カバーイラストやピンナップのラフをいただいた時、村田は幸せ者だ、この物語を書いてよかったと、しみじみ思った次し第だいです。

　今回も、担当様および編集部の方々には大変お世話になりました。新シリーズということで、不安におののき、泣き言ばかり言っていた村田を見捨てずに導いてくださったこと、本当に有り難がたく、また申し訳なく思っております。

　最後になりましたが、この本を手に取ってくださった皆様に、心から感謝申し上げます。皆様の励はげましを支えに、村田はこれからもがんばります。どうか応おう援えんよろしくお願いいたします。





村田　栞　　
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「おみくじによると、前ぜん途と多難。坊ぼう主ず頭あたまが吉きち、とのことだ」

　黄こう豹ひようが、竹たけ筒づつからせり出した細い棒を見つめてそう言ったの。いつもの大おお真ま面じ目めな顔で。

「じゃ、青せい蓮れんの頭、剃そる？　剃てい髪はつしたがってたから、ちょうどいいんじゃない？」

　朱しゆ虎こは、あたしの背中をくしけずりながら、軽い返事。

「ここは、円えん滑かつに羅ら刹せつ天てん像ぞうを捨てられるよう、青蓮だけでなく全員が坊主になろう」

　えっ？　全員って黒こく麒きも？　何か怖こわそう。あ～、黄豹ってば、髪かみを解いて剣けんの刃はを自分の髪に──。朱虎の目がまん丸になったわ。

「ちょ、ちょっと待って。黄豹、本気？」

「無論だ。ふむ、まずは髪が一番多そうな茶々から剃るか」

　黄豹が剣を構え直して一歩踏ふみ出し──って、えええっ!?　何であたし!?　全身毛だらけなのに、頭だけ坊主っ!?

「だめーっ！」

　朱虎があたしを抱かかえて走り出した。黄豹が剣を持ったまま追っかけて来る。

　いやっ、坊主頭は絶対にいやっ！　青蓮、青蓮ってば、来てっ！　黄豹を止めてっ！
















カバー・口絵・本文イラスト／霜月かいり

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎
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目め覚ざめよ、宿しゆく命めいを継つぐ者もの








村むら田た 栞しおり
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